









































オタサーの姫と恋ができるわけがない。４
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　そうして、俺たちにとって忘れられない季節が始まる。

二章　みんなが少しずつ変わってきているのは、気のせいじゃないはず？

三章　ずっと空野のターン！

四章　俺は許すけど、空野は『それ』を許さない。

五章　それでも俺たちは、たった一つの恋の形こたえを探す。

六章　オタサーの姫と恋ができるわけがない。
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一章　そうして、俺たちにとって忘れられない季節が始まる。









　前回のラブライ……じゃなかった。

　とにかく文化祭までの出来事を整理してみると、俺、神かみ園ぞの心しん路じは二人の女の子に好かれている。だが当然、二人のうち一人しか選ぶことができない。そのせいで、文化祭ではどっちを選んでも片方が傷付くから、部内の雰ふん囲い気きがギクシャクするということで、サークルクラッシュの危機に見み舞まわれてしまう。で、それをどうにかした結果、なんとかサークラの回かい避ひに成功。最後に、結果論だが、文化祭事件という出来事を通じて色々と思うところがあったのか、二人の女の子、花はな咲さき百合ゆり姫ひめと空そら野の継つぐ未みが「どっちが選ばれても二人はずっと友達！」ということを約束、っていうか宣言した。

　まぁ、これがなにを意味するかというと……、

「ついにきたのか、俺がどっちを選ぶか決める時が……」

「心路さん？　補習中はぁ、私語厳禁ですよぉ？」

「神園くん、ちょっとうるさいゼ☆」

　まさかの海うな原ばら先生と陸りく畑はたからのダブルパンチを食らってしまうとは……。

　俺は今、机に向かっているのだが、教きよう卓たくからは海原先生が、隣となりの席からは陸畑がジト目で睨にらんでくるし。

　なにゆえ、このような状態になったのかというと、海原先生が言ったとおり、補習中なんだよなぁ。俺も宿題を忘れたし、陸畑の方も宿題を忘れたらしい。

　でも、意図的ではないけど、この状じよう況きようは好都合だし、ここで『あること』を訊きいておこうか。

　先ほどの心の声に戻もどるけど、当たり前だが、俺が百合姫と空野のどちらを選んでもサークルが壊こわれないなら、二人が友達でい続けるなら、そりゃあ、選んだ方がいい。選ばれるのが百合姫にしても、空野にしても。

　が！　がっ！　がッ！

　空野ぉ、流石さすがにいきなりクリスマスイヴにデートっていうのはハードル高すぎぃ！

「センセー、終わりました」

「あっ、奇き遇ぐうだな、陸畑。丁度同じタイミングで俺も終わったぞ」

「偶ぐう然ぜんとはいえ神園くんと同じタイミングかぁ、なんか気持ち悪い♪」

「り、陸畑さん!?　そんなことを言ってはダメですよぉ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生。こいつが俺に殺意をぶつけてくるのはいつものことです」

「なおさらダメですよぉ!?」

　よし、海原先生が採点している間に、俺の方は陸畑に、っと。

「陸畑、クリスマスプレゼントで絶対に外れないアイテムって、なんかあるか？」

「おやおや？　神園くんは本当にバカだねぇ。そんなのはケース・バイ・ケースに決まっているじゃん☆」

　さてさて、空野との約束で彼女とクリスマスイヴを一いつ緒しよに過ごすことになった俺。

　何時に、どこに行って、なにをするか……なんてことは俺と空野、二人で一緒に考えることになったが、しかしクリスマスプレゼントだけはそういうわけにはいかないじゃん？

　恋れん愛あい経験に乏とぼしい俺としては、誰だれかにプレゼントの内容を相談したかったんだが──、

　百合姫は当然ＮＧ。

　月つき島しまは真ま面じ目めに考えてくれない、と、いうより、たとえ真面目に考えてくれても、感性が普ふ通つうの人と違ちがうから当てにならない。

　雪ゆき村むら先せん輩ぱいは三人の中で一番頼たよりになるが、空野とイヴに過ごすことになった、ということはなるべくニジケンメンバーには秘密にしたい。

　そうなると、俺が相談できる相手は一人だ。

　空野の友達の、陸畑陽ひ辻つじ。

「いやいや、恋愛弱者にそんなこと言われても……」

「野球少年にサッカーボール贈おくっても、サッカー少年にグローブを贈っても、喜ばれるわけないでしょ？　それと一緒だぜ？　人に贈るプレゼントなんて、個人個人によって変わるんだよ」

「となるとプレゼントすべきは、誰にでも喜ばれる安あん牌パイなプレゼントっていうより、他ほかの人には喜ばれないかもしれないけど、空野継未には喜ばれるクリティカルヒットなプレゼント、ってことか」

「えっ、なになに？　今さらそんなことに気付いたの！　ちょっと恋愛経験が足りなすぎだゾ？」

「俺に恋愛経験が足りていないのは否定しないけど……やっぱりお前、俺と空野がデートすること、知っていたんだな。空野継未には喜ばれるクリティカルヒットなプレゼント、って口にしても聞き返してこなかったし」

「アッハッハ、継未とは友達だからね！」

「えっ!?　心路さんと継未さん、クリスマスイヴにデートするんですかぁ!?」

「「ああ～……、メンドくさい人に知られたなぁ、覚かく悟ごしてたけど」」

　あれ？　俺と陸畑の発言が被かぶったのって、これが初めてじゃない？

　ここ、つまり補習室で話すっていう時点で、監かん督とく役の海原先生に聞かれるのはヒャクパー確定なんだけどね……。

「ていうか、神園くん、なんであたしに相談したの？　同じ部活の雪村先輩とか、メチャクチャ頼りになりそうじゃん？」

「陸畑は空野が俺のことを好きって知っているだろ？」

「もちのろん！」

「それに、もしかしたら俺よりも前に、空野の方から陸畑に相談を持ちかけている場合もあるから、いろいろ説明する手間が省ける」

「ほうほう、確かに継未の方からも相談されたね」

「それに陸畑は、空野がプレゼントされて嬉うれしがる物を知っているかもしれないし、友好的か否いなかということを無視すれば、一番相談役には適任なんだよなぁ」

「ホントに友好的か否かってトコは無視しているね～」

「って！　ちょっと待ってくださいぃぃ！」

「なんですか？　採点終わったんですか？」

　海原先生を雑に扱あつかう俺。

「心路さんと継未さんって、まだ付きあっていなかったんですかぁ!?」

「……は？」

　えっ？　こっちこそちょっと待ってください。えぇ～っと、俺、文化祭の時に海原先生に相談した時、百合姫と空野の名前は伏ふせたよな？

「あれ？　普通そこは……文化祭の時は隠かくされましたけど、心路さんのことを好いている二人のうちの一人って、継未さんだったんですかぁ!?　とかじゃないんですか？」

「いえいえ、お二人が相思相愛なのは見ていてなんとなくわかりましたのでぇ」

「理由っていうか、その結論に至った理り屈くつをお伺うかがいしても……」

「直感ですぅ」

　出たよ……。なんとなく、とか。直感、とか。海原先生らしいといえばらしいけど、意外にも俺が一番相手にしたくない相手だ。認めたくないけど、勝てる気がしないし。

「ハァ、海原先生は置いといて、陸畑はなにか知っているか？　空野が喜びそうなクリスマスプレゼント」

「しょうがないなぁ、神園くんのことはどうでもいいけど、継未に変な、っていうかハズレアイテムを渡わたされても困るし」

　そこで陸畑は机の横に引っかけておいた自分のカバンに手を突つっ込むと、一冊の雑誌を取り出したが……まさかその、いかにもオシャレなレディースのファッション誌に、空野のほしい物が？

「その雑誌の折り目を付けておいたページのペアルックのマフラーのライトブラウンの方、それが継未のほしがっている物だぜ？　あっ、その雑誌はいらないからあげるね」

「おおっ！　初めて陸畑のことを好きになれたかもしれない！」

「やめてくれないかなぁ、気色悪い……」

　その時だった。

「採点が終わりましたぁ！　二人とも補習クリアですぅ！　さぁ、わたしもお話に混ぜてくださいぃ！」

「じゃあ部活に行くか」「あたしは帰る」

「なんでですかぁ！」

「いやいや、海原先生の採点が終わって、二人とも合格なら、この補習室に留とどまる理由もないじゃないですか」

「よって、神園くんは部活に行くし、あたしは帰る、ってね☆」

「ぐぬぬぅ……」

　そんなわけで、こうして補習はお開きとなりましたとさ。

　陸畑は早々に下校したが、翻ひるがえって、俺と海原先生は──、

「そういえば先生って、ニジケンの顧こ問もんだったなぁ」

「ひどいですぅ！　忘れていたんですかぁ!?」

「やだなー、そんなことないですよー」

　一緒にニジケンに向かう廊ろう下かを歩いていた。

「そういえば、一応訊いておきたいんですけど、文化祭の時に俺が言った、俺のことを好いてくれる二人の女の子。その一人は空野だってバレましたけど、もう一人の方ももしかして……」

「はい～、百合姫さんですよねぇ？」

「ですよねー」

　そりゃそうだ。空野が俺のことを好いているって、見ただけでわかるなら、百合姫だって、いや、百合姫の方こそ簡単に見てわかるだろうし。

　と、そんなこんなで、文化祭が終わり少し経たち、一〇月の上じよう旬じゆんは過ぎていく。




　　　　◇　◆　◇　◆




　一〇月も後半戦に突とつ入にゆうした、秋晴れの平日の放課後。

　校舎の近くのススキの匂においが肌はだ寒ざむい秋の澄すみ渡った空気に溶とけて、もう文化祭が終わってから一ヶ月も経つんだなぁ、と、実感させてくれる。文化祭の頃ころは、まだススキの匂いはしなかったし。

　木々は徐じよ々じよに緑から紅あかや黄色へ。あの夏の頃には浮うかんでいたわた雲は、いつの間にか秋特有のひつじ雲に。校舎も通学路も含ふくんだ街並みが夕日に染まる時間は緩ゆるやかに早くなり、なによりも夏から秋、そして冬に向かっての移ろいを実感するのは、制服の変化。

　やはり高校生ということで、自分たちが普ふ段だんから着ている物、制服が変わっていくと、時の流れを実感する。

　男子は半はん袖そでワイシャツから長袖のワイシャツに。そして一〇月に突入した時点でブレザーに。女子は、特に空野なんかは、夏の頃、セーラー服の袖を捲まくっていたのに、いつの間にか捲るのをやめて、今なんかは百合姫や月島以外でも、カーディガンを着ている女子は多い。

　そしてもしかしたら、あと二週間ぐらい経って一一月に突入したら、本格的に紅葉もみじ狩がりの様子がニュースで流れるかもしれない。

　でもやはり、二次元文化研究愛好部のみんなは変わらない。

「なぁ、百合姫。冬コミってどうするんだ？」

「ヒメはみんなで行きたいなぁ♪　みんなはどう？」

　事実、その証明のように、俺と百合姫と、月島と雪村先輩、そして空野の五人で部室に集まってダラダラ過ごしていたし。

　みんながいつもの自分の席に座り、俺と百合姫はラノベを読み、月島はノーパソ、雪村先輩はPS Vitaでギャルゲー、そして空野はいつものようにスマホをタプタプしていて、まぁ、本当にいつもの日常だなぁ。

　俺が会話を切り出したから、みんな一時中断してしまったけど。

「冬コミと言えば……つぐみん先輩は知っているかニャン？」

「ぅん？　なにをなん？」

「冬コミ最終日に始発で行くと、一年で最後の日の出を待機列で見ることになるニャン」

「うえ!?　そうなん!?」

「始発の時間は夏コミと変わらないけれども、冬だから日の出が遅おそいのよ。国こく際さい展てん示じ場じよう駅から待機列の最さい後こう尾びに並ぶまで歩くのは知っているでしょうけれど、その間は夜と大差ないわ」

　雪村先輩が空野に補足説明をするが、もうちょっと厳密に言うと、待機列の最後尾に並ぶために歩いている時はもちろん、待機列に着いてからも、それなりの時間は夜と大差ない明るさ、っていうか暗さの中で待機する必要があるんだよなぁ。

　ちなみに少々お値段が高いが、暗い待機列で、コミケが始まるまで屋台のジャンクフードを食べるのは、中々に非日常感があって俺は大好き。

「他にはなにかあるん？　夏コミと冬コミの違ちがいって」

「当たり前だけど、装備していく洋服が違う」

「神園……洋服のことを装備する、っていうと、オタク感が溢あふれてくるから……」

「それは直しようがないから放置するにしても、洋服は本当に気を付けた方がいい。防寒のために厚着をしてくるのは正解だけど、そのせいかどうかは詳くわしく知らないが、冬の方が他の参加者の装備にいろいろな物が引っかかりやすい……気がする。なっ、百合姫」

「うみゅ!?　なんでそこでヒメに振ふるの!?」

「遠回しにお前が甘ロリファッションをしてくるのを注意しているんだ」

「その意図をバラしたら遠回しでもなんでもないよぉ!?」

「あと他には、サークルさんの頒はん布ぷ物が違ってくるニャン！」

「必ずしも全すべてのサークルに当てはまるわけではないのだけれども、夏に保ほ冷れい剤ざいを頒布していたサークルは、冬になるとカイロを頒布するようになるのよ」

「う～ん、他には、イラスト同人誌でクリスマスとかお正月のイラストが増えたりもするよ♪　夏はプールとか海のイラストが多い気がするけど。でも、ヒメの気のせいだったらゴメンね？」

「あとあれだな。冬コミそのものの違いではないけど、冬コミは大おお晦日みそかに終わるから、翌日、つまり元日、一年の始まりの日に冬コミの疲つかれで半日以上寝ねて過ごしてしまう、ってこともある」

「へぇ～、神園とか親しん戚せきがご挨あい拶さつにきても寝てそうな感じがするね」

「よくわかったな。俺は親戚がきても寝続けるし、親に起こされてもジャージ姿で応対するぞ」

「それただのダメ人間だから!?」

「ダメ人間に対してダメ人間って言っても、イヌに対してイヌって言っているようなモンだし、罵ば倒とうとして成立しないからな？」

「うぅ～、かみじょの[image: ～][image: ～]……」

　詭き弁べんっていうか屁へ理り屈くつによって打ち負かされたのが悔くやしいのか、空野は情けなさそうに俺のことを睨にらんでくるが、どこからどう見ても可愛かわいいとしか思えないな。なんというか、女の子らしい女の子の仕草というか。オタクらしい一言でまとめると、萌もえる。
















「ちなみにヒメも冬コミ翌日の元日は、一〇時間以上も寝て過ごすよ？」

「ツッキーなんかその日から冬休み明けの登校初日まで、昼夜逆転を貫つらぬくニャン」

「元日の朝食が世間一いつ般ぱんで言うところの夜食に相当するなんて、もはや毎年のことよ」

「えっ!?　なんなん!?　四対一!?　みんながおかしいんじゃなくて、あたしがおかしいん!?」

「いいか、空野？　大勢の正常な人間の中に一人だけ異常者がいたら、そいつは異常だけど、大勢の異常な人間の中に一人だけ正常者がいたら、正常者こそ異常なんだ」

「ニャフン、正常っていうのは常に正しいということ。正しさは常にマジョリティであることだニャン」

「悲しいけどこれ、現実なのよね」

「いやいやいや！　ここはニジケンだからあたしが少数派だけど！　ここを出たらみんなの方が少数派だから！」

　雪村先せん輩ぱいがいい感じに締しめくくろうとしたら、空野が抵てい抗こうしたが、誰だれも空野の魂たましいの反論を聞かなかったことにしたし、実際、俺も聞き逃のがした体ていでスルーすることにしよう。えっ、なんだって？　って感じで。

「さて！　話を本題に戻もどそう！」

「あたしの反論は無視!?」

「みんなに質問するんだけど、今年の冬コミに、ここにいる五人で参加したい人！」

「はぁ～い♪」「愚ぐ問もんだニャン！」「私も参加したいわ」「釈しやく然ぜんとしないけど、あたしも」

「しかし、子供だけで東京に行って、大人の目、具体的には海原先生の監かん視し下から離はなれたい人！」

「はぁ～い♪」「当然だニャン！」「私もよ」「しょ、正直あたしも……」

「そこで！　俺はニジケンメンバー全員で東京に行けるのに、顧問である海原先生がついてこない方法を考えた！」

「うえ!?　そんな方法ってあるん？」

「一番手っ取り早いのは、冬コミが終わるまでおねんねしてもらうことだニャン！」

「三日間も寝させたらセンセーが栄養を取れずに死んじゃうから！」

「継未ちゃんもニジケンで過ごすうちに、ツッコムところが変わってきたね。ヒメは感かん慨がい深いよ」

「一応言っておくのだけれども、私は三日間じゃなくて、夏コミの時のように前日入りを考えていたから、正しくは四日間ね」

「なおのことセンセーが衰すい弱じやくするから!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　それは俺も考えたけど、さすがにそれは事案だから、もっと別な方法を考えた」

「考えるもなにも、普ふ通つうの人はそういう発想が浮かんでこないから！」

　さて、俺は一度ゴホン、と、咳せき払ばらいして──、

「まず、俺たちは今日から、自分のお金を使ったオタクコンテンツの買い物を全面的に禁止する。期限は上京前日まで」

「こ、ココロ先輩!?　それはいくらなんでもあんまりだニャン!?」

「一応、少なくとも私は、その浮いた分のお金を冬コミ代に回そうという意図はわかるのだけれどもね……」

　先輩きみのような勘かんのいい高校生ガキは嫌きらいじゃありませんよ？

「雪村先輩の言うとおりなんだけど、しかしそんなことを簡単に実行できるほど、オタクの購こう買ばい意い欲よくは低くないし、自分のお金での買い物を禁止している間にも、続々とほしい物は発売される。確かにそのとおりだ」

「うみゅ？　『自分のお金』で買い物を禁止？　あっ、そっかぁ！」

　どうやら百合姫も勘のいい高校生ガキに分類されるらしい。

　まぁ、百合姫にしても雪村先輩にしても、年上をガキって呼んじゃ普通ダメだけど。

「百合姫は気が付いたか。自分のお金での買い物を禁止するが、部費を使った部の備品の調達という名目の買い物は禁止しない。本来自分のお金で買う物を部費で買って、一いつ旦たん部室に買った物を保管、終業式の日にお持ち帰り、最終的には自分の物にする。そして、さっき雪村先輩が言ったように、浮いたお金で東京にゴーだ」

「ニャるほど！　本来自分のお金で買う物を部費で買って、部費で賄まかなうべき旅費を自分のお金でどうにかするんだね！」

「確かにそのすり替かえをすれば、旅費は自分たちのお金から出しているわけだし、部活として海原先生が引いん率そつする名目がなくなるわね」

　月島も雪村先輩も、普通に賛同してくれたが、二人とも俺と同じぐらい発想が壊かい滅めつ的だからなぁ。なにかしらの校則に引っかかりそうなモンだけど、見事にスルーを決めるんですね。

　……、一人だけまともな女の子がニジケンにはいるけど。

「待って！　それって、その……校則違い反はんなんじゃないん？」

「えー、そうなのー？　知らないなー？　ちなみに校則の何条何項こう？」

「うえ!?　それはわからないけど……」

「空野さん、それではダメよ」

「つぐみん先輩、『カバチタレ！』でも言っていたニャン。法律は弱い者の味方なんじゃなくて、知っている者の味方なんだ、って。守るべきルールという意味では校則もたぶん同じで、つぐみん先輩が知らなきゃ、つぐみん先輩のことを校則は守ってくれないニャン」

「どうでもいいけど月島さん、『カバチタレ！』が始まったのって二〇〇〇年よりも前なのに、よく知っていたわね。あなた、本当は何歳なのよ……」

　なんか本題から徐じよ々じよに離れていっている気がするぞ。

　仕方がない、軌き道どう修正だ。

「なら多数決で決めよう、それなら空野も文句ないだろ？」

「ん？　ぅん？　んんっ？　でもどっちにしろ校則違反には……」

「はい！　俺の意見に賛同してくれる人は挙手！」

「はぁい♪」「ニャン！」「私もね」

「と、いうわけで空野、決定だ」

「なんかまた神園に言いくるめられた気がするんだけど!?」








二章　みんなが少しずつ変わってきているのは、気のせいじゃないはず？









　そして一一月に突とつ入にゆうして、なんともう一週間が過ぎて八日の月曜日。

　どうやらこの日、空そら野のはインフルエンザの予防接種をするらしく、部活には参加しないで早々に帰ってしまった。……いや、予防接種を勧すすめたのは俺だけど。自分でもこれは少しやりすぎな準備のように思えるけど、インフルエンザに限らず、冬コミでは菌きんをもらいやすいし。

　とにかく、空野が早々に帰ったということは、俺は空野と一いつ緒しよに帰れないということ。

　で、その代わりに──、

「二人で一緒に下校するなんて久しぶりだね♪」

「百合ゆり姫ひめは電車通学だからなぁ」

　一緒に下校といっても、小こ鶴づる新しん田でん中学高等学校の最も寄より駅である小鶴新田駅までだけど、だとしても、なんだか感慨深い。

「ところで、どうして心しん路じくんは自転車で通学しようとしたの？　電車通学なら仙せん台だい駅を経由するから、駅前のアニメショップに毎日行けるのに」

「親に、電車通学をするならお小こ遣づかいを減らす、って言われたんだよ。けど、別段、自転車通学がイヤというわけでもないけど」

「ふ～ん」

　駅までの道のりを歩く俺と百合姫。

　日に日に夕日が沈しずむ時間は早くなっていって、西の彼方かなたでは建物と建物の合間から、燃えるような赤色の夕焼けが顔を覗のぞかせていた。もはや、東の空の七割以上は、完全に夜。

　北風が紅葉を揺ゆらし、そのうちの数枚はヒラヒラと舞まい落ちる。それを靴くつで踏ふむとシャリシャリとした音がした。

「そういえば百合姫、俺と一緒にクリスマスを過ごそう、って誘さそってこないんだな」

「う～ん……正直ヒメも、心路くんと一緒にクリスマスを過ごせたら幸せだなぁ、とは思っているよ？　でも──」

「でも？」

　平へい坦たんな口調で言う百合姫は、俺に促うながされて、さほど興味なさそうに続けた。

「恋こい人びとでもない、っていうか、相思相愛でもないのにそういうことを強制したら、イヤな女の子になっちゃうかな～って、思っちゃったの」

　微笑ほほえみながら親しげに言うが、なんか……やはり文化祭以前と比べて態度が冷めている気がするなぁ。

　たぶん、未まだ百合姫は俺のことを大好きなんだろうが、その冷めた対応は、嫌いになったとか、興味を失った、というよりは、落ち着いて、一呼吸置いてから何事にも対応するようになった～、という方が近いと思う。

　あくまでも俺の主観だけど。

　まぁ、いろいろな見方はあるだろうけど、ただ一つ確かなことがあるとしたら、間ま違ちがいなく百合姫は変わった。今の百合姫になら、もしかしたらリアルの女の子としても魅み力りよくを見み出いだせる……かもしれない。

　オタサーの姫というか、百合姫が作っている二次元の女の子っぽさは、絶対に現実には不向きだけど、それが文化祭以降、多少なりを潜ひそめていて、つい最近では少し天然要素が強いゆるゆるな女の子、というぐらいにはなっている。

　俺が慣れただけかもしれないけど、近くにいて「やべぇよ……やべぇよ……」とは感じなくなった。きっと、俺以外の人ももしかしたら……。

「それ、今さらだろ。再会してからずっと俺にアタックしてきているクセに」

「違うもん。ヒメは確かに心路くんにラブラブ一直線で、愛が重くて、メンドくさい女の子だけど、イヤな女の子になったつもりはないよ？」

「イヤな女の子ねぇ……」

「いや、違うのかな？　たぶん正確には、イヤな女の子になったつもりはない、じゃなくて、イヤな女の子になりたくない、だと思う。心路くんにとって」

　他人ひと事ごとみたいに言わせてもらうけど、百合姫はただ一人の他人に嫌われたくなくて必死なんだろう。

　そしてその理由も、俺は文化祭で聞いている。

　前述のように百合姫本人が変わりつつあるのもそうだが、同じぐらい、俺の百合姫を見る目も、あれを聞いて変わりつつあるんだろうな。

　俺は例外だけど、普通の人は百合姫のことを正直メンドくさいと思う、はず。でも、あんな想おもいを聞いたら、メンドくさいとは思うけど、嫌いになんてなれない。少なくとも俺は。

「あはっ♪　でもね？　最近は、心路くん以外にも大切なモノができてきたんだよ？」

「別の男の子か？」

「むくぅ、心路くんのイジワル。さすがにそれは違うよ？」

「で、正解は？」

「ヒメは心路くんを妬やかせるためとか、萌もえ萌えにさせるためにオタサーの姫になった、って、前にも言ったよね？　そしてその結果、ニジケンは心路くんが入部したばかりの四月のような状態になっちゃったわけで……だからヒメにとってニジケンは、心路くんがいればそれだけで存在する意味があったの」

　雪ゆき村むら先せん輩ぱいには聞かせられないなぁ。

　そして、しつこいかもしれなくて恐きよう縮しゆくだけど、もう一つ。百合姫の変化で一番わかりやすいのは、声、だ。やたら声が文化祭以前と比べて、穏おだやかで落ち着いているんだ。

「でも今は、天あま架かちゃんも、雫九しずく先輩も、継つぐ未みちゃんも、ちゃんとヒメのお友達で、やっぱりその三人が、さっき言った心路くん以外の大切なモノだね♪」

「そっか」

　上から目線で申し訳ないけど、それは本当にいい傾けい向こうだと思うぞ。そしてそれ以上に、えっと……なんていうか……少し照れくさいけど、嬉うれしい。文化祭が終わったあと、月つき島しまの監かん視しカメラ越ごしに見ていた百合姫と雪村先輩と空野のやり取り。あの時も同じことを思ったけど、俺が大切に感じているモノを、百合姫も同じように大切に感じてくれていることが。

「それに、クリスマスに家でアニメ見たり、マンガ読んだり、ラノベ書いたり、ゲームしたり、そういうのもヒメは全然ＯＫっていうか、むしろオタクとして誇ほこらしいと思うの」

「まぁ、それもそうだな。俺も早く高校卒業して、クリスマスシーズンの金曜日に大量に発売するエロゲを、クリスマス当日にやってみたい」

「あはっ、心路くんのえっち♪」

　そう言った百合姫は苦く笑しようしながら一いつ拍ぱく置いて──、

「やっぱりヒメ、あの文化祭を経へて、少しは変われたみたい」

　ああ、当たり前だな。俺が百合姫の変化に気付けたんだ。百合姫本人も少なからず自覚しているだろう。

「具体的には？」

「本音としてはクリスマスに心路くんとイチャイチャしたいのはあっているけど、でも、心路くんと幸せになることがクリスマスの全すべてじゃ、もっと言うならヒメの人生の全てじゃないって、そう考えられるようになった」

　なんだろうな……。俺に病的な執しゆう着ちやくを表さなくなったのはいい傾向とは思うけど、実際にそう言われると、自分で望んだことなのに、なんか……寂さびしい……。

　本当に俺はどうしようもないヤツだなぁ。自分が望んだことなのに、それが叶かなうと寂しいと思うとか。

「あのさ、百合姫」

「ぅん？　なぁに？」

　あっ、やばい！　なんとなく、話しかけないと！　っていう衝しよう動どうに駆かられて呼んでしまったけど、なにを話すかは決めていなかった！

　ていうか、なにゆえ俺は百合姫を相手に、ほんの少しだけど緊きん張ちようしているんだろう。

　今までは会話に集中していたけど、一度自覚したら、際限なくこそばゆい感じで焦あせってしまうし。

　この感覚に一番似ているのは、なぜか、空野と一緒にいる時の感覚だ──。

「い、いや、なんでもない」

「えぇ～？　怪あやしいなぁ」

「本当になんでもないぞ？」

「むくぅ、心路くんのケチ」

　今までだったらここで俺の腕うでに抱だきついて、おっぱいを押し付けてきそうなものなのに、もうそういうことをしないんだな。俺の精神衛生上、非常にいいことだけど。

　嗚呼ああ、そっか。

　いつも俺は空野と下校しているけど、今日に限って言えば百合姫と下校している。

　なんかそれが、二次元チック、形式に拘こだわったイベントじゃなくて、普ふ通つうの高校生の男女のイベントで、ドキドキしているんだろう。

　ギャップ萌え、という言葉をこういう意味合いで使うのは初めてだけど、今まで二次元染じみていた百合姫が現実の女の子チックなイベントを起こして、それに俺を巻き込んで、俺はたぶん、今、百合姫にギャップ萌えを覚えているのかもしれない。

　ふむ、本当にそれだけは、百合姫が二次元っぽさを追求して得られた、俺の目からしても納なつ得とくできる恩おん恵けいかもな。

　言葉にするだけならなんてことはない。

　この時初めて、本当の意味で、ギャップ萌えという方法で、俺は百合姫に萌えた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　一一月二二日月曜日──。

　二日前の土曜日にファンタジア文庫の最新刊が発売されたので、俺は今日、仙台駅前に寄ろうとしていた。無論、発売日当日に買うという選せん択たく肢しもあったが……。

　……、ほら、平日なら、そして部活が終わったあとなら、空野を誘いやすいじゃん？

　そんなわけで、部活が終わったあと、俺と空野の二人だけの廊ろう下かで、俺は切り出した。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、と、いうわけなんだけど、空野ももしよければ、っていうか、駅前で買いたい物があるなら一緒にどうだ？」

「うえ!?　い、いきなり二人きりなん!?　約束の日まで待たないで!?」

　あっ、クリスマスデートのことを誰だれかに聞かれるわけにはいかないから、約束の日、と、上手うまい感じにボカすんですね。

　いつも俺がいじる時とは違う、ビックリした時にわたわたと動どう揺ようする空野も、また違ったベクトルで可愛かわいい。本当に表情と感情が豊かな、一いつ緒しよにいて楽しい女の子だなぁ。

「ま、まぁ、そういうことになる……のか？」

「は、っ、恥はずかしいから！　い、いい、一緒に電車に乗って友達とかに噂うわさされると恥ずかしいし……っ」

　空野は色白の頰ほおを赤らめて、瞳ひとみをうるうるさせながら俺のことを上うわ目め遣づかいで窺うかがう。

　こ、こいつ……っ、全国のオタクのトラウマを抉えぐるようなセリフを言いやがって……っ、っていうか、たぶん空野はそのセリフの元ネタを知らないんだろう。気になる人は『ときメモ』で検けん索さく検索ぅ！

「いやいや……いつも一緒に下校しているのに今さら……」

「それでも、意識しちゃうモノは意識しちゃうから！」

「意識ねぇ」

「だ、だって……」

「？　だって？」

「神かみ園ぞのは緊張しないん？　だって、あたしと二人きりなんだよ？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

「その……、それと同じ、だから」

　そりゃ、よくよく考えたら緊張するな。クリスマスデートも、当然、当日は緊張するだろうけど、ぶっちゃけたことを言ってしまえば、今日の寄り道なんてクリスマスデートの下位互ご換かんだし。それなのに緊張というデートならではの楽しみを今日済ませてしまうのも、なんだかなぁ、って感じか？

　…………。

　……、…………。

「と、いうわけで、本当に友達に噂されると恥ずかしい、って理由と微び妙みように似たような理由で断られた……」

「ニャハハ、カッコ悪いニャン。普ふ段だんから、ヒメ先輩とつぐみん先輩は俺に惚ほれている。その自覚が俺にはある。みたいな態度を取っているのに」

「返す言葉も見つからない」

　学校がある小鶴新田から自転車を走らせて、仙台駅前には『仙台PARCO2』という建物があるので、そこの地下駐ちゆう輪りん場じように自転車を止めた俺。

　ちなみに『仙台PARCO2』の南側の隣となりの建物、『E BeanS』にアニメイトとゲーマーズが入っていて、西側の隣の建物にメロンブックスが入っている。ゆえにここの駐輪場はかなり仙台のオタク、少なくとも俺には重宝されていた。

　で！　ゲーマーズでうろうろしていたら、月島とエンカウント。

「月島は今日なにを買おうとしたんだ？」

「ファンタジア文庫は当たり前だけど、ＨＪノベルスも本日発売だから、それを買おうとしたニャン」

「ほ～う、なろう系か」

「ココロ先輩はなろう系について、どう？」

「俺はいいと思うぞ？　俺は２ちゃんねらーだからよく、なろう小説が流行はやっている今のラノベ業界は嘆なげかわしい、とか。なろう小説は転生・転移チートハーレム俺ＴＨＵＥＥＥＥＥばっかりでオリジナリティがない、とか。そういうレスを見かけるけど、流行の最さい先せん端たんのジャンル、最新のトレンドを取り入れている作品、そういうものを否定し始めたら、自分は時代に取り残されているんだ、って、批判するんじゃなくて、逆に自省した方がいいだろうし」

「でも事実、異世界転生・転移作品だけで九九％はランキング埋うまっているよ？　他ほかのジャンルが入り込む余地が少ないニャン」

「意図的ではない、結果的にそうなってしまった、ってだけだけど、小説家になろうというサイトで、異世界転生ばっかり！　って騒さわぐのは、ラーメン屋に入って、ここのメニューはラーメンばっかり！　って騒ぐのと同じだろ」

「すげーココロ先輩らしいニャン」

　と、こんなオタクトークを繰くり広げて、俺と月島は会計を済ませて、ゲーマーズを後にした。

「ところでココロ先輩？」

「どうした？」

「今日の晩ばん御ご飯はんってどうする予定だったニャン？」

「家で食べようと思ったけど……一緒に外食するか？」

「ニャフン！」

　口を[image: ω]にして、慎つつましやかな胸を張る月島。

　なら、母さんにＬＩＮＥで『今日は友達と駅前で晩御飯を食べてきます』って連れん絡らくを入れた方がいいか？

　──、──、送信！

　あっ、すぐに既き読どくマークが付いて『ＯＫ！』というスタンプが送られてきたぞ。

「それで、月島は晩御飯、なにが食べたい？」

「ラーメン！」

　数分後──、

　俺と月島は『E BeanS』の一階にあるラーメン屋さん、おっぺしゃんを訪おとずれていた。

　立ち食いカウンターと普通のカウンターがあるので、普通の方に座る俺たち二人。

　注文したのは俺も月島も『おっぺしゃんらーめん』だけど、俺が麵めんふつう脂あぶらどんぴしゃなのに対し、月島は麵バリ脂ギトギトだった。こいつ、本当に女の子かよ。

　ちなみにアニメイトは七階で、ゲーマーズとらしんばんは八階な。

「ところでおっぺしゃんのラーメンって、たまにスープがマー油そのものって言われるぐらい脂っこくて、今目の前にあるラーメンも表面が漆しつ黒こくの脂で覆おおわれているんだけど……月島って女の子なのにこれ食って大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だよ！　文化祭前にゆきむー先せん輩ぱいと一緒にマックに行ったことあったよね？」

「作戦会議の時だな」

「その時に薄うす々うす勘かん付づいたと思うけど、ツッキーはファーストフードとかカップラーメンとか、あとはコンビニのポテチとか大好きなんだニャン。だからむしろ、こういう味のこってりしているラーメン屋さんは、ツッキー的には、ちょー好感度高いよ？」

「将来、月島と付きあうことになる男子は、デートの時、一々オシャレなお店を探さなくていいという意味では楽だろうな」

「それと、ツッキーは男の人でも残してしまうおっぺしゃんスープを、全部飲み干すぐらいにはおっぺしゃんを愛しているニャン」

「お前……将来、早死にするぞ……」

　なお、月島天架の仙台駅周辺ラーメンランキングの一位はここ、二位は六ろく朗ろう、三位は天下一品で、どのお店も一ヶ月に一回は必ず足を運んでいるらしい。

「そうだココロ先輩！　チャーシューちょうだい！　ツッキーの味玉と交こう換かんで」

「普通、男子がチャーシューをもらって、女子が味玉なんじゃないか？　別にいいけど」

「じゃあ、はい！　あ～ん」

　えっ、マジで!?　月島が味玉を箸はしで摘つまんで、俺にあ～んしてきたんだけど!?
















「ちょっ、ここでそれは恥ずかしいんだが……っ」

「むっ、ココロ先輩、早くしないと落ちちゃうニャン！」

「あ～っ、もう……」

　やってしまった。百合姫にあ～んしてもらったことはあるけど、まさか月島と間接キスをしてしまうなんて。百合姫はあれでも年上だからいいけど、中学一年生の月島を相手に間接キスは……背徳感がやばい。

「次はチャーシューだね」

「──、ほい」

「あっ！　あ～んをせずに、直接ツッキーのラーメンに放ったニャン！　ココロ先輩、姑こ息そくだニャン！」

　そしてさらに数分後。

　俺は月島よりも食べるスピードが速いし、しかも月島の方はスープまで飲み干すモンだから、俺より食べる and 飲む量が多いので、俺が先にごちそうさまをして、彼女が完食するのを隣の席で待つことにした。

「ねぇ、ココロ先輩」

「ん？　どうした？」

「ココロ先輩に、文化祭が終わったあとから、ずっと言いたかったことがあるニャン」

　珍めずらしいな、月島が落ち着いた声こわ音ねで話すなんて。

　シリアスというほど重苦しくないし、真ま面じ目めな話というほど息苦しくもないけど、月島にしてはテンションが穏おだやかだなぁ。

「言いたかったこと、って？」

「あのね……言いづらいんだけど……」

「あ、ああ」




「──、やっぱり、ココロ先輩はヒメ先輩と付きあうべきだニャン」




　は？　えっ？　いやいや、言っている内容は月島から俺への助言で、従うかどうかは別としても参考にするとはいえ……こいつは本当に、月島天架なのか？

　ダメだ、思っていることがそのまま口から出そうだ。

「……め、珍しいことを言うんだな。その……月島の性格だったら、『誰だれか一人を選べないならツッキーを選ぶニャン！　そうしたらいつでも処女をあげるよ？』とか、『いっそのことハーレムを狙ねらうニャン！』とか、そんなことを、言いそう……なのに……」

「ニャハ、やっぱり？」

「ゴホン。少なくとも、文化祭までの月島は、自分が関かかわっている恋れん愛あいごとに、自分以外の女の子を薦すすめるような女の子じゃなかっただろ？」

　なんとか咳せき払ばらいで調子が整えられたな。危なかったというか、本当に驚おどろいた。

　でも──、

　俺も、百合姫も、空野も、文化祭を経へて変わってきている。

　だとしたら月島がなにかしらの心変わりを見せることも、不思議じゃないのか？

「いろいろ突つき詰つめて訊ききたいこともあるけど、第一に、なにゆえ百合姫なんだ。月島自身でもなく、空野でもなく」

　ラーメンをすすりながら月島は考えている……のか？

　よくわからないけど、間が空いたからラーメンを食べ進める月島。

　そういえばネコって、スープは無理だけど、麵は小刻みにすると食べられるらしいな。

「む～ん……理由はいろいろあるけど、文化祭以降、ツッキーがヒメ先輩に敗北感を覚えたのが、一番の理由だニャン」

「敗北感って……別になにかで戦っていたわけじゃないだろ、文化祭で」

「そうだね。でも、文化祭が終わったあと、監かん視しカメラ越ごしに見た、ヒメ先輩とゆきむー先輩とつぐみん先輩の会話。あの時のヒメ先輩がどうしても忘れられなくて、何度も筋の通った言語化をしようと試みたけど、結局、ああ～、ヒメ先輩には敵かなわないニャン！　としか答えが出せなくて、なんとなく、負けた気持ちになっているニャン」

　空野にも同じことが言えるけど、なにゆえ月島も空野も、百合姫を相手に憧あこがれとか敗北感を抱いだくのだろうか？　百合姫のことを第三者が見たら、絶対に近づきたくない！　と、思う人も数人いるぐらい、あいつは頭お花畑なヤツなのに。

　演技の可能性もあるけど。

「月島、なんだか、キャラが変わっているぞ」

「変わったんじゃないニャン。変えられてしまったんだニャン」

　と、ここで──おっ、月島がラーメンを完食したか。すげぇ、本当にスープまで飲み干しているぞ。成人男性でも大多数は残すと言われているおっぺしゃんの特とく濃のうマー油スープを。

「それじゃあ、今日はここで解散だニャン。ココロ先輩、晩御飯に付きあってくれてありがとうね」

「別にいいよ」

「ではでは！　伝えたかったことも伝えられたし、また明日ニャン！」

「ああ、また明日の放課後に」

　店を出て俺と月島は別々の方向に行くけど……あれ？　月島は伝えたかったことを伝えられたらしいけど、俺は月島に、訊きたかったことを訊けてないじゃん。

　百合姫を俺のカノジョに薦める理由ではなく、月島が俺のことを諦あきらめた理由を。
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　一一月二九日月曜日の放課後。

　珍しいことに、っていうか入部して初めて、雪村先輩が放課後になってもニジケンの部室に顔を出さなかった。

　しかも風邪かぜで休みかな～、って思っていたら、百合姫が「移動教室の時に廊ろう下かですれ違ちがったよ？」って証言してくるし、本当にどうしたんだろう？

「じゃあ俺、自じ販はん機きにジュースを買いに行くついでに、雪村先輩のことを探してくるよ」

「なら、ヒメはイチゴオレを所しよ望もうするね♪」「ツッキーはドデカミン！」

「お前ら……俺をパシリのように……」

「あたしはいらないから。水すい筒とう持ってきているし」

　そうそう、空野はギャルっぽい外見の割には、買い食いならぬ買い飲みをあまりせず、自宅から水筒を持ってくる派らしい。中身はほぼ毎日麦茶らしいから、なんとなく庶しよ民みん的だ。

　さて、部室を出て部室棟とうから北校舎に移動しつつ考えるけど……割と真しん剣けんに雪村先輩はどこにいるのだろうか？

　そうだなぁ……。雪村先輩なら、部室に来ないとしても、その旨むねを連絡してくるだろうし、それもないってことは具合が悪いのか？　って、ことは保健室？

　もしかしたら授業をサボって寝ねているって可能性もあるけど、その場合もやっぱり保健室だろうな。

　保健室は自販機のすぐ近くだし、寄ってみるか。

「失礼します」

「はいはい、どうしましたか？」

「俺が怪け我がしたってわけじゃないんですけど、銀ぎん髪ぱつの女の子がきていませんか？」

「ああ、ベッドで寝ていますよ」

「あ～、仕切りのカーテンの中に入っても……」

「いいですよ？　知りあいなんですよね」

「ありがとうございます」

　融ゆう通ずうが利きく保健室の先生でよかった。

　さて、なるべく音を立てないようにベッドとベッドの間を仕切っているカーテンを引いて、その向こうに行くと……、

「そういえば、雪村先せん輩ぱいの寝顔を見るのは初めてか」

　本当に雪村先輩がいたし。制服姿のまま白い布ふ団とんを口元まで被かぶって寝ている姿は、いつもより子供っぽい。なんか雪村先輩の寝顔って……、そう、あどけないな。

　ところで、俺はどうしたものか。

　立ちっぱなしも疲つかれるし、かといって女の子が寝ているベッドに座るのもアレだし。

　第一に、起こしていいのかすらわからない。

　やむを得ない。放課後まで寝ている雪村先輩がだらしないんだ。優やさしくはするけど、起こしてしまおう。

「雪村先輩、起きてください」

「……んっ、ぅん……、んん……」

　雪村先輩の桜色の艶つややかな花か唇しんが、煽せん情じよう的な声を漏もらす。

　ベッドの中で身を揺ゆらして、布団の中に、さらに潜もぐろうとした。

　どうでもいいけど、女の子を起こす時って、肩かたを揺らすしか方法ないよな？　より身体からだの中心に近いところを揺すったら危ないエリアに触ふれる可能性もあるし、まして顔をペシペシして起こすなんてもっての外ほかだし。

「……ぅん？　……、神園、くん？」

「おはようございます」

　ようやく起きてくれたか。

「今日はどうしたんですか？」

「ふわぁ、んぅ……んん！　申し訳なかったわね。五ご徹てつでギャルゲーしてしまい、授業中に仮か眠みんを取ろうと思ったのだけれど、どうせ仮眠を取るならベッドがある保健室がいいわね、って考えたのよ」

　雪村先輩のあくびと咳払い、なんか可愛かわいいな。

「で、そのまま寝過ごしたんですか？　もう放課後ですよ？　あと……」

「？　なにかしら？」

「枕まくらと口元によだれの跡あとがついていますよ？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ」

　慌あわてて口元を、ポケットから取り出したティッシュで拭ぬぐう雪村先輩。

　嗚呼ああ、夏休みにプールに行った時もそうだったけど、この人は時々、クールなお姉さんキャラの仮面が外れるなぁ。

「もうみんな来ているのかしら？」

「ええ、あとは雪村先輩だけです」

「神園くんは私を探しにきてくれたのよね？」

「ジュースを買うついでにですけど」

「ハァ、一いつ瞬しゆんドキッとした私がバカだったわ」

「雪村先輩が俺なんかにトキメク要素って、今ありました？」

「寝て、起きて、目の前に神園くんの顔があったなら、あなたのことを好いている女の子にとっては効果抜ばつ群ぐんよ」

「別に雪村先輩は百合姫や空野のように俺を好いているわけじゃないでしょうに……」

「さぁ、どうでしょうね？」

　言うと、雪村先輩は再びベッドの中に潜ろうとするけど、待て待て。

「なに改めて寝ようとしているんですか」

「ダメかしら？」

「少なくとも俺はダメとは思いませんが、それなら、俺はもう行きますね？」

「……、んっ」

　部室に戻もどろうとしたら、雪村先輩に制服の裾すそを、ちまっ、って摑つかまれたんだけど……これじゃ部室に帰れないじゃん。どうしたんだ、今日の雪村先輩？　これって俺に甘えているのか？

「神園くんが帰ったら、ここで寝る意味がなくなるじゃない」

「ええ……」

「神園くん、私の眠ねむ気けが覚めるまで、そばにいてくれないかしら？」

「……、一〇分だけですよ？」

「ふふ、ありがと」

　たぶんだけど、この流れならベッドの縁ふちに座っても文句言われないよな？

　よいしょ、っと。

「────」

「ちょっ、雪村先輩……？」

　なにも言わずに不意打ちで、ベッドに腰こしかけた俺の手を握にぎるのは、ドキドキするから控ひかえてほしい。

　雪村先輩の手、ひんやりしていて、やわらかくて、細くて、当たり前だけど、この人は女の子なんだよな。

　ああ、そうか。あれに似ているんだ。

　俺の手を握りながらベッドに寝る雪村先輩は、まるで悪い夢を見るのが怖こわくて、親に手を握ってもらいながら寝る時の幼女のようなんだ。

　いや、失礼かもしれないけど、本当に。




「──、──私も、大たい概がい諦めが悪い女の子なのね……」




　その時、雪村先輩の顔は、横を向いて寝転がっている上に布団も半分以上顔に被せていたので、俺には見ることができなかった。

　それから、雪村先輩は話の流れ的に仮眠を取るはずだったのに、ずっと寝転がりながらも起きていて、ずっと、ずっと、俺の手をギュ、っと握っていた。

「そういえば神園くん、あなた、クリスマスイヴを空野さんと過ごすのよね？」

「気付いていたんですか……」

「花はな咲さきさんや月島さんならともかく、私は雪村雫九よ？」

　その一言で納なつ得とくしてしまった。

「ちなみにいつ頃ごろから？」

「文化祭のあと、みんなで誕生日の話をした時、空野さんだけ、神園くんと誕生日を一いつ緒しよに過ごしたいと言ったのに、みんなの前では具体的な日にちを言わなかったわ。だから、もしかして、って」

「ああ～、なるほど」

　イヴのことをニジケンメンバーに知られたくないから黙だまっていたけど、雪村先輩には隠かくし事をしてもムダらしい。ならもう、いっそのこと、この人に一つ、一番大事な悩なやみ事を相談してしまうのもありか？

「すごい説得力ですけど……ちなみに雪村先輩は、百合姫と空野、どっちと付きあうべきだと思いますか？」

「それは、あなたが自分の意思で決めるべきことよ」

　刹せつ那な、雪村先輩はますます俺の手を強く握っていたけど、この人の手って、本当にか弱い。確かめたことはないけど、ニジケン女子の中で一番華きや奢しやだと思う。

　今の雪村先輩は、まるで、なにかに縋すがるようだ。

「けれども、私が神園くんの立場で男性だったら、間ま違ちがいなく空野さんと付きあうわ」

「理由は？」

「直感ね」

　なんか雪村先輩まで海うな原ばら先生みたいなことを……。

　一いつ拍ぱく置くと、雪村先輩は寂さびしそうな表情かおで続ける。

「……私はよく論理的な人間、厳密に言うなら感情論に走らない人間って他人から見られているかもしれないけど、実のところ、そんなことないわ」

「そうですか？　事実、文化祭ではあんな、なんか頭脳戦みたいなやり方で……」

「あれは方法っていうか手段の話よ」

「と、言いますと？」

「文化祭で、ニジケンを存続させるやり方は結構論理的にしたつもりだったけれど、ニジケンを存続させたいっていう想おもいは、理り屈くつも理由もない、剝むき出しなモノだったわ」

「動機はシンプルに、動機に基もとづく行動は論理的に、ってことですか……」

　もしかして雪村先輩は、感情や直感を、後付けの理屈で補強工事していくような人なのか？　別にいいとも悪いとも思わないけど。ただ、強しいて言うなら、俺はそういう考え方は好きだな。

「ところで」

「はい？」

「神園くんも、もしよかったら私と一緒にベッドに入る？」

「入りませんよ!?」

「そういえば、ここって保健室よね？　意味深だわ」

「だからなんですか!?　エロゲじゃあるまいし！」

「そう、神園くんは体育館の倉庫の方が好みかしら？」

「大声を出すのも疲れるんで普ふ通つうに話しますけど、俺は誰だれもいない更こう衣い室派です」

「あなたまだ高校一年生でしょ？　なんでエロゲにおける、三大学園エロイことするスポットを知っているのかしら？」

「その返しは理り不ふ尽じんです……」

　余談だけど『三大学校エロイ[image: ～][image: ～]』ではなくて『三大学園エロイ[image: ～][image: ～]』なので注意しよう。『学校』じゃないよ？　『学園』だよ？

「久しぶりね。こうやって、神園くんのことをからかうの」

「プールの時みたいに、たまに攻こう守しゆ逆転する時がありますけどね」

「私はどっちでも楽しいわよ？」

　言うと、雪村先輩はクスクスと笑う。

　そして──、




「ねぇ、神園くん──、気付いてほしい、なんて、あなたは気付いてないのよね」




「ぅん？　なんのことですか？　主語がないですよ？」

「なんでもないわ。おやすみなさい」

　五分ぐらい話したから、眠ねむれるとしたら残り五分だけなんだけど、それでもこの人は寝ねてしまうのか。

　──、雪村先せん輩ぱいが意味深なことを言ったけど、彼女が俺のことを好きになるなんてありえない。百合姫は幼おさな馴な染じみだから。月島は初対面の時点で告白してきたから。空野は、よく理由がわからないけど、好き好きオーラを放っているから。だから俺のことが好きだってわかるけど、雪村先輩なら、たぶん、俺よりももっと人として優やさしい人や、温かい人を好きになると思う。

　でもそれだと今度、意味深な発言の意味が、なおさらわからなくなるんだよなぁ。

　さて、スマホで時間を確かく認にん……あっ、ヤバイ！

　月島から『ココロ先輩！　帰ってくるのが遅おそいニャン！』ってＬＩＮＥが入っていた！
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　そしてやってきた一二月。

　文化祭の時までの一八時～一九時といったら、夕日に通学路が染められている時間帯だったが、一二月に突とつ入にゆうした今となっては、完かん璧ぺきに夜と言って問題ない時間帯だ。

　っていうか、そろそろ文化祭を比ひ較かく対象に使うのをやめよう。あれから二ヶ月以上経たっているんだし。

　いや……、それは置いとくとして、俺は今、一緒に下校していた空野と一緒に、国道沿いのマクドナルド仙せん台だい沖おき野の店にやってきていた。

　なぜかというと──、

「空野はどこか、行ってみたいところとかあるか？」

「やっぱり光のページェントは外せないから！」

　ついに俺と空野のクリスマスデートが現実味を帯びてきたなぁ。現実味を帯びてきた、だと、なんか冷たい言い方だから、心の中で実感が湧わいてきた、と言い直すけど。

　要するに、俺と空野は今、クリスマスデートの予定を決めているわけ。

「仙台でクリスマスデートするならそこは絶対に外せないけど、そこはもう、なんか、話しあう前から決まっているようなモンだろ。他ほかには？」

「他には、って訊きかれても……光のページェントを一周するだけで、最低一時間は潰つぶれるけど？」

「し、知らなかった……」

　知らなかったということを曖あい昧まいにするため、ストローでマックシェイクのバニラ味をすする俺。

　空野とは対面式の座席に座っているんだけど、当然だが、真正面に話し相手がいると視線から逃のがれられないな。

「神園はクリスマスデートなのに下調べしなさすぎだから」

「コミケだったら準備に万ばん全ぜんを期して行くんだけどな……。ていうか、空野は下調べしていたのか」

「当たり前じゃん！　クリスマスデート、楽しみなんだから！」

　身を乗り出して、勢いよく俺に言う空野。

　しかし次の瞬しゆん間かんには、自分が俺に向かって相当照れくさいことを言ってしまったことを自覚したのか、頰ほおを紅潮させ、きちんと椅い子すに落ち着いて、俯うつむきながら両手の人差し指をモジモジさせる。って、か、可愛かわいい……。

　だけど、こんなに乙女おとめチックな空野に対して、悩みが一つ。

「んっ？　ど、どうしたん、あたしのこと見つめて？　は、恥はずかしいから……」

「いや、なんでもない」

　ハァ、クリスマスデートが楽しみって……俺とデートすることが楽しみなのか。それともただクリスマスイヴに男子と遊べることが楽しみで、俺じゃなくてもいいのか。不安だ……。

　いつから俺はこんなに女め々めしくなったのだろうか？

　俺はもともと、神経が図太くて、特にニジケンメンバーに対しては大っぴらな性格、悪く言うなら厚こう顔がん無む恥ちで、クズで、ゴミで、おおよそ常識的な感性の持ち主とは言えないような人間だったはず。

　なのに空野のことになると、どうにもこうにも、悩んでしまう。気にし過ぎてしまう。

　これじゃあ、アニメのウジウジ系主人公を笑えない。むしろ、今の俺は普ふ段だんの性格とは逆転して、ウジウジ系主人公そのものだ。

　どこが？　って訊かれたら、好きな女の子のことで、今までできていたことが、できなくなっているところが、って答えるぐらいには。

　嗚呼ああ、くそぉ、今まで俺は空野とどんなふうに接していたんだっけ？

　急にわからなくなってくる。

「そ、それで、さ……」

　ぎこちなくても会話を切り出すしかないか。

「う、うん……なに？」

「待ちあわせは仙台駅にするのか？　それとも長なが町まち駅？」

「あたしは……その……仙台駅がいい」

　ようやく俯いていた空野が顔を上げて、俺のことを赤らんだ頰と、微び熱ねつに浮うかされたような潤うるんだ瞳ひとみで上うわ目め遣づかいしてくる、が、俺にとって空野って、リアルの女の子の代表格みたいな認識なのに、一部のアニメのキャラ並みに萌もえポイントが高い。

「長町駅より、仙台駅の方が都会って感じするでしょ？」

「そりゃそうだろ」

「クリスマスイヴに、男の人と都会の駅のステンドグラスの前で待ちあわせって、高校に入る前からずっと憧あこがれてて……」

「空野……」

　う～ん、その……なんていうか……、さっきの不安と同じように、俺に憧れを叶かなえてほしいのか、それとも憧れが叶うなら相手は誰でもいいのか……。わからない……。

　いや、マジで。

　なんなんだ？　ここにきて俺のキャラ、変わり過ぎだろ。キャラというから二次元チックな印象だが、こういう時は、いつもの俺の思考・言動と比べて変わり過ぎ、とでも言えばいいのか？

「その憧れを、その、か、神園に……叶えて、ほしい……から」

　空野の声は、尻しりすぼみになって、最終的には消え入りそうになってしまう。

「あっ、で、でも！　男の人と都会の駅のステンドグラスの前で待ちあわせが憧れって言ったけど、か、かか、神園のことは好きなんかじゃないから！」

　なにゆえ空野は、たぶん俺に対する好意を誤ご魔ま化かしているだけなんだろうが、必死になって否定するんだよ。たとえ誤魔化しきれてなくても、不安になるじゃん。

　ああ……俺の方も、不安を誤魔化すために空野にイジワルしてみるか。

「……えっ？　空野は、なんていうか……俺のこと、嫌きらいなのか……？　そっか……」

「うえ!?　ち、違ちがうから！　神園のことは好きだから！　あっ、いや、友達！　友達としてだけど！　とにかく、す、すす、好きだから！　嫌いじゃないから！　で、でも！　勘かん違ちがいしないでほしいっていうか、なんていうか……、うぅ～……」

　赤面する空野。

「まぁ、冗じよう談だんだけどな」

「ううう……かみじょの[image: ～][image: ～]、ばかぁ……」

「ゴメンゴメン」

「ダメ、許さないから！　あたし、神園に嫌われたんじゃないかって、一いつ瞬しゆんだけだけど、ホントに切なくて悲しくなったんだからね？」

「じゃあどうしたら許してくれるんだ？」

「ん～、クリスマスデートで、あたしを楽しませてくれたら許してあげる」

　空野は、にっ、とはにかんだ。

　ふぅ。

　空野の笑えみを見て思ったけど、やっぱり俺、空野のことが好きなんだな。

　だけど──、

　──「あはっ、心路くん♪」──

　あれ？　なにゆえ、今、百合姫の顔が脳のう裏りをよぎったんだ……？

　今まで、こんなことなかったのに。

「ぅん？　神園、どうかしたん？」

「えっ？　いや、なんでもないぞ？」

　まさか空野のことを好きって再確認した瞬間に、百合姫の声と顔がリフレインしたなんて、言えるわけがない。

「ねぇ、神園って変わったよね」

「どうした、急に話題の繫つながりがなさそうなことを言って？」

「なんか、神園を見てたらそう思っちゃって」

「ちなみに俺のどこが変わったんだ？」

「うえ!?　そういうこと訊いてくるん!?」

「話の流れ的に普ふ通つう訊くだろ……」

「よ、よくわからないから！　でも、上手うまく説明できないけどなんとなく変わったの！」

「変わったことはわかるけど、どこが変わったのかわからない……っていうか言葉にして説明できないって、本当に空野はポンコツだなぁ」

「むっ、神園があたしのポンコツぶりを眺ながめて和なごんでいる気がする」

「気のせいだぞ？」

「神に誓ちかって？」

「お前……小学生みたいなことを言うんだな……」

「うっ、確かに……」

「まぁ、本当は空野のポンコツぶりを見て和んでいたから、どっちにしたって神様に誓えないんだけどな」

「うぅ～、神園のばか。あたしをからかって、そんなに楽しいん？」

　嗚呼、空野が拗すねてしまった。いじけてファンタを飲む空野。

　でも実際楽しいんだからしょうがない。好きな女の子にイタズラする男子小学生みたいな気分になれるし。

　けれど収しゆう穫かくもあった。

　空野が、俺のことを変わった、って言ったけど、そうか。考えてみればなんてことはない。

　ここ最近、百合姫は変わった。俺はそう思っている。

　以前にも心の声で言ったけど、落ち着いてきたというか、大人しくなったというか。

　ここ最近、月島は変わった。俺はそう感じている。

　前までの月島は、自分が混じっている恋れん愛あい多角関係で、百合姫を薦すすめるはずがなかった。

　ここ最近、雪村先せん輩ぱいは変わった。俺はそう考えている。

　保健室での俺とのやり取りなんかが顕けん著ちよだろう。

　だから自覚はないけど、みんなから見た俺、神園心路も、変わりつつある可能性を否定できない。──むしろ俺は自分が変わったなんて、少ししか思わないが。

　でも、俺が変わったにしろ、変わっていないにしろ、なにが一番の問題かっていったら、空野とのクリスマスデートが目前に控ひかえているのに、百合姫が脳裏に浮かぶのが問題だ。

「百合姫ってさぁ、空野から見て、優やさしい女の子だと思うか？」

　以前、俺は百合姫を優しい女の子と評して、そしてそれに現実の女の子としての魅み力りよくを見み出いだしたけど……あれだ。他の人の意見も聞いてみよう。

「優しい、っていうか、少なくともあたしは、人のことを思い遣やれる心を持っていると思うけど？」

「そうか？　俺と同じぐらい、普ふ通つうの人からしたら近づいたらいけないオーラが出ていると思うんだけど……」

「ぅ～ん、あっ、そうだ」

「どうした？」

「花咲さんって、昔のマンガにありがちな不良に似ているんだ！」

「どこが!?　意味わかんねぇ！」

「花咲さんも昔のマンガの不良も、言動からは関かかわったらヤバそうオーラが出ているけど、ほら、昔のマンガの不良って、雨の中、捨てられた子犬に傘かさを差してあげるでしょ？」

「古いテンプレを持ち出すんだな」

「それと一いつ緒しよで、みんなから見える部分はアレだけど、中身はいいヤツ、みたいな？」

「ああ～、なるほど」

　──、各おの々おの、言葉にしてみると違う単語が出てくるだけで、百合姫の本質に対して考えていること、感じていることそのものは、似たり寄ったりらしい。

　おかげで理解できた。

　でも、だからこそ状じよう況きようが悪化した、気がする。

　俺はあの瞬間から、百合姫の『優しい女の子』という属性に、現実の女の子としての魅力を感じ始めた。自分の隠かくれている属性に百合姫が気付く日は、そう遠くないかもしれないし、ひょっとしたら、すでに自覚している可能性もある。

　加えて、百合姫は俺に対して大人びた対応をすることも増えてきている。一一月八日に一緒に下校した時のやり取りなんて、その代表例だ。

　つまるところ──恋愛感情かどうかは置いといて、人間として付きあいやすくなった。

　そりゃそうだ。上から目線で申し訳ないけど、今までの百合姫と、優しくてなにごとにも落ち着いた対応をしてくれる女の子。ある意味で別人のような百合姫の以前と今を比べたら、今の方が親しみやすい。

　回りくどい言い回しをやめるなら、気安く付きあえるようになったことで、俺が百合姫と恋こい人びと同士になる未来──そういうことを想像しやすくなったんだ。

　実際にカレシカノジョの関係になるかどうかは別問題だけど──、

　少なくとも──、

　──俺にとって今の百合姫は、以前の百合姫と同じように扱あつかえる女の子ではなかった。








三章　ずっと空そら野ののターン！









　マクドナルドでの話しあいで、空野が仙せん台だい駅を待ちあわせ場所として指定したので、ついにやってきた一二月二四日、クリスマスイヴにして空野の誕生日、俺は仙台駅の構内を歩いていた。

　さすがに一五分前に待ちあわせの場所にいれば、女の子、つまり空野より遅おそくきてしまうという事態は避さけられるはずだ。

　う～ん……男子が女子よりも遅くやってきた～、って、俺は別にどっちでもいいけど、女子からは反感を食らうからな。俺が男子として早くくるというよりは、反感を食らうのが面めん倒どうだから早くくるって感じだけど……まぁ、結果は同じか。

　どっちにしても空野より早く──、

　──あれ？

「……あそこにいるの空野じゃない？」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんしてもまだ一五分前なのに、空野の方が早くきているだと!?

　あっ、腕時計を確認して顔を上げたら、空野も俺に気付いたぞ。

「あっ、か、神かみ園ぞの……」

　空野はちょっぴり背せ伸のびして周囲を見回し、俺を発見すると嬉うれしそうに笑みを浮うかべる。そして胸とウエストの中間ぐらいで手を小さく振ふって、小走りで駆かけ寄ってきた。

「ゴメン、お待たせ」

「う、ううん、時間までまだ余よ裕ゆうあるし、あたしが早くきすぎただけだから」

　ど、どうしたんだ、今日の空野は？　すごく気合いを入れてオシャレしてきている。

　ネイビー色のカーディガンの下に、襟えり付きの白いブラウス。さらにその上からモンブランカラーのトレンチコートを羽織っている。下はワインレッドのスカートを穿はいていて、そこからは黒のストッキングに包まれている健康的な脚あしが伸のびていた。

　そして一番驚おどろいたのは、いつもサイドテールになっている髪かみを下ろしている、ということ。

　可愛かわいい。

　今からこの女の子とクリスマスデートするって思うと、世界中の男子に自じ慢まんしたいぐらい可愛い。

「野や暮ぼなこと言っちゃうけど、ずいぶん早くきてたんだな。まだ一五分前だぞ？　何分前からいたんだ？」

「……三〇分前」

「ギャルゲーなら愛が重い女の子が、一時間前とか二時間前に待っているってネタがあるけど、三〇分前って、リアルな数字だなぁ」

「だって……」

「だって？」

「クリスマスデート、ずっと、楽しみ、だったから……」

　まただ。空野は、デートの相手が俺であることを楽しみに思ってくれたのか。それとも誰だれでもいいけど、とにかくクリスマスイヴにデートできることを楽しみに思ってくれたのか。それを、どうしても知りたい。じゃないと不安だ！

　いや、本当はもうわかっているけどね？　空野のようないい女の子が、誰でもいいからとりあえずクリスマスイヴに予定を入れたい、なんて、思うはずがない。思いたくない。

　だから本当は、ただ単に俺が、空野に「神園とのデート、楽しみにしてたから♪」って言葉にしてほしいだけなんだろうなぁ。

　でも空野が、まぁ、ポンコツで気付いてないから、そう言ってくれないだけなんだろうけど……それでも不安なモノは不安じゃん。

「──、空野」

「ぅん？」

「あの……、なんていうか……、こんなこと言うの初めてだから、よくなに言っていいかわからないんだけど……」

「どうしたん？」

「っ、今日の空野は、その……すごく、可愛いと思う」

「[image: ～][image: ～]っ、あ、ありがと。すごく嬉しい」

　雪のように色白の頰ほおを、ほんのり乙女おとめ色に染める空野。少しだけ俯うつむいているけど、たぶんこれは、照れくさくて恥はずかしいだけ。

　でも今日の空野は、照れくさくて恥ずかしがっていても、なんとなく素す直なおな気がする。

「あと、今日は髪を下ろしているんだな」

「変、じゃ、ないよね？」

「あっ、そ、そういう意味で言ったんじゃなくて、珍めずらしかったから、つい」

「……あっ、あのね？」

「なに？」

「きょ、今日は、か、神園に少しでも可愛いと思ってほしくて、あと、喜んでほしくて、その……今のあたしって、神園がデートしたいと思える女の子に、なれてるん？」

　うっ、そんなことを空野に言われたら、顔が熱くなるのを我が慢まんできない。鏡がなくても赤面しているのが自覚できるレベルだ。

　これ、なんて答えればいいんだ？　ありのままを伝えればいいんだよな？

「空野、俺の方こそ、空野とデートするのに相応ふさわしい男子に思えるか？」

「当たり前じゃん。あたしからデートに誘さそったんだから」

　すると、空野は慣れていない感じではにかんだ。たぶん、こそばゆいんだと思う。

「なら、改めて言うけど」

「うん」

「空野の髪、全然変じゃないぞ？　すごく似合っている」

「──うん、ありがと。それと……」

「それと？」

「あたしの方もきちんと言わないとね。今日の神園、すごくカッコいいと思う」

「そっ、そうか」

「うん、カッコいいから」

　ダメだ、心臓がバクバクうるさい。ドキドキが収まらない。好きな人にこんなこと言われるの、初めての経験だ。

　でも、その時ふいに──、

　──「心しん路じくん、大好き♪」──

　ああ、また百合ゆり姫ひめの顔と声が、自分の中でリフレインした。

「あのさ、神園」

「？　どうした？」

　おっと、意識を思考の海から引き上げよう。

「あ、あはは、なんかこうしてイヴにデートって、ホントにあたしたち、付きあっているみたいだね」

「当事者間ではともかく、周りの歩行者が見たら、そう思われても不思議じゃないだろ」

「うえ!?　場を和なごませるために言ったのに、ホントに!?」

「だから空野はポンコツって思われるんだよ、主に俺に」

「それって神園しかポンコツって思ってないってことじゃん！」

　俺が空野にイジワルして、空野が自じ爆ばくするか、ほんの少し拗すねてしまう、この光景。

「なんかやっといつも通りのやり取りになったな」

「あたしが神園にからかわれて普ふ段だんのやり取りを思い出すとか……納なつ得とくできないから」

「あっ、でも」

「なんなん？」

「別に俺は空野と恋人同士に間ま違ちがわれても、イヤじゃないぞ？」

「あっ、またそうやってあたしをからかおうと！」

　なにゆえこいつは俺がからかおうとする時には真に受けるのに、俺が少し素直になろうとする場合に限って俺のことを訝いぶかしむのだろうか？　オオカミ少年になった気分だ。

　だとしても「恋人同士に間違われても、イヤじゃない」って言われて「からかおうとしているんだ！」って解かい釈しやくするのは、ポンコツとしか言いようがないけど。

「それじゃあ、空野、そろそろ行こうか」

「ふん、神園のばか。楽しませてくれないと許さないんだからっ」




　　　　◇　◆　◇　◆




　仙台の冬の名物、光のページェント。

　定じよう禅ぜん寺じ通り──、国道ではないものの、仙台市民にとっては国道以上に名前の知られた大通りは並木道になっていて、中央分ぶん離り帯たいが遊歩道になっている。そこで一五〇本を超こえるケヤキの木の枝に、六〇万球のＬＥＤライトを飾かざって、時間になると一いつ斉せいにライトアップするイベントこそが、光のページェント。

　そこは仙台市民の常識で考えて非常に混雑しているはずだ──が、俺たちはまだそこに着いていなかった。

　別になにかしらの問題があったわけではなく、普ふ通つうに歩いているが、まだ距きよ離りがあるだけだけど。

「なんか人多いね」

「クリスマスイヴだし、それに重ねて、金曜日の夜だからな」

　空野の言うとおり信号待ちしている間に周囲を見回すけど、いやぁ、確かにいつもより人が多い。

　ざわざわとした市街地のど真ん中特有の人ひと混ごみ。道行く人々の雑ざつ踏とうは、まさに都会がクリスマスイヴで賑にぎわっている感じを象しよう徴ちようしているようだ。目に映る範はん囲いには帰宅途と中ちゆうのサラリーマンもそれなりにいるけど、やはりカップルや子連れの夫ふう婦ふなんかも普段と比べて目立っている。目の前の車道では車がひっきりなしに走っていて、光のページェントは渋じゆう滞たいを覚かく悟ごすれば車でも楽しめるから、定禅寺通りの影えい響きようが、少し離はなれているここの車道にも色いろ濃こく出ていた。

　見上げれば深々とした冬の都会の夜が広がっている。雪は降っていないけど、上を向いたまま息を吐はくと、それは白くなって雪の代わりに霧む散さんする。

　寒いし、北風はいつもより強いし、耳たぶや指先が冷たいのを通り越こして痛いけど──ああ、これが、これこそが、神園心路と空野継つぐ未みが初めて一いつ緒しよに過ごすクリスマスイヴの象徴なのかもな。

「空野、信号、青になったぞ」

「う、うん」

　にしても、この大群衆……、空野とはぐれそうになってしまうじゃん。

　青信号の横断歩道を一つ渡わたるにしても、疲つかれはしないものの、ほんの少し息苦しさを覚えてしまうぞ。

　で、俺と空野が青信号を渡りきって、再び定禅寺通りを目指して歩こうとした、その時だった。

「空野？」

　不意打ちだろ。俺のコートの裾すそを、ちまっ、と摘つまむなんて。

　こんな人混み、コミケに比べたらなんてこともない。

　けどこれはデートなんだ。俺も空野も、はぐれることを前提にして、一緒に楽しめなくなるなんて、まっぴらゴメンだ。

「いや、その……今日って駅前から定禅寺通りまで混みあっているから。はぐれたら、イヤだから……」

　空野の指、震ふるえている。

　寒いっていうのもあるけど、緊きん張ちようもあるんだろうな。俺に受け入れてもらえないかもしれない、とか。受け入れてもらえてもはぐれてしまうかもしれない、とか。

　俺はたいがいダメ男だけど、いくらなんでも、女の子だけにここまで勇気を出させるわけにはいかない。

「その……それだけか？」

「ぅん？」

「空野の手が震えているのは、寒さのせいってことにしないか？」

「ぅん……手、寒い、かな？」

「偶ぐう然ぜんかもしれないけど、俺も手が冷たいんだ。──ん」

「──んっ」

　よかった。俺が空野に手を差し出したら、空野の方もそれに応こたえてくれて。

　俺が差し出した手を握にぎってくれて。

　指先までかじかんで冷たかったのに、空野と指を絡からませて手を繫つないだら、つまり、恋こい人びと繫ぎをしたら、とっても穏おだやかな空野の体温を感じて、血の巡めぐりがよくなった気がする。

「まぁ、こうすればあったかいよな？」

「むしろ神園の手、熱いから」

「空野の手だって熱くなってるだろ……」

「うるさい、神園のばか」

　はは……、もう今日はなにもかも特別だな。空野にバカって言われても、いつもならからかいがいがあるとか、楽しいとか、そんなことを思うのに、今この瞬しゆん間かんは、空野の強がりを聞いて、ああ、俺はやっぱり空野のことが好きなんだなぁ、ってしか思えない。

「ほう？　俺のことをバカにするのか？」

「むっ、だったらなんなん？」

「手ぇ離すか？」

「イジワル……。もっと強く握ってよ」

　空野は素す直なおになれないネコのようだが、素直になれないネコなりに、精せい一いつ杯ぱい、甘えた感じでおねだりしているらしい。

「──はい」

「……ん」

　俺がより強く握ると、空野もそれに応えるように、よりぎゅっと、ねだるように握り返してきた。もう俺の中で、空野はツンデレキャラのランキング上位に入る勢いだな。

「寒いんだから手て袋ぶくろぐらい持ってこいよ」

「むっ、なら神園は手袋持ってきたん？」

「持ってきてないけど」

　だってこういうことを期待したからな。でも、それは多分空野も同じだろう。

「……神園のツンデレ」

「俺が？　空野じゃなくて？」

「手ぇ離すか、って訊きいてきたけど、本当は神園だって、あたしと手、離したくないんでしょ？」

「強気だな」

「なら否定するん？」

「……しないけど」

「ほら、やっぱりっ」

　言うと、空野は心の底から楽しそうに、にっ、と笑ったけど、いつも俺にイジワルなことを言われているから、反はん撃げきできて嬉うれしいのか？

　ああ、くそ、もう抑おさえきれない。

「空野、俺、少しだけ素直になるんだけど……」

「か、神園があたしに対して素直になる!?」

　どんだけ驚おどろいているんだよ。

「もっと近くに寄ってほしい。もっと近くで、俺の隣となりを歩いてほしい」

「うえ!?」

「肩かたと肩が常にくっ付いているんじゃないかってぐらい、近づいてほしい」

「……う、うん……」

　お互たがいに顔が真っ赤すぎるだろ！　空野の顔は普通に視界に入るし、俺自身の顔も歩道に面する建物のショーウィンドウに映っているし！

　そして俺が赤面に気を取られている間に、空野の方は俺の肩に寄り添そってきているし！

「神園、あ、あたしも、少しぐらい素直になってあげても、いい、から……」

「今度は空野の番か」

「その……あたし……か、かか、神園と、腕うで、組みたい……」

　ヤバイ、空野が可愛かわいすぎて直視できない。可愛すぎて直視できない、って、本当にこんなことがあるのか。

「──神園、ダメなん？」

「っ、さ、寒いから特別だぞ？」

「あっ、そうやってまたツンデレる！　さっき素直になるとか言ったくせに」

　ツンデレる、なんて動詞初めて聞いた。

　と、その数秒後。

　ウソでもなんでもなく、空野は俺の腕に抱だきついてきた。

　空野の胸が、俺の腕にふにふに、って当たってくる。思い返すと、俺、今日初めて空野の胸を、好きな人の胸を触さわったのか。手ではなく腕でだけど。

　身体からだの芯しんが熱い。まるで燃えているようだ。

　空野の胸は、ふわふわでやわらかくて、巨きよ乳にゆうというほどではないけど大きくて、当然だけど空野継未という女の子の体温が巡っていて──。そしてその数百倍、好きな女の子の胸が自分の腕に当たっているという事実にドキドキして──。さらにその数千倍、空野がこのことに気付いてないわけがないから、本人も胸が当たっているのを、神園ならいい、と許してくれている事実が、もう、心臓がバクバクうるさくて──。

　とにかく、口元が緩ゆるむのを隠かくせない。

「空野、歩きづらくないか？」

「すっごく歩きづらい」

「えぇ……」

「でも、ずっとこのままだったら、デート、長引きそうだね」

「だったらずっとこのままでいてくれ」

　そうすれば、空野と別れてしまう時間が先延ばしに──。

「なんであたしが神園の言うことを聞くん？」

「自分から抱きついてきたクセに」

「あたしは神園のために抱きついたんじゃなくて、あたしがあたしの意思で、神園と触ふれあっていたいから抱きついただけだから」

　ッ、顔がかぁ～、って熱くなっていく。

「女の子にこんな恥はずかしいこと言わせないでよ、バカじょの」




　　　　◇　◆　◇　◆




「わぁ、すごい……」

　感かん嘆たんの声を漏もらす空野。

　さぁ、ついにやってきました定禅寺通り！

　年に一度のクリスマスイヴを楽しむべく、カップルや家族連れや、男女が入り混じった高校生、あるいは大学生グループで賑わうケヤキ並木。

　そこでは夜なのに昼間と同じぐらい、しかし昼間とは明らかに別な光が瞬またたいていた。

　宇宙の星々をここ一ヶ所に集めたんじゃ、って錯さつ覚かくするぐらい幻げん想そう的な光のトンネルを、俺と空野は仲良く腕を組んだまま進む。

　近きん隣りんのビルと同じぐらい高いケヤキ約一五〇本の枝に、六〇万球のＬＥＤライトを飾かざって、まさにここは夢のような空間だった。

　宝石のような光球が輝かがやき連なる下から見上げた夜景は、きっと空野でなくても、誰だれでも見ただけで感動の声を漏らすだろう。

「空野は光のページェント、初めてなのか？」

「う～ん、初めてじゃないけど、幼よう稚ち園えん児じの頃ころに見にきただけだから、覚えていないんだよね。だから、実質神園とのこれが初めてだから」

「なら、記念に残るようなデートにしないとな」

「大だい丈じよう夫ぶだから。神園との初デート、絶対に忘れるわけがないから」

　そう言われると、恥ずかしさよりも責任の重大さを感じてしまう。

「あっ、神園、屋台あるよ」

「なにか食べたいのあるか？」

「食べ物じゃないけど、寒いからココア飲みたいね」

「じゃあ行くか」

　で、宣言通りにメインストリートから少し離はなれて、俺と空野は屋台の方へ。

　屋台はたこ焼きに焼き鳥に、クレープやチョコバナナ、そして空野が買いたかった飲み物類も豊富に売っていたが……俺はなにも買わなくていいか。

「すみません、ココアをください」

「はい、二〇〇円ね」

　空野がキョトンとした表情かおで俺のことを見てくるんだが、どうしたのだろう？

「神園もココア飲むん？」

「違ちがうぞ、空野が飲むんだろ？」

「うえ!?　奢おごり!?」

「ほら、買う物を買えたら退散するぞ。具体的にはベンチまで」

　まぁ、多少混んでいたものの、少し探せば空いているベンチを見つけられたので、一安心。早々に空いているベンチを見つけられなかったら、ココアが冷めるからな。

　ちなみにココアは缶かんでもペットボトルでもなく、スタバみたいな容器に入っているぞ。

　さて、よいっしょ、っと。

「はい、神園、二〇〇円」

　空野がＴＨＥ・レディースといったバッグから財さい布ふを取り出して、一〇〇円玉を二枚、俺に差し出してくるが……いやいや。

「二〇〇円ぐらいで女の子に奢った気になるな、ってことは理解できるけど、別にいらないぞ」

「むっ、違うから！」

「えっ、違うの？」

「男の子が全すべてのお金を払はらうデートと、男の子も女の子も、二人で半分ずつお金を出すデート。後者の方がたくさん二人でデートを楽しめるでしょ？」

「珍めずらしく空野に論破された……」

「えぇ……なら、はい、一〇〇円玉」

「二〇〇円の物を割わり勘かんするって……みみっちい男子って思われそう……」

「あたしはそんなこと思わないから」

　言うと、空野はココアを飲み始める、が──、

「はい、神園」

「俺も飲んでいいのか？」

「結局は割り勘したからね。それに──」

「それに？」

「二人で一いつ緒しよのホットココアを飲むのって、なんかいいじゃん」

　にっ、とはにかむ空野。なにこの子、すごく優やさしい。マジで性格がいい。

　なら俺もお言葉に甘えて、少しだけ飲ませてもらうか。

「美味おいしいよね」

「そ、そうだな」

　ゴメン、空野と間接キスってことを意識したら、味なんてなにも感じなかった。

「はい、俺はもう充じゆう分ぶん飲んだから、返す」

「ん」

　そして空野が飲み終えると、再び移動開始。

「ところで空野、向こうで写真が撮とれるそうだけど、行ってみないか？」

「向こう？」

「勾こう当とう台だい公園」

　光のページェントというと、ケヤキの枝にライトを飾ってライトアップ、というイメージが強いけど、定禅寺通りに面している勾当台公園では、ケヤキではなく、ハートや天使やサンタやクリスマスケーキを象かたどった物にライトを飾ってライトアップ、ということもしている。他ほかには写真撮さつ影えい専用のイルミネーションや、先ほどとは別の屋台、子供用のミニアトラクションなんかもあるし。

「なら行こうか。あたしも神園と写真撮りたいから♪」

　と、いうわけで、勾当台公園へＧＯ！

　…………。

　……、…………。

「ねぇ、神園、ここに並んでいるのって、あたしたち以外みんなカップルなん？」

「可能性は非常に高いな」

　今、俺たちは高台から写真を撮るために並んでいるが……結構並ぶモンなんだな。写真を撮るだけなのに、もう一〇分も待っているし。クリスマスイヴだから、今日が一番混んでいるんだろうが。

　ちなみに、またまた空野は俺の腕に抱きついている。慣れたのか？

「次の方、どうぞ～」

　係員のお兄さんの目が死んでいる。今日ここで撮影係をしているということは、このお兄さん、クリスマスイヴを一緒に過ごしてくれる相手がいないってことだろうし、それなのにカップルのツーショット撮影を任されるとか……可哀かわい想そうすぎるだろ。

「神園、あたしたちの番だから」

「おっ、そうだな」

　高台の一番中央、一番見晴らしがよくて、背景にはイルミネーションがほとんど入るポイントに、俺と空野は移動する。

　そして──、

「俺のスマホで撮ってください」「あたしのスマホで撮ってください」

　なにゆえこのタイミングで声が被かぶるんだよ。空野とのツーショットがほしいのは俺なのに。たぶん空野の方も同じことを考えているんだろうが。

「ケンカしないように、どっちのスマホでも撮りますよ？」

「「す、すみません……」」

　さて、とりあえずスマホを渡わたして空野と並ぶか。

「あっ、もうちょっと寄ってください。画面には映るんですけど、イルミネーションが隠れてしまいますので」

　ふいに俺は空野のことを見やるが、おっ、と、空野も俺の方を見てきて、目があってしまった。これは、俺も空野も、同じことを考えているってことで、いいんだよな？

「はい」「んっ」

　手ではなく、腕うでを空野の方にやる俺。その俺の腕に自分の腕を絡からませてくる空野。

　空野が微笑ほほえんだから俺も笑顔で返したけど、本当に俺たち、恋こい人びと同士みたいだな。

　──「心路くん、おいでおいで？」──

　っぅ、まただ。また百合姫のことをリフレインしてしまう。まるで前世の記き憶おくを思い出すラノベの主人公みたいだな。具体的に言うと『ワルブレ』の感覚に近い。いや、百合姫は現世で何事もなく生きているけど。

「ほらっ、神園、ピースしないと」

「なにゆえか恥ずかしいな」

「それは神園が写真に慣れていないだけだから」

「ぐぅの音も出ないほどの正論だな」

　数秒後、ようやくポーズが決まったので、俺と空野は係員のお兄さんに写真を撮ってもらうことに。

　俺と空野、二台のスマホで写真を撮ってもらったあとは、ベンチに座ってお互たがいのスマホに保存されている写真を見せあいっこ、っと。ポーズは似たようなモンだけど。

「えへへ、なんか照れくさいね」

　さっきよりリラックスできているのか、俺の前で初めて「えへへ」なんて空野は言うが、なんかすごく新しん鮮せんな感じだ。新しいというか、今まで見つけられなかった空野の一面。それを、たとえ無自覚だとしても、俺に見せてくれてすごくドキドキする。

「ん？　ストップ、空野、スマホの壁かべ紙がみを見せてくれ」

「うえ!?　今？　どうしたん、急に!?」

「なんとなく空野のスマホの壁紙をみたいな～、って思っただけだ」

「普ふ通つうはなんとなくでそんなことを思わないから！」

「隙すきあり！」

　いつものように空野をからかう感じで隙を生み、スマホを奪うばうことに成功！

　無論、パスワードは個人情報だから知らないんだけど、待ち受け画面を見るぐらいなら……。

「空野、これ……っ」

「うぅ、神園に見られた……」

　さっき撮ったばっかりのツーショットを早さつ速そく壁紙に使うとか、気に入り過ぎじゃない？

「ぐぬぬ、なんでわかったん？」

「せめてバレたくなかったんなら、俺が隣となりに座っている状態で壁紙設定するなよ……」

「なら、そういう神園の待ち受けはなんなん？　やっぱり四月の時みたいに、加か藤とう恵めぐみちゃんなん？」

「よく覚えていたな。じゃあ、そろそろ移動を開始する──」

「さすがにそこまで強ごう引いんだと、あたしも誤ご魔ま化かされないから！」

　あっ！　空野にスマホを奪われた！　人のスマホを奪うなんてなんてヤツだ！　俺も空野のスマホを奪ったし、ぶっちゃけ空野になら、ＬＩＮＥもお気に入りしているネットサイトも見られてもいいんだけど。

「っっ、神園も、あたしとのツーショットを壁紙にしてんじゃん」

「……ダメか？」

「……ダメなわけない」

「偶ぐう然ぜんだけど、ほとんどお揃そろいの壁紙になったな」

「うん……」

　頰ほおを赤らめる空野。スマホを返してきたから、俺も空野のスマホを返すとしよう。

　って、なんか無言状態が続いてしまっている……。

　これは俺の方がなにか言った方がいいのか？

「神園、あのね？」

　考えていたら空野に先手を打たれてしまった。

「この壁紙、変えてもいいけど、その時はあたしに一言……」

「大だい丈じよう夫ぶだぞ。そのぐらいで空野のことをメンドくさいとは思わない。むしろ──」

「むしろ？」

「一言で言うなら微笑ましい」

「ふふ、なにそれ」

　微笑むと、空野はより一層、俺に身体からだを寄せてきた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　ついにやってきたプレゼント交こう換かんの時間！

　基本的に光のページェントって、満天の星を見上げるように、ケヤキに飾かざられた光球を下から眺ながめるんだけど、ここは違ちがう。

　俺たちは今、適当なビルのカフェの窓まど際ぎわの席に座っていて、ほぼ正面から光のページェントを楽しんでいる。

　空野に内ない緒しよで予約したかいがあったというものだ。

　そしてディナーとデザートとコーヒーを堪たん能のうした、そのタイミングで──、

「神園、今日はありがとね？」　と、嬉うれしそうな笑顔の空野。

「まだデートは終わってないぞ？」

「そうなんだけど……ほらっ、こんな素す敵てきなカフェの特等席を用意してくれて」

「二ヶ月前から予約していたからな。コミケのホテルを予約する感覚でそんな前から予約したんだけど、非オタはそんな前から予約を入れておかないらしい」

「神園らしいね。でも、神園のそういうオタクならではの感性、結構好きだから」

「よかった」

「なにがなん？」

「いつもの俺らしくないとは思うけど、空野に、喜んでもらえて」

「……うんっ、やっぱり今日、デートできてよかった」

　よしっ、そろそろプレゼントを渡してもいい頃ころ合あいだろうか？

　とてつもなく緊きん張ちようする。こんなにも胸がうずくのは、プレゼントを贈おくる相手が空野だからだろう。ずっと、ずっと、言葉にできなかったけど、今なら言葉にできる。

　神園心路の初恋の女の子は、空野継未なんだ。遅おせぇ、というツッコミはＮＧ。

「今日ってクリスマスイヴだよな？」

「うん、あと、あたしの誕生日」

　プレゼントはすでにバッグから取り出して、自分の膝ひざの上、空野からはテーブルで隠かくれて見えないところに準備してある。

　ていうか、空野、ここで自分の誕生日の情報を出してくるって、やっぱり──、

　空野も雰ふん囲い気きで察している。プレゼントを贈るのは今しかない。

「空野、誕生日おめでとう。それと、一日早いけど、メリークリスマス」

「わぁ、ありがと！　これ、開けてもいいん？」

「開けなくちゃプレゼントを確かく認にんできないだろ？」

「うんっ！」

　包装されたプレゼントを開ける空野。

「わっ、マフラーだ」

「いや、あれだよ、あれ。最初は指輪とかネックレスとか香こう水すいとか、そういう物の方が、女の子は大人のレディっぽさを感じて、好感度高いかなぁ、って思ったんだけど」

「だけど？」

「身体に付ける物は現段階では重そうだから、友達同士で贈りあうなら別の物の方がいいって考えて……」

「考えて？」

「でも俺的には、空野には俺が贈ったプレゼントをなるべく肌はだ身み離はなさず持っていてほしくて、マフラーなら実用性もあるし重さも中和できるじゃないか、って……。あと、名前は伏ふせるけど、とある相談相手にもマフラーをオススメされたし……」

　あああああああ、なんという早口と言い訳のオンパレード。こんな長々と弁明するんじゃなくて、ただ一言、大切に使ってくれ、だけでよかったじゃん。

　やはり俺は恋れん愛あい弱者の中でも、さらに弱者らしい。

「ふふ、神園、あたしそこまで訊きいてないから」

「ぐぅ……」

「言い訳がましいし、それもちょー必死だし、建前がなくちゃプレゼントも渡せないのって思うし、けど──」

　ふいに空野は、そのマフラーを胸の前でぎゅっと、大切そうに、愛いとおしそうに、両りよう腕うでで抱だきしめて──、
















「なんだろ、あたし、きっと今、幸せなんだろうなぁ」

「──あっ」

「あたし、今日神園とデートできて、本当に幸せ」

　マフラーに顔を埋うずめ、事実、本当に幸せそうに微笑む空野に、俺は思わず見み惚とれてしまう。

　ああ──、俺が聞きたかった『楽しい』とは少し違うけど、『幸せ』と言われて、ほしかった言葉は、ほしかった証モノは、ちゃんともらえて──俺の方こそ、すごく幸せだ。

　デート前日まで、そしてデートの最中にも、散々『デートの相手が俺であることを楽しみに思ってくれたのか。それとも誰だれでもいいけど、とにかくクリスマスイヴにデートできることを楽しみに思ってくれたのか。それを、どうしても知りたい』──ってウジウジ悩なやんでいたのがバカみたいだ。いや、バカそのものだ。

「じゃ、今度はあたしが神園に贈る番だね。はい、これ」

　俺は空野からラッピングされたなにかを受け取り、早速開いてみるんだが──、

　んんっ？　えっ？　これって？

「──、俺が贈ったヤツと色違いのマフラー？」

「さっき神園が言っていた『とある相談相手』って、ひーちゃんのことでしょ？」

「なにゆえわかった!?」

「実はひーちゃんが『神園くんにマフラーを贈るように誘ゆう導どうして、継未はこのマフラーをほしがっているって、都合がいい情報を教えておいたから、それの色違いを神園くんに贈ればペアルック成立だよ☆』って」

「陸りく畑はたぁぁ……」

　あいつ……俺からしたらお世辞にも仲がいいとは言えないけど、有能すぎるだろ！

　言わなくてもわかることだけど、好感度と有能の度合いは、必ずしも比例するわけじゃないらしい。

「ねぇ、神園、食べ終わったら、もうこのマフラー着けないん？」

　空野め、俺をハメたのがそんなに楽しいのか、ニヤニヤしやがって。

「俺もそれには賛成だけど、空野って、少し俺と似ている部分があるんだな」

「うえ!?　あたしが？　神園に？」

「気に入った女の子や、空野の場合は男の子を、少しイジワルしてみたい、ってところ」

「え～、違うから。あたしとひーちゃんが、こっそりペアルック作戦を考えたのは、神園が喜ぶかなぁ、って」

　楽しそうに空野は笑うんだけど、そんなに俺と一いつ緒しよにいて楽しそうに笑われると、ペアルック作戦にハマったのも、悪くない気がしてくる。いや、そもそも、悪くない気がするどころじゃなくて、逆にいい。超ちよういい。

「空野」

「ん？　なぁに？」

「光のページェント、綺き麗れいだな」

　先ほどまでは食事を楽しんで、空野と「美味おいしいな」とか「神園のも美味しそう」とか和わ気き藹あい々あいと会話して。その次はプレゼント交換をして。視界には入っていたものの、窓から見える光のページェントについては言げん及きゆうしていなかったし、そろそろ話題をそっちに持っていくか。

「綺麗だけど、神園が言うと、なんか変に聞こえるから」

「なんでやねん……」

　楽しそうにクスクス笑えみを零こぼして、空野は続ける。

「けどね、元も子もないことを言うけど、たぶんあたし、神園と一緒だったらどこに行っても満足していたと思う」

「嬉しいけど、確かに元も子もないな」

「だから、神園と一緒ならどこでも満足できると思うのに、さらにずっと憧あこがれていた光のページェントにも行けて、あたしは今日のデート、二重丸で満足だから」

「甘いな、俺は三重丸だ」

「むっ、ならあたしは花丸満足にする」

　言っている言葉は拗すねている感じなのに、表情かおは、それこそ花丸をあげたくなるぐらい満面の笑みだった。可愛かわいい。もう四月から何ヶ月も経たっているのに、思い返せば空野の表情に飽あきたことは一度もない。同じ表情を見るたび「またこの表情にさせてあげることができた」って思うし。違う表情を見るたびに「空野の新しい表情を見ることができた」って思うし。ずっと一緒にいても、ずっと楽しい。

　俺にとって空野は、そういう大切な女の子なんだ。

「でも綺麗であることと、きてよかったと思うことって、たぶん別々なんじゃないかな」

「空野？」

「あたしは神園みたいに、変なところで頭がよくないから上手うまく言葉にできないけど」

「変なところでって……」

「景色が綺麗でも、神園と一緒じゃなかったら、きてよかったって、きっと思えないと思うから」

　その瞬しゆん間かんの空野は、息をするのを忘れるほど綺麗だった。常々、空野のことを可愛いとか心の中で言っていたけど、今の空野は、窓から注がれるイルミネーションの光に照らされている空野は、本当に綺麗だ。

「あたしって、ホントバカだなぁ。もっと伝えたいこともあるし、もっと的確な言葉もあるはずなんだけど、このぐらいの言葉しか出てこないなんて──。でも──」

　空野は深呼吸すると、俺に向かって、優やさしい声こわ音ねで言う。

「神園には、上手く伝わったん？」

　ああ、そう言われて、否定できる男子なんてどこにもない。

　俺の返しは決まっている。

「まぁ、伝わったよ。心配しないでも」

「あっ、そんなぶっきらぼうに……。また神園がツンデレた」

　…………。

　……、…………。

「そろそろ行こうか、空野。お会計は？」

「割わり勘かんで！」

　二人で軽く、クスクス笑う俺と空野。

「そうだな。そっちの方がたくさん二人でいろいろなことができるし」

「それに、またデートするかもしれないしね♪」




　　　　◇　◆　◇　◆




　それから、俺と空野は本当にたくさん、光のページェントを遊び回った。

　一緒にいるだけで満足するから、ただ光のトンネルを歩くだけで遊びきった気になるし。

　お金を使わなくても、二人揃そろって腕うでを組み、歩きながら話すだけで充じゆう実じつ感かんに満たされるし。

　たまに興味があるイルミネーションや、ちょっとしたパレードを見て、それを次の話題にして、結局は俺と空野が、まぁ、いちゃついて、より親密になれた気分になる。

　なにかしたか？　と訊かれれば、特別なことはなにもしてないのかもしれない。

　ただいつもしていることを、少し内容をクリスマスイヴ仕様に変えているだけ。

　正直なところ、会話がこのデートのメインと言っても過言じゃないし。

　それでも、俺は、そしてきっと同じように空野も、このクリスマスイヴを、空野継未の誕生日を、他ほかの人が見たら呆あきれ返るほど遊び尽つくした。

　そして──、

「今日は楽しかったな」

「うんっ、今日はありがと」

　定禅寺通り、そして仙台駅からかなり離はなれて、俺と空野は長なが町まち駅経由で自分たちの自宅がある長町に戻もどってきた。が、もうかれこれ三〇分は、二人の家への分かれ道で駄だ弁べっている。

「「…………」」

　あっ、また無言になった。これで四回目ぐらいの沈ちん黙もくだっけ？

　けどだからと言ってバイバイ、というふうにはならない。

　だって、だって俺も空野も、話すことが尽きても別れたくないんだ。

　その証明のように、空野は焦あせった様子で必死に次の話題を探しているし。

　と、その時だった。

「空野、ゴメン、妹からＬＩＮＥがきた……」

「なんだって？」

「もう一〇時だから早く帰ってこい、って」

「……そう、なん？　……そう、だよね」

　そんなに寂さびしそうな表情かおをしないでほしい。後うしろ髪がみを引かれる感じだ。

　確かに、高校生が遊ぶような時間じゃない。俺じゃなく、空野の家族だって、そろそろ心配しだす頃ころだ。

　目の前にある信号は青。渡わたれることには渡れるけど、早くしないと赤になる。

　嗚呼ああ、ここは市街地とはわけが違ちがう。人ひと混ごみで賑にぎわっているわけじゃない。クリスマスイヴと金曜日の夜を象しよう徴ちようするような雑ざつ踏とうで溢あふれかえっているわけでもない。星々の瞬またたきのようなライトで一帯を照らしているなんてありえない。

　シン、と静まり返った二人だけの歩道。

　冷たい北風が空野のサイドテールを下ろした髪をなびかせる。寒さで指先も耳たぶも痛いのに、あたりは暗く街灯しか俺たちを照らしていないのに、本心は帰りたくないと叫さけんでいる。

　寒さで赤らんだ空野の頰ほお。寂しさで潤うるんでいる、不安で揺ゆれる空野の瞳ひとみ。そして北風で遊ばれる、俺があげた空野のマフラー。

　名残なごり惜おしいけど……。

　俺は空野からもらったペアルックのマフラーに顔を埋うずめて、青信号に向かい──、

「っん」

「空野」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

「手、放してくれないと、信号渡れないんだが……」

「……いや」

「どうして？」

「……寂しい、から」

　結局、信号は赤になる。これを、もう、何回俺たちは繰くり返したのだろう。

　空野は、俺の手を放そうとしない。

　空野は、今にも泣きそうな表情だ。

　しかしそういう俺だって、いくらオタクとはいえ、男子の力なら女子の手を振ふりほどくぐらいできるのに、そうはしない。そんなこと、できるわけがない。

「それに、あたし、言いたいことを、今日言おうとしたことを、まだ伝えられてない」

　──、俺にしても、空野にしても、お互たがいにあと一歩を踏ふみ出す決定的ななにかが欠けている。

　けど……っ、俺はダメな男の子だから、自分から踏み出すのではなく、相手に踏み出すように誘ゆう導どうする。

　まるで、好きな女の子にイジワルする小学生の男子だ。

　でも、でも、でも！

　俺は言葉を伝えたいんじゃなくて、言葉がほしいんだ。

　空野の方も、言葉がほしいんじゃなくて、言葉を伝えたいんだ。

　だから──、

「俺さ、空野をニジケンに入部させようとした時、お前のことを誘ゆう拐かいしたよな？」

「ぅん……覚えてるよ。忘れられるわけがないから……」

「そのせいでずっと不安だったんだ。よくよく考えたら、空野には俺のことを、異性としてじゃなくて、友達としても好ましく思う理由がないんじゃないかって」

「普ふ通つうわね」

　違うな。

　確かに一応そういう疑問はあったけど、実のところ不安と感じるようなレベルじゃなかった。事実、俺はそういうことを心の声で言ったつもりはない。でも、たった今、ふと思ったんだ。今まで無視してきたけど、それが理由で空野に拒きよ絶ぜつされる可能性もあるんじゃないか、って。

　脈みやく絡らくもなく突とつ然ぜん湧わいてくる不安。過去の自分に説教したい気分だ。もっとやり方を考えて空野をニジケンに誘さそえって。

　でも恐おそらく、告白なんて誰だれでもこんなモンなのかもしれない。

　今まで気にしなかったようなこと、その全すべてが一いつ斉せいに気になり始める感覚。

「だから、今ここで聞かせてほしい」

　それから、十数秒。

　空野は決心した面おも持もちで、俺に語り掛かける。

「神園は卑ひ怯きようだから。普通、女の子の方からそういうこと言わせるん？」

　拗ねている感じの言葉と、対照的に微笑ほほえんでいる空野の表情かお。

　まるで、しょうがないなぁ、神園は。って感じの雰ふん囲い気き。

「ゴメン、でも、自分が言えないんじゃなくて、空野から聞きたいんだ」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。あたしだってこんな性格だから、自分が聞きたいんじゃなくて、神園に伝えたい」

　改めてお互いに向きあう、俺と、空野。

　俺たちを見ているのはお月様だけ。

　邪じや魔まなんて入らない、二人だけの世界。

　思い返すのは、四月からの空野と過ごしてきた毎日だ。

　最初に会った時は、まさか俺たちがここまで仲よくなるなんて想像すらしなかった。

　空野をニジケンに入れた時は、正直、空野本人も宣言していたし、すぐに幽ゆう霊れい部員になるんじゃないかって予想していた。

　初めて二人で下校した時なんか、手が熱くなっていると指し摘てきされて死ぬほど動どう揺ようした。

　プールに行った時は、空野が水着の上からラッシュガードを着ていて、少しガッカリしたし。

　花火大会の時は、空野の浴衣ゆかた姿を見られて、ギャップ萌もえを感じたし。

　コミケ合宿で添そい寝ねした時なんか、今だから明かすけど、中々寝付けなかった。

　そして文化祭でキスされた時、死ぬほど罪悪感に苛さいなまれたっけ。

　そして『今』──、

　何気ない毎日を積み重ねてきた空野との日常。

　たわいのない会話で育ててきた、空野への感情。

　ああ、俺がこうしてこの時、空野との青春を振り返っているように、空野の方も同じことを振り返ってくれていると願っている。

　そして空野は──、

　顔を真っ赤に染めて──、

　等身大の勇気を振り絞しぼって──、




「あたしは神園のことが好きだから！　だから！　あたしのカレシになってください！」




「────っ」

「あたしを、神園のカノジョにしてください！」

　ハハ、嬉うれしくて、嬉しくて、恥はじも外聞もなく涙なみだが零こぼれてしまいそうだ。

　胸が、うずいて、切なくて、高鳴って、もうどうにかなってしまうようなトキメキ。

　もう、空野が好きだって気持ちが抑おさえられないぐらいの熱量が、身体からだ中を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び跳はねているようだ。

　そしてふいに、長い間訊きけなかったことを、今なら訊けるんじゃないか、って、考えてしまう。

「あのさ」

「……うん」

「なにゆえ空野は、俺のことが好きなんだ？」

　訊くと、空野はゆっくりと話し始めた。

「その質問をしてくるってことは、もしかして……？」

「誤ご魔ま化かせていると勘かん違ちがいしていたのは空野だけだぞ？」

「なんだ。神園にはバレてたんだ」

　深呼吸を一回、次に空野は──、

「神園はきっと真逆のことを考えていると思うんだけど、あたし、初めて神園への恋こい心ごころを自覚したのって、神園に誘拐された時なんだよね」

「……マジで？」

「うん、大マジ」

　にっ、と笑う空野。でも、またすぐに話を再開させた。

「あたしは、神園みたいにちょっぴりダメな男の子が好きみたい」

「みたい？」

「うん、神園に恋して、初めて自分で、あたしってダメな男の子が好みなんだなぁ、って自覚したから」

　なんか複雑な心境だ。

「なんていうか……あたしって入部した時から、神園のことをどこか放ほうっておけなくて、なにをしでかすかわからないから、これからはあたしが神園の側そばにいればいいんじゃない？　って思っているんだよね」

「だからニジケンをやめなかったのか？」

「今は友達がいるからとか、居い心地ごこちがいいからとか、別な理由もあるけど、うん、最初の頃は神園が放っておけなくて、ニジケンをやめようとは思わなかった」

「典型的なダメ男スキーだな」

　俺のツッコミに空野は小さく笑ってくれる。

「でも──ニジケンメンバー、特に花はな咲さきさんは神園の面めん倒どうを看みてくれそうじゃない？　看てくれるっていうか、愛あい想そを尽つかさないというか、笑って許してくれそうというか」

「あいつは……その……、変なところで優やさしいからな」

「けどね？　するとますます、あたしだけが神園のお世話をしたいなぁ、って望むようになって──」

「それで？」

「それで今では……頼たよりにされたいなぁ、とか。あたしがここでなんとかしてあげないと、将来ダメになるんじゃない？　とか。他ほかにも面倒を看そうな女の子はいるけど、あたしが一番適任な気がするなぁ～、とか。そ、そんなことばっかり、妄もう想そうするように、なった、から……」

「────」

「その……、えっ、と、神園にだったら少しぐらい困らせられてもいいし、正直、神園がダメダメなことをしでかすと、微笑ましいから……。神園だと、ダメなことをしても、あ～、神園はしょうがないなぁ、って思えて、恋しく思えるし。少しぐらいなら迷めい惑わくかけられてもいいし。ありのままのことを告白するけど、神園にイジワルされると胸がドキドキする。神園に……、好きな男の子にからかわれると、顔が赤くなっちゃうんだから」

　空野は少しだけ俯うつむいて、両手の人差し指をモジモジさせるけど、ここまで赤せき裸ら々らに語ったんじゃ仕方ないか。

「そっか」

「──うん」

「ちなみにそういうの、自分ではどう感じる？」

「言わなきゃダメ？」

「ダメじゃないけど、聞きたいな、って」

「……神園のばか」

　もう長い付きあいだから知っているぞ。神園のばか、って言う時の空野は、高確率で実はまんざらでもない、ってことぐらい。

「正直に告白すると、今でも、なんであたし神園みたいなダメな男の子好きになっちゃったんだろう？　って考える時あるんだよね。でも──」

　一いつ拍ぱく置いて、空野は続ける。

「送りもしないラブレターを何枚もしたためるぐらい、あたしは神園のことが好きだし。アニメのヒロインみたいに、主人公くんのことが好きで好きでしょうがない！　っていうよりは、ああ～、あたし、神園のこと大好きだなぁ、って恋心を嚙かみしめている感じなんだよね」

「────」

「でね？　神園」

「──ああ」

「返事、聞かせてほしいから」

　さぁ、神園心路、ここが正念場だ。

　何ヶ月も悩なやみ続けてきた『特別』と『恋れん愛あい感情』のどちらを優先するかという問題に、ついに決着を付ける時がきた。

　間ま違ちがいなく、俺にとって花咲百合姫は特別だ。

　女の子の幼おさな馴な染じみという唯ゆい一いつ性、オリジナリティは、他の誰にも宿らない。

　間違いなく、俺にとって空野継未は初恋の相手だ。

　百合姫のように唯一性がなくても、結果として、俺は空野を好きになった。

　夏休み二巻二章、みんなでプールに行った帰り道、さらに一いつ緒しよに帰っていた空野と別れたあと、俺は空野に対して──空野継未が空野継未じゃなくても、クラスが一緒で、席が隣となりで、同じ部活で、いつも並んで下校して、休みの日にもこうして遊びに出かけて──。そんな状じよう況きようになったら、そこにいるのが空野ではない別人でも俺は恋に落ちてしまうだろう。──そう考えた。

　さらに文化祭の時三巻六章には、陸畑と──「恋愛感情を抱いだくことと、その女の子が特別であることは、神園心路にとって別々の感覚なんだよ」「それ、おかしいよ？　普ふ通つう、恋愛感情を抱くってことが、自分にとってその異性が特別だっていう証明なのに、それが乖かい離りしているなんて」──という会話もした。

　どんなに足搔あがいても、どこまで葛かつ藤とうしても、空野継未が神園心路にとって特別になるのは、ひょっとしたら無理なのかもしれない。

　──けれど。

「……ッ」

「神園？」

　それが空野と付きあえない理由にはならない！

　もう自分で自分を騙だませない。

　確かに空野は特別じゃないけど……っ、夏休みに思ったこととは違ちがうけど……っ、空野継未の代わりなんているわけがない！　いや、仮にパラレルワールドがあったとして、今ここにいる空野と、なにか一つでも違う空野が代わりにやってきたとしても、同じ女の子でも、俺はその空野のことを好きになれない！

　もしもこうだったら、とか。もしもなにかが違ったら、とか。

　そんなの無意味だ。

　俺は目の前にいる空野継未を好きになった。空野継未も俺を好きになった。それだけが全すべてなんだ！

『特別』と『恋愛感情』のどっちを優先するか、だって？

　決まっている──。

　俺が優先したい方を優先すればいい。

　心を惹ひかれる方を、大切にすればいい。

　それが一番、神園心路という男子らしいはずなんだ！

　だから俺の返事は──ッッ、

　──「──やっと会えたね、心路くん」──

　何度もリフレインする百合姫の声。表情かお。そして温ぬくもり。

　それに一いつ瞬しゆん、躊躇ためらって──、

　でも受け入れて──、




「──空野、俺も空野のことが好きだけど、でも、ゴメン」








四章　俺は許すけど、空そら野のは『それ』を許さない。









　──冬コミの前日、

　東京に前日入りをするために、俺たちニジケンの五人は新幹線に乗って東京を目指していた。

　そして意外にも、俺の隣は百合ゆり姫ひめでも空野でもなく、そして月つき島しまですらなく、雪ゆき村むら先せん輩ぱいだった。

　百合姫はなんと「ヒメはどこでもいいよ？」と大人しいことを言い、

　月島は以前、百合姫を俺の恋こい人びとに推おしてしまった手前、俺の隣は遠えん慮りよ気味で、

　空野は意図的に俺と離はなれて座り、

　結果、消去法みたいな組みあわせで、俺と雪村先輩が一緒になったわけ。

「雪村先輩、また窓の外を見ているんですか？」

「むっ、悪いかしら？　仙せん台だいから東京に向かう新幹線からの景色って、ワクワクするじゃない」

「悪くはないですけど、夏コミの時も同じようなことをしていたなぁ、って」

「同じ場所でも、季節ごとに景色は変わるものよ？」

「えぇ……雪村先輩って、なにかが変わることを恐おそれていませんでしたっけ？」

「変わっていくモノを遠くから眺ながめるのはいいけれど、自分自身が変わっていくなにかに巻き込まれて、当事者になるのがイヤなだけよ」

「ちなみに夏と比べて、何か変わりましたか？　新幹線からの景色」

「そうね、一番目を惹くのは色かしら。夏には緑だったところも、今は枯かれたような色をしているわ」

「それって夏の方が眺めてて楽しかったんじゃないですか!?」

　詳くわしく言っておくと、東京に近づくにつれて、新幹線からの景色は都会らしくビルや高層マンションばかりになってくるが、一部、山とか林とか田んぼの中を突つっ切るエリアも、仙台～東京の新幹線の線路には存在する。

「ねぇ、神かみ園ぞのくん。あなたと空野さんって、予定どおりクリスマスイヴにデートしたのよね？」

「？　そうですけど？」

「でも二人がクリスマスイヴのイベントを経へて、それでも今日の新幹線で空野さんがあなたの隣に座ってこないって……」

「お察しのとおり、空野に告白されました」

「断ったのかしら？」

「いえ、俺も空野のことが好き、ってちゃんと言葉にしましたよ」

　さすがに好きな女の子にあそこまで言われて、相思相愛を確信しているのにそれをハッキリさせない男って……。そう、俺はきちんと、空野に「俺も空野のことが好きだ！」って伝えたんだからな？

「「…………」」

　おかしくない？　なんか俺も雪村先輩も、無言状態になってしまったんだけど。

　そういえば雪村先輩が「？」みたいな顔をしているのって、なんか珍めずらしい。

「えっ？　ん？　んっ？　えっ？」

「ど、どうしたんですか……？」

「えっ、と、ならどうして空野さんと微び妙みような距きよ離りに……」

「俺と空野が相思相愛って、お互たがいに言葉にして確かく認にんしあいましたけど、付きあっているわけじゃないので」

「あっ、わかったわ。あれね？　好きなのは空野さんだけど、特別なのは花はな咲さきさん。だから空野さんのことが好きだけど、『恋愛感情』と同等に大切な『特別に対する憧あこがれ』があるから、どちらを優先するべきか決めてなくて、付きあえな──」

「──俺は、神園心しん路じは、『特別に対する憧れ』よりも『恋愛感情』の方を優先するって、そう決めました」

「──えっ？」

「空野に告白された時、俺の中で間違いなく、『特別に対する憧れ』を『恋愛感情』が乗り越こえたんです」

「ナニソレ、イミワカンナイ」

　仕方がない、っていうか、雪村先輩には文化祭で大変お世話になったからなぁ。たとえデリケートな事情でも、説明する義務はあるはず。そもそも雪村先輩は、説明しても他ほかの人にバラさなそうだし。

　で、かくかくしかじか。

　俺は雪村先輩にクリスマスイヴの出来事を説明するが、まぁ、かなり要約すると──、

「空野さんが神園くんを好きになった理由、実は文化祭のあたりから、おおよその見当はついていたわ」

「そうだったんですか？」

「──、神園くんがオタクか否いなか。空野さんがオタクか否か。実はそれって、あまり関係ないわ。現実だと、空野さんみたいに擦すれた女の子って、ダメな男の子を好きになりやすいのよ」

「────」

「花咲さんとは対照的に、惚ほれた理由までリアルに基もとづいているなんて、本当に空野さんは神園くんにとって現実の象しよう徴ちようなのね」

「で、それを踏ふまえてですけど──」

「花咲さんに、俺は空野と付きあう、って認めさせたあとで本格的に付きあう、ねぇ」

「ええ、イメージとしてはヒロインの父親に結けつ婚こんを認めさせる主人公みたいな感じです」

　だから俺は「──空野、ゴメン」と。その次に「相思相愛だけど、あとほんの少し、空野のことを待たせてしまうから、ゴメン」と。あの日、そう言った。

「二つ、言いたいことがあるわ」

「なんですか？」

「私はあなたのことをよく知っているから納なつ得とくできるけれど、なにも知らない人は、今のあなたの話を聞いたら、最低、って思うかもしれないわよ？」

「でも、それをクリアしないと、人として、人間らしく、大手を振ふって空野と恋人同士になって、幸せになれるわけがありませんよ？」

　反論するも、一いつ拍ぱく置いて、雪村先輩は寂さびしそうな目をして続ける。

「神園くんが駅のホームで自殺未み遂すいした時、あなたは私に、自分でしたことのツケで押し潰つぶされることを、一いつ般ぱん的には罰ばつって言うんですよ。って言って。私はあなたに、あなたのは罰じゃないわ。もっと残ざん酷こくななにかよ。って返した。そのことを覚えているかしら？」

「言っていましたね、そんなこと」

「それをクリアしないと幸せになれない、ねぇ。やっぱりそれも、神園くんからしたら罰なのかしら？」

「自分のしたことのツケで押し潰される、って意味ではそうですね」

「でも私だって、今回のことも、もっと残酷ななにか、って感じるわ」

「どういう意味でですか？」

「自殺未遂の時は、神園くんの心が耐たえられないから、もっと残酷ななにか、って言ったけど……」

「けど？」

「今回は別の意味で、そうね、高校生が背負うような人間関係の問題、子供が抱かかえるような葛かつ藤とうじゃない。そういう意味で、もっと残酷ななにか。そう思えるわ」

「なら、言いたいことの二つ目は？」

　促うながすと、雪村先輩は俺の顔を覗のぞき込んでくるが、空野のことが好きとはいえ、女の子にこうされるとドキドキするから控ひかえてほしい。

「神園くん……別にね？　あなたが空野さんと、あるいは他の誰だれかと付きあうにしても、花咲さんの許可なんて必要ないのよ？」

　まぁ、それは当たり前ですよね。

「知っています」

「それに、その報告を聞いて、花咲さんはどんな気持ちになると思うのかしら？」

「……、だとしても、です」

「ならせめて、あなたがそこまで花咲さんに認めさせようとする、その末に傷つけようとする、その理由を教えて頂ちよう戴だい」

　そんなの、空野に告白されて、多少過程は踏むけど、恋人同士になることを決めた時から、すでに答えは用意してある。

「予あらかじめ言っておきますけど、すごく最低な理由ですよ？」

「相変わらず予防線を張るのが得意なのね……」

　なんてツッコムが、雪村先輩も視線で話の続きを促してくる。

　流し目が正直、煽せん情じよう的だ。




「俺には百合姫を幸せにできないけど、百合姫には幸せになってほしい」




　あああああああ、こんなの高校生が口にしていいセリフじゃないぞ!?

　青あお臭くさいんじゃなくて、重い！　こんなセリフ、昼ドラでも滅めつ多たに見ないからな！

　現実だったら大人でもこんなこと言う人、かなり限られるはず！

「本当に最低ね」

「自覚しています」

「でもそれは、人間らしいデザイアでもあるんじゃないかしら？」

「えっ？　そうですか？」

「幼おさな馴な染じみには長年の友達として幸せになってほしい。これは神園くんにしては珍しく、綺き麗れいで優やさしい感情のはずよ」

「珍しく、って……。否定しませんけど……」

「翻ひるがえって、自分は空野さんが好きだから花咲さんを幸せにできない。自明だわ」

「まぁ、そうですね」

「皮肉ね。優しさと人間らしい恋こい心ごころを掛かけ算ざんしたら、最低なデザイアが生まれるなんて」

「でも雪村先せん輩ぱい、そこまで俺を軽けい蔑べつしていませんよね？」

　普ふ通つう、このタイミングでそんなこと言うか？　って、自分でも思ったけど、勘かん違ちがいでも自うぬ惚ぼれでもなく、雪村先輩、俺のこと軽蔑していないよな？

　マジでなにゆえ？　むしろ俺に対して親身になってくれている感覚すらある。

「そうね。私は、ニジケンの中で誰よりも、空野さんよりも、あなたのことを理解してあげられているつもりだもの」

「……え？」

「他の全すべてで負けてもいい。でも、これだけは譲ゆずれない」

　どういう意味だろう？　雪村先輩の感情が少ししか読み取れない。

　と、その時だった。

「心路くん、雫九しずく先輩♪　そろそろだよ？」

「ココロ先輩っ、ゆきむー先輩っ、あと一〇分程度で東京駅に到とう着ちやくするニャン！」

「よく聞こえなかったんだけど、二人はなに話してたん？」




　　　　◇　◆　◇　◆




　東京駅で新幹線を降りた俺たちは、山手やまのて線に乗って秋あき葉は原ばら駅へ！

　当然だけど駅の構内、そして改札を抜ぬけて視界に広がる光景は、夏コミの頃ころとはだいぶ違ちがっていた。街ゆく人々はコートやマフラーを着けて白い息を吐はく。チラシ配りしているメイドさんなんかも、夏と比べて厚着である代わりにあざとかわいいメイド服 ver. ウィンターを着ているし。個人的な感想だけど、男子から見て、女の子の露ろ出しゆつが多いファッションは夏服に多く、女の子が可愛かわいく見えて萌もえるファッションは冬服に多い。

　それを踏まえてニジケンヒロイン四人組のファッションは──、

「やってきました、あっき、はっば、ら[image: ～][image: ～]っっ！　だニャン！」

　今日も今日とてネコ耳＋桃もも色いろツインテールの月島。本日の月島のファッションは、ホワイトの襟えり付きシャツに、タータンチェックが入っているカーディナル・レッドのカーディガンに、前が開いていて、サイズが少し大きくて萌え袖そでになっているクリーム色のモッズコートの三重構造。けれどそれだけでは寒いので、本人曰いわく、襟付きシャツの下にさらに着込んでいるらしい。下に目をやると、ブラックのミニスカートと、白のニーソックスが生み出す絶対領域が眩まぶしかった。さすが女の子ということで、中学生なのに俺よりもオシャレさんだな。

「天あま架かちゃん、元気だね♪」

　一方で百合姫は、インナーがコートで隠かくれて見えないが、アウターは純白のボアコート。紺こん色いろのスカートから伸のびる黒のニーソックスに包まれた脚あしは、いつものようにフニフニしている。月島と同じく、コートの種類は違うものの、萌え袖に拘こだわっていて、他に特筆すべきファッションがあるとしたら、マフラーに少しだけ口元を隠していてあざと可愛いというとこ。

「あっ、仙台より寒くなくて過ごしやすいから」

　さすが空野はイマドキのＪＫらしく、可愛くて、少しギャルっぽくて、でもセンスがいいファッションをしていた。髪かみはデートの時とは違い、サイドテールに戻もどしていて、柑かん橘きつ系の匂においがする。カフェオレ色のトレンチコートの腰こし回まわりのベルトを、キュ、っと留めていて、冬服、つまり厚着だとしても、空野のウエストの細さが強調されていた。グレーのスカートから伸びるのは、雪村先輩と選手交代した、黒ストに包まれた細い脚。

「さぁ、アニメショップを巡めぐりましょう！　売っている物は仙台と同じでも、アキバ限定のフェアをやっている可能性があるわ！」

　雪村先輩のインナーはキャラメル色の縦セーターで、アウターは濃のう色しよくなネイビーブルーのチェスターコート。余談だけど前は開けているから、縦セーター×巨きよ乳にゆうの威い力りよくがヤバイ。スカートはブラウン交じりの紅あかで、今日はストッキングの代わりに膝ひざまで届きそうなぐらいの編み込みブーツで、脚を北風から守っていた。しかしブーツといっても、コミケを考こう慮りよしてそこまで厚底ではないのは、さすが雪村先輩だろう。アキバじゃなくて、渋しぶ谷やを歩いていてもオシャレ上級者として羨せん望ぼうの眼まな差ざしを集められるレベルだと推測する。プラチナという珍めずらしい髪の色なのに、服の色が銀ぎん髪ぱつと似合うコーデになっているのは、すごいの一言。

「また雪村先輩、アキバにくると壊こわれるなぁ、キャラが」

　俺のファッションは語るまでもない。察しろ。

「さて、アニメショップ巡りは、駅から近い順に回るのがいいかしら？　ということはラジ館やゲマズのどちらかね」

「ニャフン、ゆきむー先輩のテンションが高いニャン。よきかな、よきかな」

「厳密にはラジ館は、アニメショップじゃなくて、アニメショップが入っているビルの名前だけどねっ」

　雪村先輩は言わずもがな、百合姫も月島も、心からはしゃいでいるなぁ。

　そういう俺も、ウキウキした気分を我が慢まんできないけど。正直、アキバにくると毎回、修学旅行にきた中学生の気分になってしまう。

「それじゃあ異論もなさそうだし、ラジオ会館に行くわよ！」

「了りよう解かいです」「はぁい」「ニャニャン」「はーい」

　…………。

　……、…………。

　ラジ館に入り、百合姫と雪村先輩と空野がアニメグッズに夢中になっている隙すきに、俺はちょこ～っと、月島を呼び出して、っと。

「えっ、ここ、マジでラジ館ニャン!?　一つの階にココロ先輩とツッキーの二人しかいないよ!?」

「そうだな。俺のアキバお気に入りスポットの一つだ」

「許可なく入ったらダメ、ってことはないよね？」

「だったら自じ動どう販はん売ばい機きやベンチなんて設置されてないぞ？」

　仙台駅前と秋葉原駅周辺、どっちも訪おとずれたことがある人ならわかることだけど……仙台駅前って座って休めるところが三〇ヶ所ぐらいありそうなのに、アキバって座れるトコなさすぎ！

　しかし！　俺が見つけた数少ないアキバの体力回復スポットがここ！　ラジ館の最上階だ！　ベンチもあるし、自販機もあるし、トイレもある！　しかもタイミングがよければひとり占じめできる可能性まで秘ひめているベストフロア。

「なんで誰もいないニャン？　……、って訊きくのは愚ぐ問もんだね」

「単純にイベントスペースとしての空きフロアだから、そのイベントがない時は誰も用がないんだろうな。ショップも入ってないし。詳くわしいことは都民じゃないから知らんけど」

　素す晴ばらしいゾ。ラジ館でベンチに座りながらジュースを飲めるのは。

　おまけ情報だけど、月島も俺の隣となりに座ってドクターペッパーを飲んでいる。

　が、そろそろ本題に入るか。

「月島」

「んぃや」

「俺、空野と付きあうことにした」

「ぶぅ────っ！」

「月島!?　大だい丈じよう夫ぶか!?　でも、いくらなんでもドクペを噴ふき出すのはマズイ！」

　片付けるの大変だぞ？　俺も手伝うけど激しくベトベトするし。

　──、──、よし、ティッシュで拭ふき終わったか。

「フニャ──っ！　ツッキー、言ったよね？　付きあうならヒメ先輩の方にするべきだって」

「言ったな。理由は、敗北感を覚えたから、って」

　恋れん愛あいに敗北とか、あるいは勝利とか、勝ち負けの基準を持ってくるのは月島らしい。俺的には、理解できるけど、しっくりはこない。たぶんこの価値観は、月島の負けず嫌ぎらいっぽい性格に由来している……のか？

　月島とか、ゲームで負けたらかなりふて腐くされるし。逆に勝つと、すげぇ満足気で楽しそうだし。

　それは置いといて、思考を本題に戻そう。

　俺は月島と雪村先輩、二人から別々の理由で責められている。

　先に事情を話した雪村先輩には、俺が空野と付きあうための過程について、『百合姫に空野との交際を認めさせる』というワンクッションがいらない、と。

　今ドクペを片付けながら事情を話した月島には、そもそも俺が空野を選んだという結果を。

　文化祭の時は二人が自分の協力者ポジションにいたのに、今はそうとは言えない。

　いや、文化祭で俺は死ぬほど二人に迷めい惑わくをかけたんだ。仮に今回の冬コミでなにかが起こったとしても、一人で解決できるように善処しよう。

「そもそも、ツッキーは別にそうとは思わないけど、ゆきむー先輩あたりには、自分の決断を一々人に伺うかがう必要はないわよ？　みたいなことを言われるニャンよ？」

「確かに、雪村先輩ならそんなこと言いそうだなぁ」

　ていうか新幹線の中で、違う言葉でだけど、ほぼ同じようなことを言われた。

「まっ、ツッキーは物事の中心にいた方が楽しめる可能性が高いから、万ばん々ばん歳ざいなんだけどね♪」

「月島らしいな」

「でも、そのことをツッキーに教えて、ココロ先輩はなにをしたかったんだニャン？」

「なんていうか……月島に知っていてほしかったっていうか……」

　一応、新幹線を降りたあと、空野にはこっそりと許可を取った。月島は俺たちのことを（恐おそらく）心配してくれたから、筋として話しておきたい、って。でも、それで俺はなにをしたかったんだ？　自分でもよくわからん。

「あっ、わかったニャン！」

「なにが？」

「ゆきむー先輩は以前、ココロ先輩のことを内ない罰ばつ的な人間って言っていたけど」

「言っていたな。月島も別のところで聞かされていたのか」

「ツッキーの考えだと、ココロ先せん輩ぱいは内罰的な人間なんじゃなくて、自分に自信がないんだニャン！」

「ぐはぁ!?」

　そんなことはない！　俺は常に自己チュウだし！　って、反論しようとしたけど、冷静に考えたら、それって強がりなんじゃね？　って、結論に達してしまい、嗚呼ああ、不覚にも吐と血けつ……する素そ振ぶり。

「大丈夫だニャン！」

「月島……？」

　俺がうなだれていると月島が頭を撫なでてくる、が、年下の女の子になでなでされるのは、男心的に複雑だ。

「そういうことだったらココロ先輩がツッキーに事情を話すのも納なつ得とくだからね。責任は取れないし、ツッキーは年下だから当てにならないかもしれないけど、話ぐらい、いつでもどこでも聞いてあげるニャン！」

「年下の女の子にそこまで言わせてしまうって、自分が情けない……」

「ほら！　そういうところニャン！　っていうか、思い返せばココロ先輩のそういう発言って、今までも度たび々たびあったね」

　俺の話に予防線を張るクセ。雪村先輩には文化祭初日、傷つきたくないから予防線を張る、みたいな指し摘てきを受けたけど。同じ事象でも、月島は自分に自信がないから予防線を張る、って捉とらえ方をするのか。




　　　　◇　◆　◇　◆




　明日、つまり冬コミ初日の起き床しよう時間と、今夜の就しゆう寝しん時間を考慮して、ニジケンメンバーは秋葉原で早めの夕食を摂とることにした。まだギリギリ一八時にもなっていない時間帯だけど。

「はい！　ツッキーはラーメン屋さんを所しよ望もうするよ！」

　適当にブラブラ五人で歩いていたら、突とつ然ぜん月島がそう言ったけど、こいつは本当にラーメンが好きなんだな。確かにアキバって美味おいしい、そして味がコッテリしている月島好みのラーメン屋さんが多いけど。

「う……ラーメン屋さんとか、臭においがつきそうだから」

「ヒメもちょっとラーメン屋さんはＮＧかなぁ」

　まぁ、これが女の子らしい反応だよね。少しステレオタイプが混じっているけど。

「なら百合姫と空野は、どこか行きたいお店ってあるか？」

「あたしは、う～ん、オシャレなお店がいいかなぁ」

「ならメイド喫きつ茶さだね！　前回のリベンジだよ♪」

「いやいや！　あれはあたしが想像しているオシャレとは違ちがうから！」

「ツッキーもメイド喫茶は好きだけど、量が少ないニャン！」

「百合姫、メイド喫茶の内装は確かにオシャレかもしれないけど、その感性は一いつ般ぱん人に通用しないぞ？　通じるのはオタクだけだ」

　しかしこれじゃあ、いつまで経たっても決まりそうにない。

　と、そこで雪村先輩が──、

「なら、いつも私が行っているイタリアンレストランはどうかしら？　臭いもつかないはずだし、オシャレだし、選ぶメニューによっては量も多いわよ？」

　と、いうわけで！　やってきました秋葉原ＵＤＸのアキバ・イチ！　簡単に言うとレストラン街！

　俺たちは雪村先輩に案内されて、その中のTRATTORIA Alioli というイタリアンレストランに入る、が、やはり初めてのお店は緊きん張ちようするな。

「ぐぬぬ、女の子としてのオシャレ度で、雪村さんに負けた気がする……」

　席順は奥の三席が右から雪村先輩、月島、空野。手前の三席が右から百合姫、俺、荷物置き。要するに、いつもの部室での席順と同じってこと。

　そんな席順の、俺の斜はす向むかいでうなだれる空野。どうしたんだろう？

「えぇ……負けたってどういうことかしら？」

「あたしが行くイタリアンって、高校生が金銭的にも身みの丈たけ的にも足を運びやすいイタリアンだから……、こういう大人びて落ち着いた雰ふん囲い気きのイタリアンは初めてだな、って」

「ちなみにツッキーの場合はサイゼリアでＯＫだニャン！」

　月島のおまけ情報は置いといて、言われてみればここのお客さんって、大人の女性グループや、イケメンサラリーマン＆若い美人ＯＬのペアなんかが多い気がする。いや、それどころか子供は俺たちだけか。

「あれだよね。雫九先輩のオシャレ度は、ファッションでもお店のチョイスでも、東京で通用しそう♪」

「花咲さん、あなた東京を神聖視しすぎよ。一部のファッションリーダーや読者モデルなんかを除けば、特にアキバなんて、仙台のファッションと同じレベルじゃない」

「うぐ……あたしの東京に対する憧あこがれが砕くだけたから……」

「ヒメ先輩にしたはずの攻こう撃げきがつぐみん先輩にヒットしたニャン！」

「百合姫よりも空野の方が、東京に憧れる地方の女子高生オーラが出ているしな」

　さて、そろそろオーダーを決めるか。

「フニャ～、このお店すごいニャン！　いろいろメニューがあるけど、カルボナーラとアラビアータとペペロンチーノとハンバーグは通常バージョンの他ほかに、燻くん製せいバージョンもあるらしいニャン！」

「月島さん、はしゃぎたい気持ちもわかるけれど、周りの人の迷惑になるから静かにしましょうね」

「は～い、だニャン」

「月島はまだ決めるのに時間がかかりそうだけど、空野は？」

「あたしはカルボナーラにする」

「百合姫は？」

「うみゅ～、ここってイチゴオレってないんだね。ならオレンジジュースでいいかなぁ」

「お、オタサーの姫である百合姫が、イチゴオレに固こ執しつしないだと!?」

　そうか！　ようやくわかった！　今まで散々、大人しくなったとか、落ち着いたとか、そんなことを心の声で言ったけど、より正確には──百合姫はオタサーの姫を卒業しつつあるんだ！

　きっと、百合姫は無自覚だろうけど。

　でももし……百合姫が自分を飾かざらなくなったなら？　わざとらしい演出をしなくなったなら？　もしかして、百合姫も俺にとっての恋愛対象になるのか？

　いや、焦しよう点てんはそこじゃない。

　もう俺は、あのリフレインの答えを、正体を、知っている。

「花咲さん、これって夕食なのに、先に飲み物を決めるんですね……」　と、空野。

「ハッ、ついクセで！」

「えっ、なに？　飲食店にきたらイチゴオレを探すクセが付いてんのか……」

「心路くんは聞いたことがないかな？　一流の武ぶ闘とう家は戦いの動作が身体からだに根付いていて、時々、無意識でも戦いに突とつ入にゆうしたらその動作を完かん璧ぺきにこなす、っていう話」

「知っているニャン！　似たような感じだと、クセになっているんだよね、音を殺して歩くのが！」

「そういうのと百合姫のオタサーの姫的行動を一いつ緒しよにしていいのか!?」

「いいわけないじゃない……」

　雪村先輩のツッコミとジト目が痛い。

「ゴホン、改めて、俺はアリオリの肉盛りにするけど、みんなは？」

「ヒメは葉野菜とボンゴレビアンコと、デザートにシフォンケーキにするぅ」

「ツッキーは自家製ベーコンと燻製玉子のビスマルクと、燻製生ソーセージにするよ！」

「月島さん、太ってもしらないわよ？　私はホタテ貝＆アサリのアヒージョね」

「あたしは自家製ベーコンのカルボナーラ。──、じゃあ、店員さん呼ぶから」

　どうでもいいけど、俺よりも月島の方が食べる量が多いんだな。しかもカロリーも値段も高そう。

　で、店員さんに注文し終えると、会話再開。

「空野、わかっていると思うけど、こんなに落ち着いて食事が摂れるの、この合宿ではこれが最後だからな？」

「まだ一日目なのに最後なん!?」

「無論だ」「そうだねぇ」「然しかりニャン」「悲しいけど、これ、事実なのよね」

「せ、説明してくれないと困るから！」

「説明もなにも、空野は一応、まだ今回で二回目だけど、コミケ経験者だろ」

「まず、コミケが終わったあとは当然疲つかれるから、夕食を元気よく、一〇〇％美味しくは食べられないニャン」

「ヒメも経験あるなぁ。美味しい物は美味しいし、そういうお店はアキバにたくさんあるんだけど──疲れてもすごく美味しいけど、疲ひ労ろうがない方がもっと美味しく食べられたんだろうなぁ、って現象」

「そしてホテルで、ああ～、美味しい物食べた！　でも疲労がヤバイ！　って、体力が切れてしまうニャン！　物を食べて目に見える形で体力が回復するのって、ゲームだけだからね☆」

「そして次に、落ち着いて食事をいただける時間がないのよ」

「雪村さん、時間って、どういうことなん？」

「単純に、朝食は待機列でコンビニのおにぎりか、サンドイッチか、ゼリー飲料か、どんなに豪ごう華かでも屋台のジャンクフード。昼食に至っては、食べない人もかなりいるはず。食べる時間があるんなら、同人誌を買う時間に費ついやしたいし。食べられたとしても、朝食と同じく屋台のジャンクフード。少なくとも俺は」

「そして夕食。翌日の三時や四時に起きるなら、そして六時間睡すい眠みんを心がけるなら、二一時に寝ねる必要があるわね。となると、身体や髪かみを洗い、翌日の服と朝食を夜のうちから準備して、冬コミ二日目に至っては夜のうちに荷造りもしておいて──、私的にはホテルに一九時には帰き還かんしておきたいところだわ。ゆえに夕食も、時間的に早く早く、ってなるわね」

「雪村さん！　異議あり！」

「なにかしら？」

「雪村さんの口ぶりだと、夕食は外食、って捉えられたんですけど、夕食もコンビニのヤツにすれば、外食よりも時短できるじゃないんですん？」

「疲労困こん憊ぱいなんてレベルじゃないんだから、夕食ぐらいスタミナが付く物を食べたいじゃない」

「うっ、言われてみれば……」

「そこまで言うんだったら空野、お前は冬コミの三日間、夕食までもコンビニ商品な？」

「うえ!?　手のひら返すけど、それはキツイから!?」

「冗じよう談だんだよ」

「うぅ[image: ～][image: ～]、かみじょの[image: ～][image: ～]……」

「それにね、継つぐ未みちゃん。コンビニの商品ばっかりなのも、外食ばっかりなのも、どっちも本来は健康によくないけど、どうせ年に二回のお祭りなら、ヒメは美味しい物を食べていい思い出にしたいなぁ」

「ぷーくすくす、つぐみん先輩、完全に論破されたニャンｗｗｗ」

「うぅ……でも最後に一つ訊きくけど、実際にコンビニ商品だけで乗り切る猛も者さもいるんだよね？」

「「「「いるけど空野継未という女の子にはムリ」」だよ？」」

「あたし以外みんなの声がハモった!?」

　補足するけど、ムリで切ったのが俺と雪村先せん輩ぱい。だよ、まで言ったのが百合姫と月島。

「ていうか、全員あたしに容よう赦しやなさすぎだから！」

「でも事実なんだよなぁ」

　と、俺がボヤいたのと同時に、次々にメニューが運ばれてくる。

　そして、みんなで和わ気き藹あい々あいと料理を食べ始めた。

　百合姫は空野と、席が離はなれていても仲良く喋しやべりながら食べるし、

　月島は雪村先輩の料理を、ちゃっかり少しわけてもらって喜んでいるし、

　そしてすぐにペアは入れ替かわって、

　雪村先輩は百合姫と、もうすぐ終わりそうな今期アニメのことを語るし、

　空野は月島から、料理を食べながらコミケのことを伝授されるし、

　最後に俺がみんなの会話に混ざって、『ニジケン』の完成だ。

　──でも、

　そうだなぁ、願わくは、この空気がコミケ合宿で、ずっと続きますように──。




　　　　◇　◆　◇　◆




　夜の八時。

　俺たちニジケンが泊とまるホテルは、夏コミ合宿の時にも利用したニューオータニイン東京で、その最も寄より駅はりんかい線の始発駅でもある大おお崎さき駅である。

　部屋割りは、俺オンリー、百合姫＆月島、雪村先輩＆空野、って感じ。

　夏コミの時と組みあわせが違ちがうけど、今回は月島が面おも白しろがってクジ引きを作ったのでそれで決めた。……残念ながら、俺には関係なかったけど。

　で！

「明日の朝食、今夜のうちに買っておくか」

　そうと決まれば、ホテルの目の前にあるローソンだな。

　部屋を出て～、エレベーターに乗って～、ホテルを出て～、ハイ、ホテルを出てから一五秒でローソンに到とう着ちやく！

　しかしローソンの飲み物の棚たなの前に、見慣れた茶ちや髪ぱつがいた気がするなぁ。

「偶ぐう然ぜんだな、空野」

「ん、神園？」

「いきなりで悪いけど……」

「？　なんなん？」

「缶かんの飲み物は買うなよ？　ペットボトルかゼリー飲料にしておけ」

「ホントいきなりだから!?　こほん、フタがないと持ち運びに困るからでしょ？　そのぐらい、あたしだって前回の夏コミで学習したから」

「で、そんな空野は今、なにを手に取ろうとしたんだ？」

「うえ？　紅茶のペットボトルだけど？」

「成分表を確かく認にんしたか？　紅茶にはカフェインが入っていて、列に並んでいる最中にトイレに行きたくなってしまうぞ？」

「コミケに持っていく飲み物は、成分表まで確認する必要があるんだ……」

「当たり前だろ」

「でも、眠ねむ気け覚ざましでコーヒー飲む人もいるんじゃないん？」

「究極的には個人の自由だけど、そもそも列の移動が開始したら、意図的に眠ろうとしても眠れないレベルで、目覚まし代わりの列移動を食らうだろ。よって、個人的にはあまり必要ないな」

「そこまで言うなら、神園のオススメは？」

「ポカリスエット。今回は冬だけど、夏の時は特に」

「ならっ、あたしもポカリスエットにする」

　…………。

　……、…………。

「はい、半分あげる」

　お会計を済ませてコンビニの外へ。

　明日の朝食とは別に、今食べるために買った肉まんを半分こしてくれる空野。

「おっ、ありがと」

「ね、神園？　約束、覚えててくれているよね？」

　仙台より南といっても、もう夜の八時ということで、空を見上げると紺こん青じようの世界が広がっていた。一方で地上は、俺と空野の地元とは比べ物にならないぐらい都会的である。眠らない街と東京はよく言われるけど、事実、まだ二〇時ということで人が寝ね静しずまる時間帯には早いが、それでもホテルとコンビニの周辺は、オブジェを照らす光や、建物から溢あふれる光、すぐ近くの大崎駅から届く光で明るかった。しかし、ここがアキバや池いけ袋ぶくろ、新しん宿じゆくと違うからか、大崎駅前はシックな感じで明るかったのに、人は俺たち以外誰だれもいない。

　夜の暗さと対照的な、落ち着いた雰ふん囲い気きでほのかに淡あわく照らされている、静せい謐ひつな大崎駅前。

「神園？」

　ふと、空野は俺に話しかけた。俺たちは今、コンビニ前のベンチに座っているけど、前述のように、周囲に人は誰もいない。静せい寂じやく。もはや線路を走る電車の音さえ、遠い場所からの幻げん聴ちようのように聞こえた。

　約束──。覚えている。忘れられるわけがない。

　クリスマスイヴに空野が俺に告白して、俺は空野に「交際のことを百合姫に認めさせる」と宣言して、それを理由に二人で決めた二人のハードル。

　それは、俺のワガママを空野が許容してくれた証あかしでもあるし、空野の優やさしさに俺が報むくいるための基準でもある。

　二人の、神園心路と、空野継未の、かけがえのない、ある意味では『恋れん愛あい事情』という繫つながりの象しよう徴ちよう。

　つまり──、

「──今年中に花咲さんとの全すべてに決着を付ける。花咲さんに、あたしと神園との交際を認めてもらう」

「────」

「そう、約束したよね？」

　一言一句そのとおりだ。今年中に、百合姫との恋愛事情に決着を付ける。百合姫に、泣かれも、怒おこられても、恨うらまれても、悲しまれても、寂さみしがられても、──、そして仮に嫌きらわれたとしても、俺は百合姫に俺の決断を伝える。

　そうだ、俺はダメ男だけど、好きな女の子との約束を破るようなヤツにまでなり下がった覚えはない。

「そうだな。当然覚えているし、もちろん有言実行するつもりだ」

　でなければ、約束の意味がない。神園心路が自分の決意を証明する、今後、もしかしたら二度と訪おとずれないかもしれないイベントの意味がない。

　たとえ、俺が百合姫に平手打ちされて、泣かれて、俺が死ぬまで罪悪感の鎖くさりに囚とらわれても、約束は果たさないといけないんだ。

「あたしがクリスマスイヴに、つまり一二月二四日に告白したせいでもあるけど、残りは三日しかないよ？　しかもその三日間は、みんなが楽しみにしていた冬コミなのに……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう、大丈夫。今回こそは上手うまくやるんだ。文化祭の『次』である、今度こそ。

　加えて、冬コミなのにはワケがある。無論、いくら俺が上手くやる、頑がん張ばる、そういっても全てが台無しになるリスクは付きまとう。けれど、冬コミが終わって、冬休みが終わって、今年度最後の日常が始まったら、そう、雪村先輩には、大学受験に高校卒業も控ひかえている。

　あの人がへまをするとは考えづらい。でも……雪村先輩なら、仮定として俺が受験当日に苦しんでいたら、大学受験をかなぐり捨ててでも俺を助ける可能性だってある。

　自意識過か剰じよう？　自うぬ惚ぼれ？　それだったら俺の勘かん違ちがいで済む分、まだいい。

　雪村雫九は、本当にやる女の子だ。ニジケンを存続させるために、文化祭で暗あん躍やくまでした女の子なんだぞ。

　それに冬コミには、みんなが楽しみにしていたイベントという一面、ニジケンメンバーが四六時中、一いつ緒しよにいられるという一面もある。もし俺が失敗して、ニジケンの雰囲気が悪くなったら、四六時中、一緒にいるのはキツイ。でも同時に、上手くやれる可能性が一番高いのもここな気がする。

　最後に──、

「ニジケンはこの程度で壊こわれない。壊れるわけがない。そう、信じている」

　俺はハッキリとそう言った。

　翻ひるがえって空野は、少しだけうつむいて、寂さびしそうな表情かおで返す。

「……やっぱりあたしは、納なつ得とくできていないわけじゃないけど、少し不満」

「それについては本当に申し訳ない」

「あたしは、花咲さんに認めてもらう必要はないと思う。それは当然、認めてもらって、祝福されれば一番かもしれないけど、それを後回しにしてでも、今すぐ神園と、付きあいたい。抱だきしめて、ほしい……。キス、してほしい……」

　わかっている。高校生ぐらいの男子は、俺も含ふくめて、女の子をどこかアイドルのような目線で見てしまう。女の子は清らかでエッチなことに興味がない、とか。女の子は男子みたいに極度に積極的じゃない、とか。積極的なのはいいけど、恥はじらいを持っていないとダメ、とか。偏へん見けんで申し訳ないけど、二次元ヒロインに慣れたオタクは特に。

　けれどそれは図ずう々ずうしいことだ。

　現に、空野は俺に対して、抱きしめてほしいとか、キスしてほしいとか、包み隠かくさずに口に出して明らかにしている。

　それを無視してしまうのは、突つき詰つめて言うなら、女の子をアイドル扱あつかいするのは、人として真に自己中心的な妄もう執しゆうだ。誇こ張ちよう抜ぬきで、俺個人的には、おぞましい。

　しかしだとしても、俺だって空野を抱きしめたいし、キスしたいけど、まずは百合姫とお互たがいが納得いくまで話しあう必要がある。

「やっぱり俺は、文化祭でクズっぽい部分を多少は直せたけど、ダメ男って方は直せないらしい」

「神園？」

「自分でも自覚できるほど、最低最悪なことを言うけど……、雪村先せん輩ぱいにも同じことを言って、事実、最低って言われたけど……、俺には百合姫を幸せにできないけど、百合姫には幸せになってほしい……」

　ダメな男だなぁ。いや、無責任というべきか。

　確かに俺は百合姫に何回も告白されているけど、かといって、俺にも断る権利は当然ある。そこまでは問題ない。問題なのは、百合姫に幸せになってほしいと願っておきながら、そのための手段、俺が百合姫と恋こい人びと同士になるという方法を知っているのに、俺は空野が好きだから、その方法を封ふう印いん、知っていても選ばないこと。

　嗚呼ああ、知っていることと選ぶことは、必ずしも同義じゃないんだろう。

　百合姫に対して無責任なんじゃない。自分の願ったことに対して無責任なんだ。

「それは、あたし、頭良くないからよくわからないけど……人間らしい悩なやみだと思う」

　自分勝手なのに、大切な人に幸せになってほしいと願うこと。

　大切な人の幸せを願うのに、自分の都合を貫つらぬくこと。

　いかにも俺らしい自己矛む盾じゆんだな。

　その矛盾を、人間らしい、と、言われて、俺の心は少しだけ軽くなった感じだ。

「言葉で言うなら簡単だ」

「なにがなん？」

「百合姫を幸せにする方法、が、だ」

　空野が、少しだけ息を吞のむ。俺がこんなことを言うなんて、意外だったのか？

「俺は空野のことが好きだから、百合姫とは付きあえない」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

「待て、こんなシリアスな場面で照れるなよ……。俺まで恥ずかしいじゃん……」

「う、うるさい……。で、続きは？」

「俺は空野のことが好きだから百合姫とは付きあえない。ってことは、百合姫が俺のことを好きでい続けている間は、百合姫は幸せになれない」

「…………」

　空野の表情かおに陰かげりができたけど、きっと、空野も百合姫に対して思うところがあるんだろう。俺は常に俺のことを悪いと認めていて、空野に非なんて一つもないからこう言ったけど、もしかしたら空野は──自分があとからきて横から奪うばって、あたしがいなければ花咲さんは神園と付きあえたん？　って、うしろめたい気持ちに苛さいなまれているのかもしれない。

「なら、百合姫には俺のことを諦あきらめてもらう。そして別のどこかで別の幸せを見み出いだす。そうすれば、百合姫は……」

　完全に俺の力不足だった。

　幼おさな馴な染じみである百合姫には幸せになってほしいのに、彼女を幸せにするのは俺ではない。

　百合姫と空野、選せん択たく肢しは自分にあったはずなのに、否いな、あったからこそ、空野に全てを注いで、百合姫の方まで回るナニカがなかった。

「神園は、やっぱり、そういうことを口にするんだね」

「嫌いになったか？」

「ううん、神園はダメな男の子だから、やっぱりこれからはあたしがフォローしないとな～、って、ますます好きになったから」

　言うと、空野はにっ、と笑う。

「空野は俺のダメ男の部分を好きになったって言うけど、今までは全然フォローできていなかったよな？　むしろ俺によくいじられていたし」

「……神園のどんかん」

「えぇ～、なにゆえ？」

「ダメな男の子に振ふり回されるのがいいんじゃん」

　つまりそのためなら、フォローに失敗してもいいらしい。

　少し百合姫から話題が逸それるが、空野はクリスマスイヴ以降、ずっと隠してきた神園心路を好きな理由、を隠さなくなった。俺に素す直なおに伝えるようになった。

　それこそ今のように、「ますます好きになったから」とか、「ダメな男の子に振り回されるのがいいんじゃん」とか。

　まぁ、これに関してはただの感想で、続きはないけど。

「────」

　俺は無言でポケットからスマホを取り出す。

　約束の期限まで、残り三日と四時間を切っている。

　わかっていたことじゃないか。

　始めようと思わなければ始まらない。始めないと終わらない。

「──やるしかない、よな」

「ぅん？　なにがなん？」

「明日やろうは馬ば鹿か野や郎ろう、って、よく言うし──」

　俺が空野の目に視線をあわせると、空野はその想おもいを見つめあっただけで把は握あくする。

「わかった、あたしは……」

「先にホテルの部屋に帰っていてくれ」

「──うん」

　俺は、百合姫に電話をかけて、ここに呼び出すことにした。




　　　　◇　◆　◇　◆




　数分後、百合姫はホテルを出てきてくれて、大崎駅東口の広場にやってきてくれた。

　服装は先ほどアキバを回った時の物と同じ。

　そして百合姫と向かいあうのは、当然、俺、ただ一人。

「なにかなぁ、心路くん、大切なお話って？」

　深々として身に染しみる寒さのせいで、俺は意図していないのに震ふるえてしまった。そういうことにしておきたい。手も、その指も、脚あしも、最終的には口まで震えてしまう。だというのに、意識は澄すみ渡わたるように冴さえているではないか。視界や、音や、北風の冷たさが、やけにクリアに感じる、と、言うべきだろう。

　もう少しで二一時だ。シンデレラの魔ま法ほうが解けるまで、残り約三時間。

　かなり強ごう引いんにこじつけるなら、約束の日まで残り三日間というリミットも、何かの暗あん喩ゆのように思える。

　嗚呼、俺はここで百合姫との決着を付ける。

　幼馴染の女の子に「カノジョにしたい女の子がいる」と告白する。

　もう後あと戻もどりはできないんだ。

「──百合姫」

「ぅん？　なぁに？」




「俺は、空野が好きだ」




　明かすと、百合姫は気の抜ぬけたような表情かおをする。もしかしたら、まだ、俺がなにを言ったのかを、頭ではなく感情、心が理解していないのかもしれない。

　だとしても……っ、俺は言葉を続けなければいけない！

「……ッ、俺は……空野に告白された。それで、俺も空野が好きだから……付きあおうと考えている……っ。カレシと、カノジョの関係になろうと思っている……」

「──、──、そっかぁ」

　ほぅ、っと軽く白い息を吐はく百合姫。

　そして寂さびしそうな雰ふん囲い気きをまとったまま、俺に真意を問う。

「どうしてそれを、ヒメに言おうとしたの？」

「百合姫がこれを伝えられて悲しくなるってことは、正直知っていた。ひょっとしたら、百合姫は泣くんじゃないかって、不安だった。でも──」

　一回、深呼吸して続ける。

「おこがましいことを言うようだけど、俺が百合姫の立場だったら、全すべてを包み隠さずに話してほしい。そんなふうに願うと思う。だから俺は、全てを話すことにした」

　結局はそういうことだ。確かに、説明する義務はないにしても、人としての仁義はあるだろう。理り屈くつとか、論理とか、そういうモノをふっ飛ばして、俺の感情は、百合姫にはキチンと話しておくべき！　と叫さけんでいる。

　だがそれ以上に、俺が百合姫の立場だったら、隠されるのはイヤだ。そんなの、恋人としてはおろか、幼馴染としても、人としてイイと感じる関係性から外れている気がする。

「なら、一つ訊きいていいかな？」

「……ああ」

「せめて、どういう経けい緯いで付きあうことになったのか。それだけは、訊いておきたいの」

　意外だったけど、百合姫の声は落ち込んでいるように聞こえなかった。先ほどは気が抜けたような雰囲気だったけど、頭ではなく心が俺の言っていることを理解した瞬しゆん間かん、その雰囲気は霧む散さんした。

　今ではいつものように、ニジケンで喋しやべっている時のように、ナチュラルな面おも持もちだ。

　そこに悲しみも寂しさも切なさも、存在していないと断言できる。

　これはなにかの前兆なのだろうか？

　いや、そうだとしても俺のやるべきことは変わらない。百合姫の質問に答えるだけだ。

「──、これは空野にも言ってないことだけど、俺は夏休み前の段階で、空野に惹ひかれていた。そして夏休みにプールに行った帰り道、その恋こい心ごころを自覚したんだ」

「へぇ、それで？」　と、百合姫。

「でもその時は、特別じゃないと思った。だから自分の心の中で、空野は特別じゃないから恋ではない、と、そう自分で自分を騙だましきったつもりだった」

　百合姫は、静かに俺の話を聞いてくれる。

「むしろ特別なのは百合姫の方だ。特別っていうか、唯ゆい一いつ性のある女の子というか、当たり前のことだけど、俺がどんなに長生きしても、百合姫以外に幼馴染の女の子なんてできっこないし……」

「だからヒメが特別なの？」

「でも、とある人にも批判されたけど、俺の中では特別な存在＝恋れん愛あいの対象じゃないんだよ。だから、その……特別なのは百合姫だけど、好きなのは空野。そういう構図が俺の心のどこかに間ま違ちがいなくあった」

「ふぅん」

「この構図、っていうか感覚は、文化祭の時にはすでにあったけど……俺は、少なくとも文化祭の時には、特別と恋愛感情のどちらを大切にするかを決めかねていたんだ」

「普ふ通つうは恋愛感情の方を優先すると思うけどね」

　と、百合姫は自じ虐ぎやく的に笑う。

　百合姫が『特別』ではなく『恋愛感情』を大切にする派なのは、当たり前だ。百合姫はどっぷり二次元のヒロインの真似まね事をしているけど、百合姫は、彼女にとって俺が特別だから何回も告白したんじゃなくて、俺に『恋愛感情』を抱いだいているから、何回も告白したんだ。

　ある意味では、二次元のヒロインレベルの、好意を寄せている男の子に対する執しゆう着ちやくという意味では、百合姫こそ、逆に誰だれよりも特別よりも恋愛感情を大切にしている女の子と言えるのかもしれない。

「普通はそうなんだろうな」

「それで続きは？」

「──俺と空野はクリスマスイヴにデートして、そこで、空野に、告白された」

「…………」

「そこで俺の中にある、特別と恋愛感情、どちらを大切にするかを、決めた」

「…………」

「っっ、俺は、特別ゆりひめよりも恋愛感情そらのを選んだ……っ」

　ふいに、衝しよう動どう的に百合姫から目を逸らしたくなった。後ろめたさというよりも、怖こわいという感情によって。でもそんなことしてはいけない。目を逸らしたら負けとか、そういう勝ち負けの問題ではなく、こんなダメな男子で、今さらそんなことを言うのかって感じだけど、せめてもの、なけなしの誠意の問題として。

「それで付きあうことにしたの？」

「……厳密には、まだ付きあっていない」

「うみゅ？　どういうことなの？」

「百合姫の気持ちを考えていない。そう言われたら反論しようがないけど、百合姫に俺と空野の交際を認めてもらう。それで初めて付きあおうって、約束した」

　これでどうしてこういう運びになったのか。俺としては上手うまく説明できたつもりだ。

　けれど、上手く筋道を立てて説明することと、相手に許してもらえるような説明になっていたかは、別の問題だが。

　だとしても、ウソを吐つくわけにはいかない。誤ご魔ま化かすわけにはいかない。偽いつわるわけにはいかない。騙すわけにはいかない。装よそおうわけにはいかない。負い目を背負っても、自責の念に駆かられても、吐きそうになっても、震えても、申し訳なくても、ありのままのことを言う。

　それが今の俺にできる全てだから。

　そして、いくらかの時間が流れた。

　俺に言えることはもうない。せいぜい百合姫に促うながされた場合に限り、百合姫が認めざるを得ないぐらいの空野への想いを叫ぶぐらいだ。

　ゆえに俺は、百合姫の次の言葉を待っている。

「──、──、い──思──、ヒ──」

「……えっ？」

「いいと思うよ、ヒメは。心路くんと継未ちゃんが付きあうの」

　言われたことを理解できず、衝動的に百合姫の顔を二度見してしまった。

　百合姫は、泣いているわけでも、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを俺に向けているわけでも、悔くやしさで下した唇くちびるを嚙かんでいるわけでもない。

　優やさしい、聖母のような微笑ほほえみを浮うかべていた。

「ていうか、やっぱり継未ちゃんも、心路くんのことが好きだったんだね？」

「あ、ああ……そうらしいけど……」

「そっかぁ、おめでとう！」

　ん？　……？　？

　ん？　えっ？　んんっ？

　こんな和なごやかに話が終わるのか？　俺は結構覚かく悟ごして百合姫を呼んで、話そうとしたのに。でも事実、百合姫は俺と空野の交際を認めてくれたし、俺がしていた想像とは反して穏おだやかに微笑んでいるし。

　俺はもしかして、百合姫の俺への恋愛感情を、どこか本来よりも怖いものと誤ご認にんしていたのか？

　なんて心の声で言っているうちに、百合姫は俺に、改めて話しかけてくるし。

「よかったね、心路くん、念願のカノジョさんができて」

「あ、ああ……」

　俺は普通に戸と惑まどうも、心のどこかでほっ、と安あん堵どしていた。

　しかし──、




「あはっ、でもでも、心路くんが継未ちゃんと付きあうことと、


ヒメが心路くんを諦あきらめるかどうかは、別の問題だよね♪」






　刹せつ那な、俺は無言になるしかなかった。

　本気で言っている意味がわからなかった。俺の今までの説明を聞いて、なにをどうしたら、そんな結論になるんだ？

　一いつ瞬しゆん、否定しようとした。でも……無理だ。いくらなんでも言葉が通じないなんて展開はないはず。百合姫にも俺が言いたいことは、今、伝えようとすれば伝わるはず。

　しかし……なんて言葉にすればいいんだ？

「……ぁ、……っ、ゆ、百合姫？」

「ぅん？　なぁに？」

「いや……っ、その、なんていうか……えっと、……俺のことを諦めないって、もしかして──」

「これからは継未ちゃんに負けないぐらい、い～っぱいアピールして、積極的に好き好きオーラをぶつけていくよ♪」

　嗚呼ああ、俺は初めて百合姫のこういう一面を覗のぞいたけど、たぶん、いや、絶対、百合姫は最初からこういう女の子だったのかもしれない。

　俺は空野が初めてのカノジョだし、それに付ふ随ずいする事実として、結果、百合姫が誰かから俺を奪うばい返すという展開も存在しなかった。だから今日に至るまで浮かび上がってこなかっただけで、百合姫は最初から、こういう女の子だったのか？

　そして一番無視してはいけない事実として──その原因は、俺だ。

　文化祭の後夜祭で、百合姫が俺に言ったことが事実なら、百合姫の全すべての価値観は、俺の幼かった時の布教活動に繫つながっているのだから。

「さて、継未ちゃんに負けてられないね」

「……っ」

　そして百合姫は最後に──、
















「恋は戦争、って、よく言うもんね♪」








五章　それでも俺たちは、たった一つの恋の形こたえを探す。









　もともとあった三人の関係性や、それに関する各おの々おのの感情をいったん置いて、事実だけを言葉として並べるなら──、

　空そら野のは友達の好きな人を好きになった。

　百合ゆり姫ひめは、友達に好きな人を奪われた。

　しかし百合姫は、奪われた人を奪い返そうとしている。

　えぇ……、ちょっと、ほんのちょっとでいいから待ってくれ。

　こんなのオタク向きじゃないだろ……。俺たちの年ねん齢れいっていうか身分が大学生とか社会人だったら、完全に昼ドラだ！

　ていうか、昼ドラでも百合姫レベルで好きな異性に対する感覚がイッてる登場人物、滅めつ多たにいないぞ？

　百合姫は、頭が壊こわれているわけでも、狂くるっているわけでもない。自分で気付け、って、ところも多々あるが、他人から指し摘てきされれば、譲ゆずれない一線以内なら、ある程度自分の非を認める。

　頭が壊れている、っていって連想するのは『未来日記』の我が妻さい由ゆ乃のとか。

　頭が狂っている、っていって連想するのは『ひぐらし』の竜りゆう宮ぐうレナとか。

　けど当然、百合姫はあそこまでサイコパス染じみていない。ゆえに、正しく、改めて百合姫を評価するなら、頭が違ちがう。

　壊れたとか、狂ったとか、そういうのはもともと、正常だったモノがなにかしらの外的要因によってそうなってしまった、ということだ。

　翻ひるがえって百合姫は、そりゃ、バトルロイヤル作品や、ホラー作品のキャラクターと比べると、猟りよう奇き的な度合いや被ひ害がい規模は皆かい無むに等しいけど、頭……いや、これだとあまりに百合姫が可哀かわい想そうだし、俺も酷ひどいことを言っていることになるので、表現を変えるが……なにかを見たり聞いたりして、なにかを感受する人としての当たり前のモノが違う。

　外的要因によって影えい響きようを受けたのではなく、そんなものなくても、最初からそうだったんだ。

「列、動かないねぇ」　と、空野。

「そうだなぁ」　と、俺。

　以上、なんてことを考えつつ、冬コミ初日、午前一一時、俺は空野と一いつ緒しよに企き業ぎようブースの列に並んでいた。

　一人でいいじゃん、並ぶの！　ってツッコミはＮＧ。限定個数以上の物を買うには、二人以上で並ぶしかないのだ。なお、並んでいるのはいつも大盛せい況きようなＫＡＤＯＫＡＷＡさんのブース。

「神かみ園ぞの、あたし、どうしたらいいん……？」

　列に並びながら、空野がそんなことを訊きいてきた……けど……そんなの、俺だってわからない。俺だって、むしろ知りたいぐらいだ。

「昨日、空野と別れたあとのこと、話さない方がよかったか？」

「ううん、こんな事情を隠かくされていたら、あとでややこしくなると思うし、大だい丈じよう夫ぶだから」

「今でも充じゆう分ぶんややこしいんだけどな……」

　数秒だが間が開くも、すぐに空野はぽつぽつ、と続ける。

「あたしはイヤだから。認めたくない」

　喉のどの奥を絞しぼるような声で、空野は言う。

「自分のカレシが他ほかの女の子にも好意を抱いだかれているなんて、イヤ。不安で不安で、悲しくなりそう」

「…………」

「あたし……上手うまくわからないけど花はな咲さきさんより神園が好き。大好き。花咲さんに、奪われたくない……。とにかく、絶対にイヤっ」

「空野……」

「花咲さんに神園を奪われたくない。もし奪われちゃったら、これから先、ニジケンでのことがヤな思い出になっちゃうし……」

「それは……俺もイヤだな」

　俺と空野は、二人揃そろって白い吐と息いきを漏もらす。

　と、そこでふいに、空野は俺のコートの裾すそをちまっとつまんできた。

「神園、あたしどうしたらいいのかな？」

　それに対して俺は、一度空野の手をコートから離はなしてから、裾なんかじゃなく、自分の手でしっかり繫ぐ。

「なにも知らない人がこの状じよう況きようを聞けば、俺が百合姫のことを振ふればいい、って言うかもしれないけど、俺が振っても百合姫が諦めるわけがないよなぁ」

　俺は文化祭のあと、駅のホームで雪ゆき村むら先せん輩ぱいに想おもいを吐はき出した際、現実の男子とフィクションの主人公では、たくさんの女の子の中に一人だけ男子という状況に対する構え方が違う、と、心底思い知った。

　翻って今回のポイントは、現実の女の子とフィクションのヒロインの違い。

「改めて考えてみれば、無事に主人公と結ばれたヒロインの一人が……主人公くんと結ばれないならわたしは一生独身でいい！　おばあちゃんになるまで主人公くんのことを好きでいる！　って言っちゃう別のヒロインのことを危険視しないわけがないよなぁ」

「あたしもニワカだけどオタクだから、あまり気にしたくないけど、いわゆる滑すべり台ヒロインって、友達の恋こい人びとを好きでい続けているんだよね？　正直、どうかと思うから……」

　ここで偶ぐう然ぜんにも、俺と空野のため息が重なる。

　文化祭の終しゆう盤ばん、俺は百合姫に、俺は百合姫を否定するかもしれないけど、二度と俺に好意を寄せるなとは絶対に言わない──と言ってしまった。

　それに対して百合姫も、ヒメは何度心しん路じくんに拒きよ絶ぜつされても、諦めないもんっ──と宣言した。

　嗚呼、くそぉ……あれがここにきて呪じゆ縛ばくとなっているのか……。

　そして、否定はされるかもしれないけど、好意を寄せるなとは言われないという約束、っていうかルールがあるから、百合姫は徐じよ々じよに大人しくなってきているのか。

　つまり百合姫がここ最近、大人しくなっていた原因は、自分の初恋が終わることがないと保障されたから、だ。そりゃそうだ。一いつ般ぱん的な感性を持つ人なら、そういう発想に至らないが、百合姫からしたら、俺が誰だれかと付きあうことが失しつ恋れんということに直結しないんだし。

　で、俺が時間を潰つぶすために考え事をしていた、その時だった。

「うぅ[image: ～][image: ～]、かみじょの[image: ～][image: ～]……」

「はいはい、空野さんや、どうしたんだい？」

「お目当ての物が完売したらしいから……」

「よくあることだ。気にするな」

「よくあることなん!?」




　　　　◇　◆　◇　◆




　ファンネルでゲットした戦利品を確かく認にんするために、いったん適当なベンチに集合するニジケンメンバー。

　しかし……やはりと言うか、予想どおりと言うか、なんと言うか、空野というカノジョがいる俺に、百合姫はイチャイチャ攻こう撃げきを繰くり広げてきやがった。

　具体的には……、

「し～ん、じっくん♪　すりすり～」

　こいつ、正気か!?　空野、つまりカノジョがいる目の前でその子のカレシの腕うでに抱きついて、胸を押し付けたまま頰ほおずりするなんて！

　くっ、空野が悲しそうな目で俺のことを見てくる……。これは早々に百合姫を腕から引きはがそう。ああ、これがヒロインＡと仲良くしているところをヒロインＢに目撃された主人公の気持ちなのか。

「百合姫、ちょっと離れてくれ」

「ぅん？　はぁい」

「ふぅ……」

「ヒメ先輩が離れたところでツッキーのターンだニャン！」

「なんでだよ!?」

　今度は月つき島しまが俺にくっついてきたし!?　こいつ、俺に百合姫を薦すすめてきたのに、また以前のように俺にくっついてきたぞ。それともあれか？　ラジ館の最上階で話したことが原因で、百合姫じゃなくて空野なら、目の前でくっついてもいい、と？

　が、一番可能性としてありえそうなのは、月島のことだから、面おも白しろければオールＯＫだニャン！　みたいなノリでくっついている可能性。

　こいつ、以前、あくまでも自己申告だけど、面白ければニジケンを壊す発言をしているからなぁ。

（ちらっ）

（…………）

　誰にも気付かれないように空野のことをチラ見したけど、この瞬しゆん間かんにも泣きそうな表情かおをしていた。しかもその隣となりでは、雪村先輩が神しん妙みようそうな面持ちで、俺、というよりは百合姫と月島を見ている。

「月島も離れてくれ。身体からだを動かしづらい」

「え～、しょうがないニャア」

　その後も、俺は百合姫と月島の相手をした。

　もちろん、俺は空野のことを常に気にしていたし、最大限、百合姫と月島のアタックを防ぼう御ぎよしている。

　でもこんな状況で、なんて空野に声をかけていいかわからなかった。俺が優ゆう柔じゆう不ふ断だんラブコメ主人公みたく百合姫と月島に引っ付かれているという一面もあるが、それ以上に、空野に負い目を感じている。

　百合姫と月島、どちらも同じぐらい、俺にくっついてくる。特に百合姫なんかは、昨日のこともあってか、再会したばかりの頃ころより積極的に。

　とどのつまり、俺がいくら全力で防御しても、百合姫と月島、特に前者はアピールをやめない。どんなに俺が言葉を並べても、百合姫には通じない。一時的には収まるかもしれないけど、それは所しよ詮せん、その場しのぎにすぎないはず。根本的な解決にはつながっていないのだ。

　百合姫を何度も振った罪悪感により、俺は本気で百合姫を蔑ないがしろにできない。空野のためにある程度の無下にする行こう為いは受け入れろ、って、頭ではわかっていても、心なんて不ふ明めい瞭りようなモノが、それを良しとしない。すると、その事実は空野を悲しくさせるという事実に直結する。

　なにゆえ悲しくなるか、って？

　自明だ。カレシが他の女の子と仲良くしているのを見て、悲しまない女の子なんていない。

　そして──、

　月島はバカではないが、人の感情を軽く見積もってしまうフシがあるので、空野の胸中に気付かず、百合姫のイチャイチャ攻撃に参加して。雪村先輩は真ま面じ目めかつ、これからのことに対して険しい目線で、暴走中の百合姫と月島、それに引っ付かれる俺、そんな俺を切なそうな瞳ひとみで見る空野のことを気にしていた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　冬コミ一日目が終しゆう了りようした約三時間後、ニジケンメンバーは各おの々おので自由行動を取ることになった。──と、いっても、すでに冬コミが終了して、一六時半～一八時半の間で一度アキバに行ってからの自由時間だけど。

　今は一九時で、場所はニューオータニイン東京、つまりホテル。

　あぁ……疲つかれた。ベッドに横になって少し休もう。

　──、と、横になった瞬間に、誰か今、俺の部屋をノックしたか？

　──、あっ、またノックされた。

　誰だろうか？　まぁ、ニジケンの中の誰かなんだろうが。

　ドアを開けて来訪者を確認すると……空野？　他には誰もいない、か。

「どうしたんだ？」

「えっと……まずは部屋に入れてもらえると嬉うれしいから」

「あっ、そうだな。じゃあ、その……どうぞ」

　促うながすと、空野は大人しい感じで俺の部屋に入ってきたけど、あれだ。ラブの付くホテルではない普ふ通つうのホテルとはいえ、男子の部屋に空野を入れてよかったのだろうか？　俺個人的にはいい意味で、すごくそわそわしてしまうけど、社会的に見たら、当然アウトだよなぁ。しかも俺たちは付きあっているんだし。

　……、昨日……百合姫に一応は認めてもらって、恋人同士という関係になったけど、なんていうか、確かに付きあっているけど、大手を振ってそういうことにできないというか……、新しい関係を素す直なおに祝えないというか……、喜ばしいことなのに気持ちが晴れないというか……。

　もにょもにょしてしまうじゃん。

　で、深く考えもせず俺がベッドに腰こしを下ろすと、その隣に空野も座る。──って、え？

　しまった！　先に空野が椅い子すかベッドのどっちに座るかを見てから、自分が座る場所を決めるべきだった！

　しかし時はすでに遅おそい。

　空野は二人ともベッドの上だというのに、俺の肩かたに寄りかかってくるし。

　若い男女が二人きり、しかも恋人同士、ホテルの個室、女の子の方が男の子の肩にベッドの上で寄りかかっている。

「「…………」」

　ここで空野のことを抱だきしめて、口で口を塞ふさいで、その先のことをしても、絶対に空野は俺のことを拒こばまないはず。

　でも、こんな曇くもったままの心境で、空野と結ばれたくない。

　もし一つになるのだったら、もっと初うい々ういしくて幸せを感じるような心境でしたい。

　大切な思い出として、俺にしても、空野にしても、記き憶おくに残るような初めてにしたい。

　だから今は、絶対にダメだ。

「ねぇ、神園」

「どうした？」

「……神園は、花咲さんに対する『特別』と、あたしに対する『好きって気持ち』と、どっちを優先してくれるん？」

　こんなの、いくら鈍どん感かんでも気付けないわけがない。空野の涙なみだぐんだ瞳を見ればわかる。

　空野は不安なんだろう。言葉でわかる。瞳でわかる。俺の部屋にわざわざきたという事実でわかる。カレシである俺の肩に寄りかかっている事実でわかる。これでわからない方がおかしい。

　だから俺は、空野の手を握にぎった。指は細く、手のひらはやわらかかった。

「少し、前置きしてもいいか……？」

「うん」

「まずは最初に謝っておく。ゴメン。昼間の、コミケ会場のこと。月島が俺にくっ付いてきたのは、たぶん、面白くなりそうだからだニャン！　って理由だと思うけど……せめて百合姫のアタックだけは、もう少し拒絶した方がよかったよな……」

「それは……あたしは見ていてモヤモヤしちゃったけど、あれ以上、神園はどうしようもなかったと思う。だから、それは大だい丈じよう夫ぶだから」

「──、そっか」

「でもせめて、花咲さんの愛情表現があのレベルなら、あたしにも、同じ程度の愛情表現はしてほしかったから」

　なるほど。百合姫の愛情表現をゼロにするのは難しい。だから空野は、百合姫からの愛情表現を、俺から空野への愛情表現で相そう殺さいしたかったのだろう。不安をゼロにすることが難しいなら、不安を安心で打ち消そうと。

「じゃあ、質問の答えだ」

「うん」

「──俺は空野に対する『好きって気持ち』を優先する。『特別』への憧あこがれを諦あきらめても、俺は空野と一いつ緒しよに、これから恋こい人びと同士として過ごしていきたい」

　これだけは死んでもハッキリさせないといけない。えっ、なんだって？　って誤ご魔ま化かすなんてありえない。空野が、好きな女の子が、カノジョが、こんなに寂さびしい想おもいをしているんだ。その原因は俺と百合姫にあるけど、だからこそ、その対処は俺がしないといけない。

　だが、空野は、俺のこの答えで満足しなかった。

「……かみじょののばか。……バカじょの」　と、拗すねた感じで唇くちびるを尖とがらせる空野。

「えぇ……？」

　どういうことだ……？　俺は百合姫よりも空野を大切にする。特別よりも、空野のことが好きって気持ちの方に、空野と恋人同士になれるという幸せの方に、それに心が惹ひかれるから、憧れを捨てて、空野に対する恋れん愛あい感情を優先する。

　その言葉のどこに、不安はあるかもしれないけど、バカにされるような原因があるのだろうか？

「神園は……あたしのことを好きって言ってくれたのに、あたしも神園のことが好きなのに、自分で、これでよし！　って納なつ得とくできるぐらい、神園の気持ちに、応こたえられてないから……」

「から？」

「でもそれを、いじけている間は神園のせいにしたい……」

　ふいに、空野は俺の方に寄り添そうだけではなく、ベッドの上なのに腕うでを組んできた。

　刹せつ那な、俺の身体からだの芯しんは、よくわからないぐちゃぐちゃした感情で、かぁ、と燃えるように熱くなった。

「空野は俺の気持ちに応えられていない、って言ったけど、そんなことない。俺は空野が好きだから、ただ一緒にいるだけで……」

「──違ちがうから」

　穏おだやかで、なにかを諦めたような微笑ほほえみで、空野は否定する。

「えっ？」

「神園が……あたしに対して幸せを感じてくれるかじゃない。あたしが神園のカノジョとして、自分で自分を認められるかどうかの問題だから……」

「どうして……、なんで、認められないんだよ？」

　自分を認められない、って、確かに俺たちが付きあい始めたのは昨日の夜ってことになっているけど……、四月に初めて言葉を交かわして、同じ部活に所属するようになって、一緒に下校するようになって、プールに行き、夏祭りに行き、夏コミに行き、ついにはクリスマスデートで相思相愛ということを言葉でお互たがいに伝えあって……、その付きあう前からの、何気ない毎日の積み重ねがあるのに、空野は、認められないのか？

　その空野の発言は、俺にとって──、

　──日常の否定に等しいのかもしれない。

「ねぇ、神園」

「ぅん？」

「恥はずかしいから一度しか言わないんだけど、そのぉ……」

「はいはい」

「──もっとくっついても、いいん？」

　……っ、どうしたんだ、急に？

　まずそもそも、俺の質問に答えていないし、いくらなんでも唐とう突とつすぎるよな？

　でももしかしたら、この展開、言動が、質問の答えにつながっているのか？

　だとしたら──、

「す、っ、好きにしたらいいんじゃないか？」

「あっ、また神園がツンデレた」

　言うと、空野は俺の身体に正面から抱き付いて、俺のことをベッドに押し倒たおす。

　すると必然的に、押し倒されたまま視線を下っていうか足の方にやると、っ。

「かみじょの」

「そ、空野」

　可愛かわいい、空野、自分から俺のことを押し倒したのに、赤面していて、瞳をうるうるさせていて、しかもこういう時に気にすることではないのは重々承知だが、空野のおっぱいが俺の胸部に押し当てられていて……!?

「今度は、神園から……頭、なでて？」

「いいのか？」

「ぅん」

　俺は押し倒されたまま、空野は俺の身体の上にのしかかったまま、頭を、俺はなでて、空野はなでられる。

　女の子の髪かみってこんなにさらさらなのか。指で梳すいてみても全然引っかからない。

　二次元は違うとしても、現実では、しょせん髪なんだから男子と変わらないだろうとタカを括くくっていたが、空野の髪はなでるだけで指の先が気持ちいい。

　しかも空野が使っているであろうシャンプーの匂においもするし。

「ど、どう、かな？　あたしの髪」

「さらさらで、いい匂いがする」

「それは……シャンプーしてきたし、身体も、えっと、綺き麗れいにしてきたから」

　それってどういう意味ですか!?

　いやいや、これを心の中で言う分にはいいけど、声に出しちゃダメだ。

「次は、あたしのこと、抱きしめてもいいから」

　抱きしめてもいいから、って言っているけど、抱きしめて、っていう強制だよな？　選せん択たく肢し、選ぶまでもなく一つだよな？

「いくぞ？」

「んっ」

　ついに、俺は空野の身体を、ベッドの上で抱きしめてしまう。

「すごい……空野の身体、やわらかい……」

「神園のドーテー。……んっ、女の子の身体は、みんなやわらかいんだから……」

　空野の身体、本当にやわらかい。身体に押し付けられた胸はもちろん、ふわふわしていないところなんてどこにもない。ボディーソープの匂いが胸の奥を高鳴らせるし、空野のことが恋しくて恋しくて、切なすぎてどうにかなりそうだし、感かん触しよく的なことよりもなによりも、空野を今自分の腕で抱だきしめているという事実に、身体が体温とは別の熱源を得たみたいにカァ[image: ～][image: ～]っと熱くなる。

　だって、俺、今、自分の好きな女の子を抱きしめているんだぞ？

「ねぇ、神園、さっきの質問だけど──」

「っっ、あ、ああ」

「神園は否定すると思うんだけど、神園の心って、たぶん、あたしよりも花咲さんが大部分を占しめているよね？」

　そんなことはない、って反論しようとしたけど、空野は俺が反論することをわかっているし、どうすればいいんだ？

「あたし、心のスペース争そう奪だつ戦で、花咲さんに負けているなぁ、って」

「──、それで？」

　俺は努めて優やさしい声で、空野に続きを促うながした。

「好きな男の子の心に……自分より大きい女の子がいる、って、すごく妬やいちゃうから。妬いちゃうし、拗ねちゃうし、どんどん、どんどん、素す直なおになれなくなっちゃう……」

「────」

「そして同じぐらい、甘えたくなっちゃうから」

「────」

「なんていうか、ツンデレみたいに」

　言うと、空野は俺の胸部に顔を埋うずめた。

　そしてベッドと俺の背中の隙すき間まに両りよう腕うでを入れ込んで、抱きしめてくる。

「かみじょの、もっと強く抱きしめて？」

「ああ……」

　これを唐突と言えるだろうか？

　この独白を、突とつ拍ぴよう子しがないと言えるだろうか？

　この空野の劇的な変化を、急展開とか、いきなりすぎるとか、言えるだろうか？

　言えない。

　俺の目から見えなかっただけで、俺が気付かなかっただけで、空野はこのことを今日まで溜ため込んできたのだ。それが今日になって爆ばく発はつしただけ。

　きっと、仮に予兆があったとするなら、それは文化祭からだろう。

　百合姫のメンタルは正直病的だけど、普ふ通つうの、平へい凡ぼんな女の子なら、友達に、具体的に空野の場合は百合姫に、「友達同士で同じ男の子を好きになったけど、継つぐ未みちゃんとはずっと友達でいたいな♪」とか「同じ男の子を好きでい続けるけど、どっちが付きあっても恨うらみっこなしだよ♪」とか、そういう意味合いのことを言われて、気に病やまないわけがない。

　同じ男子を好きになって、それでも関係が変わらないアニメキャラは化け物だ。

　そして現実の女の子の象しよう徴ちようみたいな空野が、それに耐たえられるわけがない。

「神園」

「今度はなんだ？」

「もっかい、頭なでて？」

「わかった」

　昨日の百合姫の発言。

　やっぱり、伝えない方がよかったか？

　けど、あの場に空野をいさせなかったのは正解だと思うけど、伝えないと、あとでややこしくなるし……。

　ああ……。

　文化祭のあとの、あの部室でのやり取りは、きっと百合姫も空野も、二人ともスッキリできただろう。そういう雰ふん囲い気きだったから、としか言いようがないけど。事実、監かん視しカメラで見ていた俺も、いい話だなぁ、とは感じた。

　でも昨日のアレは違う。本人が言葉にできないぐらい、空野を悩なやませる種だ。

「神園」

「ん？」

　その時だった。ふいに空野が俺から身体を離はなした。

　ベッドから立ち上がったので、俺も立ち上がりはしないが、上半身を起こす。

「……バカじょの」

　突とつ然ぜん、罵ば倒とうされたんですけど。

「どうしてこういう雰囲気なのに、あたしを神園の好きにしてくれないん？」

　まさか空野──、っっ、

　さっき言っていた、拗すねちゃうのに甘えたくなるって──、




「……ふんっ、かみじょのの、ばか。

　なんで、この雰囲気であたしの唇くちびるを塞ふさいでくれないん？

　あたしを一いつ旦たん押しのけて、逆にあたしのことを押し倒してくれないん？

　せっかく、あたしが──、女の子が──、

　勇気出したのに……。誘さそったのに……」




　言うと、空野は不満げに、拗ねて頰ほおを小さく膨ふくらませて、機き嫌げんを悪くした感じで唇を尖とがらせて、立ち上がって部屋から出てしまう。

　嗚呼ああ、空野は言葉がほしかったんじゃない。

　初めての傷あかし、結ばれた痛みあかしがほしかったのだろう。

　逆なことに、俺は、今ここで致いたすのは絶対にダメって、そう自分に誓ちかっていたのに。

　女の子の気持ちって、よくわからない。
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　翌日、コミケ二日目──。

　俺の気持ち、そして空野の心境とは裏腹に、空は快晴だった。

　冬はなんとなく、夏よりも空気が澄すみ切っている気がする。大気が透とう明めいというのか、空という果てのない天てん井じようがどこまでも高いというのか。

　青い空に、白い雲に、冷たい北風に、そして眩まぶしい太陽。

　コミケの入場待機列さえ我が慢まんすれば、あとはファンネルで五人全員が別行動なので、俺も、空野も、他ほかの三人も、幾いく分ぶんか一人になれる時間を与あたえられた形で冬コミ二日目に挑いどむことができた。

　そして各自の担当分の同人誌をほとんど買い終えたところで、俺は東館の自じ販はん機き近くに月島と雪村先せん輩ぱいを呼び出すことに。

　冬でも賑にぎわう東京ビッグサイト。クソ寒いのに、オタクたちから白い湯気が本当に見えそうなぐらい大盛せい況きようだった。

　そしてその年に二回のお祭りの自販機の近くの一角にて──、

「──、──ってことがあったんです」

「フニャ～、だからつぐみん先輩、今日、ヒメ先輩にアタックされるココロ先輩をジト目で睨にらんで、不ふ機き嫌げんそうだったんだね」

　アタックなんて生なま易やさしいものじゃないだろ、あれ。

　新しん婚こん夫ふう婦ふでもあそこまでいちゃつかないぞ、ってぐらい甘々なアピールだったんだが。

　それをコミケでやったんだから、まぁ、周りの視線が痛かったのは察して。

「これ、神園くんが花咲さんにアタックされている最中に、ジト目でジト～、と、視線を向ける空野さんに──空野さん？　待ってくれ、こ、これは誤解なんだ……っ！　って弁明したら、ラブコメあるあるの完成だったのにね」

「む～ん、そういえば、なんでああいう時の主人公って、ヒロインをさん付けするのかニャン？」

　さすがにアダルトな雰囲気に関するところは少しだけ省いたけど、ほとんどのことを二人には話してしまったな。

　一昨日の百合姫の発言、を。

　昨日の空野との出来事、を。

　でも、これは必要なことだ。

「やっちゃったニャン、ココロ先輩」「やってしまったわね、神園くん」

「そうですね……、もっと空野に気を遣つかっていれば……」

「そういうのじゃないニャン」

「空野さんは誘っていたのに、あなたが気付かなかった。結果、あなたにその気はないにしても、空野さんは拒こばまれたと感じてしまった。ってことよ」

「普通に考えて、女の子が誘ったのに、男の子がそれに乗ってこなかったら、女の子はますます拗ねるニャン」

「女の子って難しい……」

　男子なら、拗ねるじゃなくて、ふて腐くされるだと思うんだけどなぁ。

　…………。

　……、…………。

「それで、あれかしら？　神園くんは私たちに助けを求めている、とか？」

「違ちがいます。助けてほしいなんて、これ以上迷めい惑わくになりそうなことを言うつもりはありません」

「じゃあどういうつもりだニャン？」

「現時点で迷惑をかけているから、謝ろうとしただけだよ。月島、ゴメン。雪村先輩も、申し訳ありません」

「ニャフン……」

　月島のネコ耳はしおしお～、と、元気なくしょぼくれて、ぺたんとなっていて、シッポの方はしょんぼりと垂れていた。さすがに面おも白しろければなんでもすると公言している月島だけど、文化祭の時と同じように、思うところがあれば、それを一時的に撤てつ回かいし、負い目を感じるらしい。

　けれど、月島の元気さは一種の基準だからな。こいつがハチャメチャな時はニジケンも明るいし。こいつがしんみりしている時は、ニジケンも暗いし。そういう意味では、面白ければニジケンだって壊こわすニャン！　と言っている月島に早く戻もどってほしい。

「それで、そのことについて神園くんはどう感じているのかしら？」

「正直、自分で自分のことを、最低だなぁ、って」

　こういうのはえてして俺が悪い。

　こういう展開の時、えてしてその中心にいるヤツが悪い。

　アニメで言うならば主人公が悪い。

　俺にしては珍めずらしく論理的ではないけど、空野に昨日、へそを曲げられて、自分に対する最低という感情だけが残った。一＋一＝二とか、一×二＝二とか、論理という計算式があって答えという事実が残るのではなく、二＝二みたいに、感情がそのまま答えという事実に直結している。

　とりあえず俺が悪いということにしておけば正しい。そういうわけではなく、心の底から『俺が悪い、だから俺が悪い』みたいな思考がこびりついて離れないんだよなぁ。

「ふぅ、私はそうは思わないわね。昨夜、神園くんの部屋であったことに関しては、空野さんの独ひとり相撲ずもうじゃないかしら？」

「？　なんでですか？」

　一回だけ息を吐はいてから雪村先輩は続けた。

「話を聞く分に、空野さんが自分で言ったらしいじゃない。自分で自分を認められるかどうかの問題だから……、って」

「それが？」　と、俺。

「仮に神園くんが空野さんのことを恋こい人びととして認めていない。それに対して空野さんが認められるように頑がん張ばる、って場合なら、神園くんにも問題はあると思うわ。でも──」

「でも、なにニャン？」　と、月島。

「空野さんが空野さん自身を認められない。これって、少し言い方が変になるけれど、答えあわせするのも空野さん本人だし、問題をクリアするのも空野さん本人。いうなれば、自問自答の亜あ種しゆよ」

　冷たい言い方だ。でも心のどこかで納なつ得とくしてしまう。たぶん、冷たい言い方なだけで、言っていることは正しいからなのか？

　自問自答に他者は介かい在ざいしない。ゆえに、俺すらも関係なく空野の独り相撲──ということらしい。

　だけど、俺はそれを認められないな。ロジックなんて知らないけど、空野が悩んでいるのなら、たとえマイナスな影えい響きようでも関かかわりたい。関わらせてほしい。

「あれですね。雪村先輩にしては、優やさしくない言い方ですね」

「勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だい。神園くんは悪くない。空野さんに問題がある。そういうふうに言ったけれども、空野さんに共感できないとは言っていないわよ？　むしろすごく共感できる。一昨日から今日までの彼女の悩みは、すごく彼女らしいわ」

「ニャフン。まぁ、きっと今、ゆきむー先輩がバトルマンガの解説要員並みに、つぐみん先輩の心境をロジカルに説明したけど、つぐみん先輩ご本人は、ここまでのことを、自分でもよくわかっていないんだろうね」

　十中八九そうだろうなぁ。空野は自分のことなのに、いや、自分のことだからこそ、ここまでわかっていない。空野は、まぁ、こういうシリアスな時に言うのもおかしいけど、言ってしまえばポンコツだし。

　一応、言い訳するけど、空野に限って言えば、ポンコツなのは悪いことじゃないぞ？

　ポンコツな空野は、何気ない日常の中で接すると、すごくいじりがいがあって可愛かわいい。からかった時の反応が萌もえる。問題なのは、現状が何気ない日常と言い難がたいことか。

「さて、神園くん」

「なんですか？」

「これから、私は花咲さんにケンカを売りに行くわ」

「…………は？」

　百合姫の一昨日の発言ほどは驚おどろかなかった。言葉の意味も理解できる。でも──雪村先輩がケンカ？　しかも百合姫と？　そんなの、想像すらできない。挙句、よりによって、ニジケンの中で最もケンカが弱そうな百合姫と、ニジケンの中で誰だれよりニジケンそのものとニジケンメンバー全員を大切に思っている雪村先せん輩ぱいの組みあわせなんて──なにゆえ？

　止めなくちゃ。雪村先輩は本気だ。

　今ここで止めなくちゃいけない。

「ど、どうしてですかっ？」

　俺は、雪村先輩の手を摑つかんだ。

　すると、一いつ瞬しゆんだけ雪村先輩の白い頰に乙女おとめ色が差す。

「あなたは花咲さんに自殺未み遂すいするほどの罪悪感を抱いだいているからスルーしているのでしょうけれど、私からしたら、いい加減、花咲さんは往おう生じよう際ぎわが悪い」

「……っ」「言っちゃ悪いけど、正論だニャン」

　ハッキリ心の声で言っておくけど──ゴメン、百合姫。正直、確かに俺は百合姫のことをうっとうしいと感じたことはあるんだ。でもそれは、百合姫の時と場所をほとんど考こう慮りよせずに行うアタックに対してだ。あくまでも、アタックに対して。

　だから百合姫の『恋心』に対して、しつこいとか、あまつさえ往生際が悪いとか、そういうふうに感じたことはない。感じたことがないどころか、百合姫に対して、そういう言葉が適応すると考えたこともない。

　ただせめて、俺には空野がいるんだぞ？　とは思ったが、やはり俺は、百合姫に対して死ぬほど甘いらしい。

「昨日の段階で薄うす々うす気付いていて、でも黙だまっていようと思ったけれども、空野さんがそこまで追い詰つめられているなら、私は、花咲さんの友達としても、空野さんの友達としても、黙っているわけにはいかない」

「……それは、その……」

「神園くんは、私と月島さんに助けを求める気はないのでしょう？　それはそれで問題ないわ。ただ、私が今、誰にもなにかを指示されていない状態なら、私は私の判断で花咲さんに言いたいことを言ってくる」

　あっ、雪村先輩に手を振ふり払はらわれてしまった。

「神園くんのためじゃなくて、私個人のために」

　そして、雪村先輩はどこかへ行ってしまう。

　残されたのは、俺と月島の二人。

「なら、ツッキーももう行くニャン。つぐみん先輩のところに、説教をしに」

「……は？　おい、月島までなにを……」

「ダメかニャン？」

「説教って……月島の方が年下ってことは気にしないにしても、空野のどこに説教する要素が──」

「つぐみん先輩は、心が弱いニャン」

　それはそうかもしれないけど、仕方のないことだろ。

　反論はできる。空野は月島の言うように心が弱いかもしれないが、それはあくまでも、月島と比ひ較かくして、だ。だから月島が空野の心が弱いと言いたくなる気持ちはわかるけど、それが絶対的な事実という言い方だけはやめてほしい。

　月島のメンタルが鋼はがねすぎるだけだからな？

　空野は、百合姫みたいに恋れん愛あいに対して執しゆう念ねん深くないし、月島みたいにハチャメチャじゃないし、雪村先輩みたいに何事もそつなくこなせるようなお姉さんキャラでもない。現実の象しよう徴ちようみたいな普ふ通つうの女の子だ。

　そんな空野が友達である百合姫から、継未ちゃんのカレシをいつまでも好きでいるね、って発言を受けたんだぞ。

　精神、心が弱って当然だ。

「つぐみん先輩は、つまらないことで悩なやみすぎだニャン。自分で自分を認められない、とか。ココロ先輩の心に自分よりも大きなヒメ先輩がいる、とか。多少気にするのはわかるけど、結局つぐみん先輩がココロ先輩の恋人、って事実は揺ゆるぎようがないんだし、動どう揺ようしすぎだニャン」

「そんな言い方って──」

　雪村先輩は、俺は悪くない。空野に問題がある。と、そう言ったあとに、しかし共感できる。と、そう言った。

　翻ひるがえって月島は、雪村先輩とは違って、空野の悩みに共感できないのだろう。

「つぐみん先輩のことは、年を気にしない親しみやすい友達として、からかいやすい先輩の女の子として、同じ趣しゆ味みを分かちあえるオタク仲間として、同じ時を過ごす同じ部活動の部員同士として、とってもとっても大好きニャン」

「そこまで思っているなら、やめておいた方がいいんじゃないか？」

「でもツッキーは、だからと言って自分の意見を、誰かを気き遣づかって覆くつがえす～、なんてことは絶対にしないニャン」

　言うと、月島も俺の元から去ってしまう。

　月島──。百合姫のことを俺のカノジョに推おしたのに、空野の心の弱さは認めることができないのか？

　月島が百合姫に感じたという敗北感。それが定義するモノは著いちじるしく不ふ透とう明めいだけど、少なくとも一つだけ言えることがある。

　百合姫に敗北感を抱いたと月島は言うが、月島は、空野には敗北感を抱いていないのだろう。

　文化祭騒そう動どうの終しゆう焉えん、俺は駅のホームで無意識ながらも自殺未遂をして、雪村先輩に等身大の激情をぶつけた。誰かを選ぶことは、誰かを切り捨てるということ。ハーレム状態にしろ違ちがうにしろ、居場所を守るのには苦く悩のうが付きまとうということ。そして最後の最後に百合姫と空野の会話を聞いて、ただ一人を選んでも居場所が壊れないなら選んだ方がいい。そう結論づけた。それが文化祭騒動で得た俺の結論だ。

　でも──

「サークルクラッシュしそうじゃん、今のニジケン……」

　白い雲が浮うかび、お日様の光が注ぐ青い空を仰あおいで、そう呟つぶやく。
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　冬コミ二日目が終しゆう了りようした少しあと、雪村先輩から俺のスマホにＬＩＮＥが届いた。

　ホテルの自室でベッドに座りながらそれを確かく認にんする。

『あと少ししたら、ホテルを出て少し歩いたところで始めるわ』

　抽ちゆう象しよう的だ。主語がない。でも伝えようとしていることはわかる。さすがに冬コミの会場のど真ん中で百合姫とケンカするということはなく、一度ホテルに帰き還かんしてから始めようとするのは、正直ホッとした。

　詳くわしく訊きいてみると、雪村先輩は俺と月島と別れたあと、一人になれる時間がほしかっただけで、別れたからといって、すぐには百合姫に会いに行かなかったらしい。

　雪村先輩にどのような意図があってこのメッセージを送ってきたかはわからない。が、一つだけわかることは、様子を見に行くのも、行かないのも、俺の自由ということ。

　でも、一つわからないことがある。

　雪村先輩からしたら、百合姫は往生際が悪い。そこまではいい。

「でも……なにゆえ雪村先輩は、それが理由で百合姫とケンカしようとしたんだ？」

　怒おこるとか、叱しかるとか、説教するとか、そういうのならまだわかる。けれど雪村先輩がしようとしているのはケンカだ。

「雪村先輩がケンカ、か……」

　正直、雪村先輩にケンカは似あわない。子供っぽいやり方だし、あの人なら、まずは言葉のやり取りで問題を解決するはずなのに。雪村先輩にしては、小学生みたいな発想だ。

　なら当然、そこにはナニカがある。

　雪村先輩が理路整然と百合姫にモノの道理を説明する前から、ケンカを売ろうとしたナニカが。

「──行こう」

　…………。

　……、…………。

　時刻は夜、二〇時。空は完かん璧ぺきに闇やみに包まれていた。だというのに、地上は人工の光によってかなり明るい。

　ホテルを出て少し歩くと、百合姫の後姿を発見する俺。

　彼女のあとを付いていくと、そこには雪村先輩がいた。

　とりあえず、物もの陰かげに隠かくれていよう。

「花咲さん、突とつ然ぜん呼び出してゴメンなさい」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶですよ？　それで話って──」

「──神園くんと空野さんのことよ」

　誰もいない駅前の広場で、百合姫と雪村先輩は対たい峙じする。

　百合姫の瞳ひとみは純じゆん粋すいそのもので、しかし雪村先輩の瞳にはどこか悔くやしさが滲にじんでいるようだ。だがお互たがいに相反する目をしていても、相手から目を逸そらすということはしない。

　たぶんこのままいけば、雪村先輩の意図、いや、本心がわかる。

　どんな理由で、なにを独りで抱かかえて、百合姫とケンカなんてしようとしたのか、が。

　そして数秒後、雪村先輩は切なそうな声こわ音ねで始めた。

「花咲さん、あなたは、自分がどれだけ空野さんを傷つけているか、不安にさせているか──自覚しているかしら？」

「自覚しているよ？　でも、雫九しずく先輩もあの時、あの場所に居合わせたよね？」

　きっと例のごとく、俺が月島の監かん視しカメラ越ごしに見ていた時のことだろう。

　で、百合姫がそれを引きあいに出してくるということは、つまり──、

「本音でぶつかることは、その相手が大切だからこそ大切。そんなことを、ヒメは言ったはずだよ？」

　当然、雪村先輩も、そのぐらいのことは理解しているだろう。

　だけど雪村先輩は、悲痛な表情かおで、苦しそうに両手を握にぎりしめながら続ける。

「……今日、神園くんから聞いたわ。あなたが一昨日、なんて言ったのかを」

「ヒメは、間ま違ちがったことを言ったつもりはないです。雫九先輩が個人的に認められなかったとしても、こういう問題に、絶対に正しい答えとか、絶対に間違っている答えとか、そういうのはないと思うの」

　思想の自由っていうヤツだろう。雪村先せん輩ぱいと空野がイヤに感じるだけで、他ほかの人からすれば、もしかしたらむしろ、百合姫の方が好印象、という人もいるかもしれない。ていうか、今ここにはいないけど、月島なんかがこういう思想に好感を抱いだきそうだ。

　しかし雪村先輩は続ける。

「でも……っ、好き勝手に神園くんに好意を抱くことはいいにしても、それで実際に悲しむ人がいるのよ？　……神園くんもっ、……空野さんもっ、二人ともあなたのせいで、恋こい人びと同士になれた幸せを素す直なおに受け止めることができなくなっている……っ」

　なぜかその雪村先輩の言葉は、雪村先輩が自分自身に言い聞かせているように、自分を納なつ得とくさせているように聞こえた。

　あなたのせいで──なんて、雪村先輩が死んでも言わなさそうな表現まで使って。

「……雫九先輩の言うことにも、一理あると思う」

「なら──っ」

「でも、それでも我が慢まんできないのが、本物の恋心って言うんじゃないんですか？」

「……違うッ、たとえ自分が選ばれなくても、好きな人の幸せを願うことが、人の感情として美しいんじゃない……っ」

　再び、雪村先輩は自分に言い聞かせるように言う。

　そして彼女は、悔しそうに自分の桜色の唇くちびるを嚙かんだ。

「ヒメは心路くんが好き。高校生が使うような言葉じゃないってことは重々承知だけど、心路くんを愛している。確かに、ヒメは継未ちゃんを悲しませているかもしれないけど、傷つくこともなく、傷つけることもない。そんな甘い覚かく悟ごで恋をしようなんて……もしそうなら、やっぱり継未ちゃんよりもヒメの方が心路くんを大切にできる！」

「…………っっ」

　意外だった。雪村先輩が百合姫に押されていることが。

　事実、百合姫の言うとおりなのかもしれない。傷つくこともなく、傷つけることもない人間関係なんて、恋愛関連に限らず、世界中のどこを探しても存在しない。

「ヒメだって、頭の中がお花畑だけど……、頭ゆるゆるで普通の人からは距きよ離りを取られるけど……、そのぐらいの決意でオタサーの姫になった！　傷つきたくないなんて自分に言い聞かせている女の子に、心路くんは渡わたせない！」

「……っ、だとしても……っ」

　雪村先輩は堰せきを切ったように、珍めずらしく感情的に反論する。

「なんで……どうして花咲さんは、神園くんを諦あきらめられないの!?　あなたが神園くんのことを、空野さん以上に好きなことも！　空野さん以上に長い時間想おもいを募つのらせたことも！　空野さん以上に真正面から真っ直すぐアタックしてきたことも知っているわ！　けれど！　でも……っ、神園くんは空野さんのことが好きだし、空野さんの方も神園くんのことが好きで……っ！　あの二人は、相思相愛なのよ!?」

　悲しいというよりは悔しい。

　寂さびしいというよりは羨うらやましい。

　切ないというよりは妬ねたましい。

　嗚呼ああ、雪村先輩は今にも泣きそうだった。

　そっか──。そうだったのか──。

　ゴメンなさい、雪村先輩。あなたは──、

「ああ──、そっか」

「……、なにかしら、花咲さん？」

　雪村先輩が訊く。百合姫は心底穏おだやかな声音で言った。




「雫九先輩も、心路くんのことが好きなんですよね？」




　──ッ、っっ、

　胸の奥が、鋭するどい針で刺さされたかのようじゃん……ッ。

　少しだけ時間が経たつ。すると──、

「ええ、そうよ──。私も、神園くんのことが好きだった」

　まるで他人ひと事ごとのように、頭の中が真っ白になる。

　百合姫でも、月島でも、空野でもなく、雪村先輩が──。

　──、一番、俺を好きになってくれるなんて、想像もできなかったのに──。

「ちなみに、きっかけは？」

「花咲さんと空野さんは知らないでしょうけれど、文化祭の時、あなたたち二人の険悪な空気をどうにかするために、神園くんと、月島さんと、私で、色々と裏工作をしたのよ」

「──それで？」

「実は私、後夜祭で、あなたが神園くんに振ふられるところを見ていたわ」

「────」

「花咲さんが帰ったあとで神園くんに話しかけてみたけれど……彼は文字通り死にたくなるほど、あなたに対して罪悪感を覚えていたわ。もっと他にやり方があったんじゃないか、って。もっと他の結末があったんじゃないか、って」

「雫九先輩……」

　雪村先輩は自じ嘲ちようする。

　自嘲気味に話して、自じ虐ぎやく的に、全すべてを諦めたように微笑ほほえむ。

　頭の中が、本当に真っ白だ。

「──不器用な男の子だと思ったわ」

　雪村先輩は続ける。

　けど、俺の心はついていけない。

　置いていかれたまま。

「自分で自分のことをクズとかゴミとか言っているクセに、その行いに対する罪悪感に耐たえられるように心ができていないところも。口では悪ぶっているクセに、本物の悪人みたいになりきれない、ツンデレの亜あ種しゆみたいなところも。手段は結果を出すための道具だ～とか言っているクセに、やり方が間違っているって気付くと悩なやんでしまうところも」

「雫九先輩、まさか……」




「でも、私は彼の、そんな不器用なところに惹ひかれたのよ」




　雪村先輩の目の前に対峙している百合姫も、物陰に隠れている俺も、その言葉になにも言えなかった。

　言えるわけないだろ、こんなの──。

「文化祭の時、不器用なのに大切な居場所モノを守ろうとする姿が、とっても素敵だった」

　雪村先輩は、やはり先ほどと同じように、全てを諦めたような微笑みで、俺に惹かれた理由を告白する。

　だけど、どんどん目め尻じりに、雫しずくが溜たまってくる。

「雪村雫九は『あの瞬しゆん間かん』に、神園心路を好きになったのよ」

　あっ。無意識だった。無意識なのに、俺は文化祭が終わった夜、駅のホームで『あの瞬間』雪村先輩にキスされた頰ほおに、片手を添そえてしまう。

　でも──、嗚呼──、

　なぜか、そこに再び、キスの感かん触しよくとほんのりとした熱がよみがえった気がした。

　だけどそんな俺とは裏腹に──、

　──ついに雪村先輩は泣いてしまう。

「で、っ、でもね？　私は、……グス、最初から……、神園くんと、付きあえるなんて、思っていなかった」

　ぐずって、泣いて、涙なみだが止まらなくて、コートの裾すそで目を必死に擦こすって、雪村先輩は涙を流したまま、儚はかなげに微笑む。

　今にも消えてどこかに行ってしまいそうなほど、か弱い姿だった。

　一体、なにを──？　これを目まの当たりにして、俺はなにを感じればいい？

　胸が、心が痛いことしか、もう、わからない。

「だって、……彼の瞳に、私は映っていなかったもの」

　そして雪村先輩は、涙でまともに喋しやべれないのに、それでも、それでも、と、必死に言葉を繫つなげる。

　もう、俺はもちろん、百合姫も黙だまっているしかなかった。

「だって、グス、だって……私が神園くんを好きになったのは、文化祭の最後で……っ、ニジケンの中で一番、遅おそく、て……私は……花咲さんとも、月島さんとも、空野さんとも、自分では……友達って、思ってて……、信じてて……、私は、っ、友達の……っ、友達の好きな人を、あとから来て、横から奪うばおうなん、て…………思えなかった」

　それで最後だった。

　それ以上言葉を繫げることが、紡つむぐことができなくなって、雪村先輩は子供のように泣き続ける。

　…………。

　……、…………。

「ごめんなさい、花咲さん。──勝手に呼び出して、勝手に説教を始めて、勝手に自分を語って、結局、私は、──諦めないあなたが羨ましかったんだわ」

「雫九先輩……」

　なにも言えなかった百合姫は、ぺこりとお辞じ儀ぎして、その場を去った。

　そして百合姫が完全にいなくなったのを確かく認にんすると、交代するように、俺が雪村先輩の前に出る。

「…………っ」

　でも、なにを言えばいいんだ……？

　くそ……、くそ……、くそぉ……。

　本来なら、百合姫と雪村先輩が揃そろっている時に、俺も姿を現すべきだった。

　でもそんな覚悟できなかった。

　百合姫が去ったあとに出てくるなんて、自分で自分が情けない。

　口先だけの弱虫だ。

　いつまで他人事のつもりだ、神園心路？

　俺が、全ての原因なんだぞ？

　雪村先輩は俺のことが好きだけど──そう、告白してきたわけでも、俺が拒きよ絶ぜつしたわけでもない。でも、でも、でも、それ以上に残ざん酷こくなことに、雪村先輩もまた、空野という友達に好きな人を奪われた。

　人によっては、一番後こう悔かいしてしまう失しつ恋れんのあり方だと思う。

　雪村先輩が悪いというわけではない。

　俺と付きあうことになった空野が悪いというわけでもない。

　二人は悪くないのに、なにゆえ、この二人が一番苦しんでいるんだよ……っ。

「神園くん」

「……っ、雪村、先輩」

「──くす、こんなつもりじゃなかったのに。これならＬＩＮＥを送らない方がよかったわね」

　泣き止やんではいたものの、微笑んでいたものの、雪村先輩の目尻には涙が浮うかんでいる。

　ここでアニメやマンガやラノベやゲームの主人公なら、雪村先輩を抱だきしめるだろう。

　目の前で女の子が悲しんでいるんだ。

　それを抱きしめないで、なにが主人公だ。
















　抱きしめて、安心させて、優やさしい言葉をささやいて、慰なぐさめて、頭を撫なでてあげる。

　それが、主人公らしい行い。

　けど……そんなこと、俺にできるわけがない……ッ！

　好きな女の子が、空野がいるのに、雪村先せん輩ぱいを抱きしめるわけにはいかない。

　だからせめて、これだけは言っておこう。

「ゴメンなさい、雪村先輩。俺には、好きな人がいるんです」

「ありがとう、神園くん。私のことを、きちんと振ってくれて」




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺が百合姫と雪村先輩のやり取りを見守っていた最中に、実は俺のスマホには月島からのＬＩＮＥも入っていた。用件は雪村先輩と似たようなモノで、ホテルの近くの公園で始めるニャン。と、いうもの。さすがの月島も、イベントの最中に空野とぶつかる、ということはできなかったらしい。

　スマホの地図を使って調べてみると、確かにホテルの近くに一ヶ所、御お成なり橋ばし公園という場所があり、まぁ、他ほかにホテルの近くに公園はなかったので、そこで間ま違ちがいないだろう。

　俺が言われたとおりにホテルの近くの公園に赴おもむくと……そこには当然ながら、月島と空野が。

　そして、タイミングよく、二人の口論が始まる。

　俺はその様子を物もの陰かげから窺うかがうことにした。

「つぐみん先輩、ツッキーね、ココロ先輩から聞いたよ」

「……そりゃ、神園は月島ちゃんか雪村さんに相談するから」

「予想どおりってことニャン？」

「あたしが知っている神園は──、神園が自分でも知らない神園は──、ニジケンの中で一番、心が弱いから」

「それは、ツッキーも認めるニャン」

　びくっとした。心臓に直接冷や水をかけられた感覚が俺を襲おそった。

　俺の心が弱い？　空野よりも？　ニジケンの中で一番？

　そしてそれを月島も否定しない。

　動どう揺ようする俺に気づかないまま、月島と空野の二人は続ける。

「普ふ通つうの人が一〇気にすることを、神園は一〇〇気にする。普通の人が一〇〇悩んでしまうことを、神園は一〇〇〇悩んでしまう。違ちがうん？」

「違わないニャン。そして本人は、自分で気づいていないのに、周りからしたら一いち目もく瞭りよう然ぜんな反応を見せるニャン。心が弱いからこそ、自分では悩み事や問題をシカトしているんだニャン。まったく、だからゆきむー先輩に罪悪感の権ごん化げみたいなことを言われるんだよ」

「──だよね」

「でも──一方でつぐみん先輩は、気にしなくていいことを気にするよね。普通の人がなにも悩まないことを、つぐみん先輩は一々気にするニャン」

　それは、少なくとも俺は違う気がする。月島と比べたらそうかもしれないけど、空野が今気にしていることは、俺が空野の立場だったら同じように気にすることだ。

　そして当然、月島が一方的に言うだけではなく、空野にも言い分がある。

「なら、あたしはどうすればいいん？」

「ニャン？」

「月島ちゃんに訊きく前にもいろいろ自分で考えたけど、自分でも、よくわかんなくなっちゃって」

「ニャフ～、そんなこと、ツッキーに言われてもわかるわけないニャン。だって──」

「だって？」

　月島は一呼吸置くと、




「みんな忘れているけど、ツッキー、初めて出会った時点で、ココロ先輩に告白しているニャン！」




「「ああ～……」」

　別々の場所にいるとはいえ、俺と空野の声が重なった。

　月島の告白の現場にいたのは当事者二人と百合姫だけだけど、まぁ、空野もどこかで俺以外の誰だれかから聞き及およんでいると思う。

「つぐみん先輩、ちょっとベンチに移動するニャン？」

「えっ、う、うん」

　月島と空野がベンチに移動したので、俺はその背後の茂しげみに。

　ていうか、月島、説教するとか言っていたわりには、穏おだやかだな。

「つぐみん先輩って、ツッキーがココロ先輩を好きな理由、知らないよね？」

「うえ!?　そんなのあったん!?」

「ところがどっこい、あったんだニャン」

「たぶん、ニジケンの全員が知らない、っていうか、存在してないって思っていると思うから……」

「ニャハハ、まぁ、それならそれでいいニャン」

　いやいや、よくはないだろ……。

「つぐみん先輩は──楽しい時や、嬉うれしい時。幸せな時や、なにかが面おも白しろい時。自然と笑え顔がおになるよね？」

「──、うん」

「前提を言うけどね、ツッキーは面白ければニジケンだって壊こわすし、別の面白いことを見つけたら、ニジケンをいつでも退部するニャン」

　俺はそれを文化祭の時に、月島本人から聞いていた。

　だけど今になって初めて聞く空野は、わずかに驚おどろいて、目を見開いている。

「それで──ツッキーがココロ先輩に初めて好意をぶつけた時、告白した時、ツッキーはココロ先輩に、ココロ先輩と恋こい人びとになったら世界一面白い人生を送れそうだから好きニャン！　そんな感じなことを言って、告白したニャン」

　刹せつ那な、俺の中で月島に関する様々なことが繫つながった。

　つまり月島は──、

「ツッキーらしくない、クサイことを言うけど、ツッキーは笑顔が好きなんだニャン。自分の笑顔も、ココロ先輩の笑顔も、他のみんなの笑顔も。だから、つぐみん先輩は知らないだろうけど、初めてココロ先輩に会った時、楽しそうな笑顔をしていたから、一ひと目め惚ぼれしたんだよ」

「……月島ちゃん……」

「でもね？　文化祭の時に思い知ったニャン。ココロ先輩『が』笑顔にするのはツッキーだけじゃないし、むしろツッキーは下から数えた方が早いし──。ココロ先輩『を』笑顔にするのもツッキーじゃない──。ヒメ先輩の方が、きっと、よっぽどココロ先輩を笑顔にできる。──、『あの瞬しゆん間かん』ココロ先輩を遠くから眺ながめて、そう確信した」

　俺が笑顔になった時──あっ、あの瞬間三巻三一四ページか……っ！

　あの時月島は、完全に退席せずに、俺のことを遠くから見ていたのか……!?

「だからツッキー、もう、ココロ先輩を諦あきらめたんだよね」

「──っ」「うえ!?」

「ココロ先輩の笑顔は、カッコよくもないし、爽さわやかでもないし、可愛かわいくもない。笑う時の大半は、クズっぽいことをしている時ニャン……。けどね？　好きになった先輩の笑顔だもん。独ひとり占じめしたいと思っちゃうよ」

　月島は泣いたりしない。

　ただ、女の子が恋を諦めた時の、月島ふうに言うなら「ニャハハ、失恋しちゃったニャン」みたいな、強がりの笑みを浮かべているだけ。

「それでも──、だとしても──、ツッキーにはココロ先輩の心の底からの笑顔を引き出せないと知って、ヒメ先輩に敗北感を覚えて、ココロ先輩とツッキーが二人きりの時に、実はさりげなくヒメ先輩をココロ先輩のカノジョに推おしたニャン」

「あたしじゃなくて、花咲さんを？」

「うん。でも、その結果が、ヒメ先輩は選ばれなかったのにまだ抗あらがおうとして、逆につぐみん先輩は選ばれたのに笑顔になれないなんて……。やれやれ、とんだバッドエンドだニャン」

　肩かたをすくめて、ラノベのやれやれ系のような感じになる月島。

「だからね、つぐみん先輩？　どうしたらいい、なんて、ツッキーに訊かれても困るよ」

「そう、だね──、月島ちゃん、ゴメン」

「だって、ココロ先輩も、ヒメ先輩も、つぐみん先輩も、それにツッキーとゆきむー先輩を加えて、ニジケンみんなで笑顔になる方法なんて、ツッキーにもわからないもん」

「……っ」

　そのとおりだ。ニジケンみんなが笑顔になる方法。幸せなエンディングにたどり着ける方法。そんなものが明確に存在していて、初めから知っているなら、最初からその方法を選んでいる。

　足搔あがいても届かない。

　もがいても至らない。

　抗っても、ハッピーエンドが見えてこない。

　そんな状じよう況きようの中で、俺たちは今、サークルクラッシュという闇やみに落ちつつあるんだ。

「ゴメンね、月島ちゃん……」　と、再度謝る空野。

「いやいや、謝らないでほしいニャン。謝られてなにかが変わるわけではない。謝っても、つぐみん先輩はこれ以上、なにもできないよね？　ツッキーだって、普ふ段だんはおちゃらけているけど、ココロ先輩と付きあいたかった──。イチャイチャしたかった──。それの積み重ねで、最終的にはココロ先輩を笑顔にしたかった」

「でも──」

「うん、つぐみん先輩の想像どおり、つぐみん先輩と同様に、ツッキーにもどうしよもないニャン」

　ふいに、夜の公園に静せい寂じやくが降ってきた。

　しかし、それを、月島ではなく空野が破る。

「月島ちゃんは、さっき、あたしは、気にしなくていいことを気にする──みたいなことを言ったよね？」

「然しかり、だニャン」

「でも、あたしはもしかしたら、花咲さんに、……っ、友達にカレシを奪うばわれるかもしれないんだからね？」

「ニャフン、だとしても、今、ココロ先せん輩ぱいがつぐみん先輩のカレシという事実は変わりないよ？　揺ゆるぎようがない事実関係っていう、確かな証あかしがあるのに、なにを不安がっているニャン？」

「可能性の問題だから。あたしは──、神園が好き。大好き。だから奪われたくない。なのに、これから毎日、花咲さんの言葉を思い出して過ごせって言うん？　好きな男の子が別の女の子に好かれている、モヤモヤして言葉にしづらいけど、なんかイヤ、って気持ちを我が慢まんしたまま過ごせって言うん？」

「う～ん、つぐみん先輩は、ココロ先輩をヒメ先輩にも、ツッキーにも、他ほかの誰にも奪われたくないんだよね？　奪われる可能性が怖こわいんだよね？」

「当たり前だから」

「でもつぐみん先輩は、実際にココロ先輩と付きあっているニャン。ヒメ先輩やツッキーたちからしたら、つぐみん先輩の幸せは、奪われる可能性で済まないんだよ？　実際に奪われているんだよ？」

「それは……その……」

「つぐみん先輩はこれから、きっとココロ先輩とキスするニャン。ハグだってするだろうし、今ドキの高校生だから、エッチなことだってすると思うニャン」

「うえ!?」

「それは普通のことニャン。ヒメ先輩やツッキーのことを申し訳なく感じて、そういうことができないとかほざいたら、それこそぶん殴なぐってやるニャン。やるんだったら、ツッキーたちのことを気にしないで、幸せになってほしい。でも──」

　月島は、一呼吸してから続ける。

「ニジケンの中で誰よりも、一番幸せなのはつぐみん先輩なのに、ココロ先輩を奪われて幸せじゃなくなるかも～、なんて言うのは、選ばれなかったツッキーからしてみたら、寝ね取とられる以上の屈くつ辱じよくだニャン」

　月島、それはさすがに言いすぎじゃないか……？

　思っていてもいいけど、空野に直接ぶつけるべきじゃ……。

「でもね、つぐみん先輩？　こんなふうに断言できるのには、ワケがあるニャン」

「ワケ？」

「ココロ先輩がヒメ先輩に奪われるかもしれない、ねぇ。でも──」

「でも、なんなん？」




「こんな状況でも、ココロ先輩がどうにかしてくれるニャン。

　ツッキーは、ココロ先輩を信じているニャン」




「信じる？」

「ツッキーね、つぐみん先輩はもちろん、ヒメ先輩にも、ゆきむー先輩にも、これだけは譲ゆずれないニャン。ココロ先輩『を』一番好きなのはヒメ先輩で、ココロ先輩『が』一番好きなのはつぐみん先輩で、ココロ先輩を一番理解しているのがゆきむー先輩でも、だとしても、ココロ先輩を一番信じているのはツッキーだって、誰にも譲りたくないニャン」

「じゃあ、神園がこの状況をなんとかしてくれるって信じているから、さっきみたいなことを？」

「ニャン、そりゃ、当然、つぐみん先輩もココロ先輩のことを信じているとは思うよ？　しかし！　まだまだツッキーほどココロ先輩に信しん頼らいを置いていないね♪」

「……信じているけど、それと同じぐらい不安を感じているだけだから」

「信じたいことが信じることの根こん拠きよ。ツッキーレベルになると、不安なんて感じないニャン。──、──、ねっ、ココロ先輩？」

「……っ」「うえ!?」

　月島のヤツ、このタイミングで俺のことを呼ぶか!?

　やっぱり俺が背後の茂しげみにいること、気づいていたんだな!?

　仕方がない。もう誤ご魔ま化かせないし、少しおっかなびっくりだけど、姿を現してしまおう。

「ホントに、神園が出てきたから!?」

「ふっふっふっ、ツッキーが呼んでおいたんだニャン」

「え～と、その～、気まずいけど許してくれ」

　とりあえず、俺は二人の座っているベンチに座らせてもらった。

　一応カレシとして空野の隣となりに。

「ココロ先輩、ツッキーからの期待、受け取ってくれたかニャン？」

「それ、希望というニュアンスよりも、プレッシャーってニュアンスの方が強いんだが」

「そんなこと、些さ末まつな問題だニャン！　受け取ってくれたか否いなかが重要なんだよ！」

「そういうことなら、受け取った」

「ならＯＫ！」

　なんなんだ、このやり取り……。

「ねぇ、神園」

「は、はい……、なんでしょうか？」

　思わず空野相手に敬語になってしまった。

「あたし、まだ昨日のこと、拗すねているから」

「……っ」

　それだけ言い残すと、空野はベンチから立ち上がって、足早にホテルの方へ行ってしまう。

　残されたのは、俺と月島だけ。

「あのさ」

「んニャ？」

「月島が俺のことを好きな理由、正直、意外だった。理由そのものもそうだけど、ここで明かしてくれたことも」

「今回は例外だけど、ツッキーはこういうことを人に明かすの、ダサいと思っているからニャア」

「俺はそう思わないけどな」

「でもね、ココロ先輩」

「ぅん？」

「今までの話を聞いていたならわかるだろうけど、やる気、出たよね？」

「──、ああ」

「だったら、任せたニャン」




　　　　◇　◆　◇　◆




　大おお晦日みそか、冬コミ最終日。

　一言で言えば、寝ね起おきの気分はモヤモヤした感じだった。

　どん底ではない。なのにぐちゃぐちゃしている。

　そして、東京っていうか、ホテルを発たつ準備をしながら、想おもいを馳はせる。

　昨日たった一日で、雪村先輩の気持ちを知って、自分が意図せず失しつ恋れんさせていたことを知って、せめてもという思いで、きちんと言葉にして雪村先輩の気持ちを断った。その十数分後には、月島の気持ちを知って、任されるべきことを任された。

　こんなことが昨夜あったのに、寝起きがスッキリしている方がおかしい。

　百合姫には幸せになってほしい。

　月島には期待に応こたえてあげたい。

　雪村先輩にはこれからも、卒業までニジケンにいてほしい。

　空野には、自分で自分を認められないなんて言わずに、ずっとカノジョでいてほしい。

　そういえば、今日が一年最後の日ということは、本来空野との約束の日なのか……。

　一応、俺は空野との約束を果たした。

　予想外の展開になったとはいえ、百合姫が俺と空野の交際を認めた、という事実は確かに残っている。

　でも、それは本質的に約束を果たしたとは、百合姫との全すべてに決着を付けたとは言わない。

　百合姫との全てに決着を付けた、と、いうのなら、今の百合姫の暴走も止めないとウソだ。

　まだ──、今日一日、残っている。

　なんとかしたい。なんとかしなくちゃいけない。

　こんなことでニジケンがサークルクラッシュを起こすなんて認められない。

　やっぱり俺は、百合姫と、月島と、雪村先輩と、空野と、俺自身が揃そろっているニジケンが大切なんだ。

　けれど──、

「方法が、思い浮うかばない、か──」

　当たり前だろ、神園心路。方法ってことは、物事を解決する論理なんだぞ？

　なら、論理がダメならもう一つあるじゃないか。俺にあまりにも似あわないやり方が。

　そう、真正面から百合姫と話す。




　　　　◇　◆　◇　◆




　始発電車に乗り、日の出前から入場待機列に向かって歩き、最さい後こう尾びに並んで、ようやく俺たちニジケン五人は腰こしを下ろす。

　まぁ、昨日あんなことがあったのに、それでも揃ってコミケに行くのか、とか。コミケに行ってもいいけど、待機列でずっと五人一いつ緒しよにいるのか、とか。そういうツッコミも理解できる。

　でも、逆だ。

　ここ数日、連続でいろんなマイナスイベントが起きたからこそ、こうして最後の平へい穏おんっぽい日常を、演じて、かろうじて保っているのだ。

　ここで五人揃ってコミケには行かない～、なんてことになったら、もう俺たち五人を繫つなぐモノはなくなるような気がした。

　コミケがあるだけで繫がれる絆きずななんて安っぽい、なんていう人もいるかもしれない。けどコミケなんて、もはや名目だ。建前だ。もう……目的とか、集まるための理由とか、一緒に行動するための理由とか、そういうのがあれば、もしかしたらコミケでなくてもよかったのかもしれない。ただ今、一番そういう理由をこじつけやすいのがコミケというだけで……。

「ちょっと俺、お手洗いに行ってくる」

「はぁい♪　八時三〇分までには帰ってきてね？」

　…………。

　……、…………。

　晴天だなぁ。

　お手洗いに行ってくるというのは決してウソではなく、ちゃんとトイレして、手を洗ってから、少しだけ待機列周辺をブラブラしているけど……清すが々すがしい朝だな。あと、空気がひんやりしていて瑞みず々みずしい。まさに、ザ・冬の早朝。

　爽さわやかな朝日。緩ゆるやかな北風。西館待機列ではなく東館待機列ということもあり匂におう潮の香かおり。そして次々に集まってくるオタクたちの行進の足音。オタクの一年の最後の日に相応ふさわしい、透すき通ったような朝だ。

　まぁ、俺の、そしてニジケンの空気は灰色だけど。

　と、その時だった。

「ココロ先せん輩ぱい」「神園くん」

「んっ？」

　振ふり向いてみると月島と雪村先輩がいたが、どうしたのだろう？　雪村先輩と顔をあわせるのは少し恥はずかしい。雪村先輩は……、その……俺を好きらしいし。

　って、俺だけじゃなくて雪村先輩まで顔を赤くしてどうするんですか……。

「雪村先輩、昨日のことは──」

「べ、別段気にするようなことでもないでしょう？　仲が拗こじれたのはあくまでも花咲さんと私であって、神園くんと私は、少し甘あま酸ずっぱいやり取りをしたけれども、花咲さんのようにケンカしたわけでもないのだし」

　照れて、ツン、とそっぽを向く雪村先輩。

　この人にしては子供っぽい仕草だな。っていうか、たぶん雪村先輩の本質は、俺たちが認にん識しきしているよりも、もっと幼いのかもしれない。

「でも、そのぉ……」

「むっ、なにかしら？　振られた女の子側である私が、気にしなくていいと言っているのよ？　なら神園くんが気にするようなことはないでしょう？　まったく、これだから神園くんは……」

　少し呆あきれた様子で雪村先輩は拗ねてしまう。

　でも雪村先輩は──たとえ失恋しても、それが俺と友達であることをやめる理由にはならないんだよな。それに、俺も雪村先輩が認めてくれるなら、これからも雪村先輩の友達でいたい。

　まぁ、事実、俺が恥ずかしいところを見てしまったというだけで、本人の言うとおり、昨日仲が拗れたのはあくまでも百合姫と雪村先輩だからな。

「月島も、昨日はぐっすり眠ねむれたか？」

「もちろんだニャン！　昨日、つぐみん先輩に説教したいことも、全部スッキリ説教できたしね。まぁ、『一つだけ』不安があるけど」

「そういえば、あれのどこが説教だったんだ？」

「ココロ先輩はバカだニャン。昨日のあれは、怒おこるって意味じゃないよ？　教えるって意味だよ？　諭さとすとも言えるニャン」

「そっか──」

　と、俺が二人の今の様子に安あん堵どすると──、

「ところでゆきむー先輩、ココロ先輩に振られたってどういうことニャン？」

「ところで月島さん、昨日、説教できたってどういうことかしら？」

　ああああ……、それをお互たがいに説明する必要があるのか……。

「えっ？　昨日、ゆきむー先輩って、ヒメ先輩にケンカを売っただけだよね？　なんでココロ先輩に振られるなんて展開になるニャン？　え？　えっ？」

「月島さんこそ、いざこざを起こしたのは私と花咲さんなのに、どうして私の知らないところで説教なんてしているのかしら？　ん？　んんっ？」

「月島、雪村先輩、実は──……」

　月島には、百合姫とのケンカっていうか口論の最中、雪村先輩は百合姫に俺のことが好きなんですよね、って質問による反はん撃げきを受けて図星を指されたことを説明し──、

　雪村先輩には、あなたが先にどこかへ行ったあと、月島もあなたと同じように空野に対して物申したいことがあって、昨夜、あなたと似たようなことを空野にしたということを説明し──、

　そして、二人にまとめて、その両方の現場に、俺はいあわせていたということを説明した。

「なるほどニャン」

「そういうことだったのね」

　どうやら二人は納なつ得とくしてくれたようだった。しかし二人とも顔が少し赤いな。月島はいつも強がっている相手である雪村先輩に、本人的にはダサいらしい、俺を好きな理由を明かした、という事実を暴ばく露ろされて恥ずかしいし。雪村先輩も年下である月島に失恋の事実を暴露されて恥ずかしいし。でも、これを明かさないと話を次に持っていけない。

「それで、どうして俺を追いかけてきたんですか？」

　月島、あるいは雪村先輩のどちらか片方が俺を背後から呼んだ、っていうなら偶ぐう然ぜんのバッティングも考えられるけど、二人揃って俺のことを呼んだからな。二人一緒に待機列を抜ぬけて俺を追いかけてきた、という展開は充じゆう分ぶんに考えられるはず。

「──、ココロ先輩」

　月島は、珍めずらしくすごく真しん剣けんな表情かおで俺を見上げる。

「どうした？」

「昨夜、寝ねるまでずっと考えていたニャン。やっぱりツッキーは、つぐみん先輩にきちんと謝って、しっかり仲直りしたい」

「仲直りって、昨日のあれはケンカってほどじゃ──」

「だとしても、あれが原因でつぐみん先輩とギクシャクしてサヨナラなんてイヤニャン」

「月島──」

「確かにあれはケンカじゃないけど、あれが原因でサークルがクラッシュするという可能性も、少しだけだけどあると思うニャン」

「可能性の話ならな」

「不安要素が一つでもあるなら、確実に潰つぶす。それがツッキー流の友達との付きあい方だニャン！」

　それはいいことだと思う。そういう意味で、昨日のあれがケンカだとするなら、俺だって二人には仲直りしてほしい。二人には、何回ケンカしても友達でいてほしい。だからそれについては応おう援えんしたい。俺にできることがあるのなら、全力で手伝う。

　だが──、

　一つ、月島の覚かく悟ごを訊きいておきたいことが──、

「月島、昨日の月島と空野の口論のことだけど……正直、俺があの時味方していたのは空野の方だ。空野の方を心の中では応援していたし、勝ち負けの問題じゃないけど、空野には月島に勝ってほしいと祈いのっていた」

「──うん、知っているニャン」

「でもそれは感情の話で、どっちの言い分に正しさがあったかと訊かれれば、空野には申し訳ないけど月島の方だって答える」

　そして、俺は月島に向かって、真意を問う。

「月島が、謝るべきだって思うなら、空野に謝った方がいいけど、仲直りしたって、また口論になったら、同じことが起きそうだぞ？　きっと月島が空野を圧あつ倒とうする。それについて、月島は──どうだ？」

　なにが『どう』なのか、俺はあえて明確な言葉にしない。その質問を、月島が好きに解かい釈しやくして、好きに答えてほしいからだ。

　空野の悩なやみは人間らしいけど、月島の言うように、幸せであることを悩みの種にしている。そんなの、俺が言うなって感じだけど、選ばれなかった、そして諦あきらめてしまった月島からしたら、自じ虐ぎやくふうの自じ慢まんにしか聞こえないだろう。

　だから月島が正しいわけだが、謝るか否いなかは別の問題として、そのあとに、また同じようなことを口論しようものなら、ほんの数秒前に言ったばかりだけど、同じことが起きそうだ。もっと的確に、深く、鮮せん烈れつに言うのなら──なにも変わらない。

　それを知ってなお、月島は俺の問いに答える。

「ココロ先輩、正しいだけじゃ、人は悩みから解放されないニャン」

「────」

「だから昨日の口論、ツッキーは自分が正しいと思うけど、ツッキーのロジックがどのぐらい正しくても、つぐみん先輩の悩みは消えないんだよね」

　満足そうに微笑ほほえむ月島。

　四月からほとんど毎日続いた日常。ニジケンでの日々。その今までで一番、純じゆん粋すいなのに大人びて見える彼女に、俺と、そして雪村先輩も、息を吞のむしかなかった。

「上手うまく理由を説明できないけど……、説明できなくてもどかしいけど……、ツッキーはもう、つぐみん先輩の悩みを否定しないニャン。それが昨日、ベッドでずっと考えていたツッキーの答えだよ」

　月島が言うと、雪村先輩はこっそり俺に耳打ちする。

「神園くん」

「わかっています」

　月島──、お前が説明できなかったこと、俺と雪村先輩にはわかる。

　今までずっと、なんとなく、月島には人の心を軽く見積もってしまうフシがあった。でも昨日、空野と話しあって、月島は空野の悩みに共感してしまったんだよ。

　月島は正しい。ゆえに空野は月島との口論で圧倒された。でも同じように、空野に共感した時点で、月島も最後に悩むことになった。なぜなら、自分で共感できたことに対して、自分で正しくないことだ、って、自分すらも言い負かすことができるから。で、そこで月島は気づいたのだろう。正しいだけじゃ、人は悩みから解放されない──、それは空野にも当てはまるが、それよりももっと、月島が自分自身に当てはめた言葉なんだろう。

　だから月島はもう、たとえ人の心を軽く見積もってしまうクセが直らなくても、人を正しさだけで圧倒するようなことはしない。

「そっか」

「ニャフン」　と、月島は慎つつましやかな胸を張る。

「それで、雪村先せん輩ぱいは？」

「ふぅ──、そうね」

　雪村先輩は一度だけ、冬の朝の高く感じる青い空を仰あおいだ。

「私は──神園くんには幸せになってほしいし、誰だれか一人を犠ぎ牲せいにして他ほかの四人がハッピーエンドなんて展開じゃなくて、五人全員が、全員にとって幸せなエンディングを迎むかえたい。それだけよ」

「でも……」

「神園くんは言いづらいから私が自分で代弁するけれども、そうね、確かに空野さんとあなたが付きあったら、私は神園くんと付きあえない。だから本来、五人が全員幸せになれるエンディングなんて、どこにもないのかもしれないわ」

「────」

「けれど、他の人は知らないけれど、少なくとも私は、好きな人の幸せを祈ることも、立派な幸せだと思うわ。それにやっぱり、失しつ恋れんを気にして、引きずって、神園くんと付きあえないどころか、友達でもいられなくなるなんて、寂さびしいじゃない」

「そう、ですよね──」

「確かに私は失恋したわ。けれど、失恋して一つを失ったからって、それを引きずって全すべてを失いたくなんてない。私は、負けヒロインのテンプレ発言だけど、あなたと友達でいられるだけで満足よ」

　もう、二人の想おもいは充分というほど伝わった。

　月島は空野と仲直りがしたい。

　雪村先輩は、このサークルクラッシュの危機を、なにも失わないで乗り越こえたい。

　なら俺は──、

「だったら俺は──、空野ともきちんと恋こい人びと同士になるし、百合姫が空野を傷つけるなら、たとえ百合姫が自分の幼おさな馴な染じみでも、空野の味方になって──百合姫からカノジョを守ってみせる」

　百合姫は昨日自分で言っていた。

　傷つくこともなく、傷つけることもない。そんな甘い覚悟で恋をしようなんて許せない──みたいなことを。

　ああ、決めた。

　俺は百合姫を傷つける。

　百合姫は俺に傷つけられる。

「ニャ、そういえば……」

「なにかしら、月島さん？」

「話を聞く分に、つぐみん先輩はココロ先輩の部屋にきた時、なんであたしのことをメチャクチャにしないん？　みたいなことを、別れ際ぎわに呟つぶやいたんだよね？」

「あ、ああ……」

「つぐみん先輩のそれって、自分で自分を認められないけど、ココロ先輩に強ごう引いんに本物のカノジョにしてほしい。自分に有う無むを言わさずに、本当の意味で唇くちびるを塞ふさいで黙だまらせてほしい。──そういう本心いみじゃないかニャア？」




　　　　◇　◆　◇　◆




　コミケの最中、ずっと考えていた。

　俺は空野が好きだ。これはもう、どうしようもない。いや、どうしようもしたくない。

　この事実だけは、絶対に動かさない。

　それを踏ふまえて、俺はハッピーエンドを目指す。

　百合姫に俺のことを諦めさせる。じゃないと空野が不安になるから。

　そしてもう一つ。

　空野が不安になるから百合姫に俺のことを諦めさせるといっても、百合姫が不幸になって終わり、なんてエンディングは認めない。

　ああ、欲よく張ばりだ。

　でもここまできたら、いっそのこと、全部を、全員が納なつ得とくして笑いあえるようなエンディングにしてもいいだろう。

　もう薄うす々うすわかっている。空野と付きあうことになって、もう候補に挙がるような障害、ラスボスなんて、百合姫しか思い浮うかばない。

　俺と百合姫の幼い頃ころから時を超こえた恋物語を、ここで終わらせる。

　そしてもう、攻こう略りやくのヒントは俺の中にある。

　昨日起きてしまった二つの口論。その結果、百合姫と雪村先輩の仲が拗こじれて、それとは別に、月島と空野の仲が、拗れたというほどではないが、非常に不安定、空中でブラブラしているような状態になっている。二つに共通しているのは、『神園心路は事情を知っているが、口論に参加したわけではない』ということ。

　責任を取るのは当然俺だ。

　今さらそんなことを自覚するのかって感じだけど、違ちがう。

　心の声に出すことで、事実を再確かく認にんして、そしてなによりも、後あと戻もどりできないことに対する最後の覚悟をする。

　やり方は、たった一つ。

　全ての辻つじ褄つまをあわせてみせる。

　一つ、雪村先輩が百合姫にケンカを売ったのは、百合姫の往おう生じよう際ぎわが悪かったから。

　一つ、月島が空野に説教したのは、空野が不安のせいで心が弱くなっていたから。

　一つ、改めてになるけど、俺は二つのイベントには無関係ではないが、混じっていない。

　そこから選べる解決策は、やはり一つ。

　最初からなにも変わっていない。

　結局それかよ、って感じだけど、百合姫に俺を諦めさせる。

　そうすれば、雪村先輩は百合姫のことを往生際が悪いなんて言えなくなるし。空野は不安じゃなくなるから、月島から見ても不快じゃなくなるし。その二つが解決されれば、四人が不ふ穏おんになることもなく仲直りできるし。そのためには、月島と雪村先輩のニジケン全員でハッピーエンドを目指したいという希望を叶かなえるためには、昨日のイベントに参加しなかった俺が、百合姫に対して、『百合姫には俺を諦めさせる』という結論に持っていく。

　そしてもう一つ。

　空野が、自分を自分で、俺のカノジョとして認められない。

　それについては、月島は全て見み抜ぬいてくれた。

　そうだ──、俺は空野を、強引に俺のカノジョとして認めさせる。

　そう考えているうちに、ビッグサイトの建物、加えて敷しき地ち中から盛せい大だいな拍はく手しゆが鳴り響ひびいて、今年の冬コミは終わった。
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　誇こ張ちよう抜きに万単位のオタクが一いつ斉せいにりんかい線の国こく際さい展てん示じ場じよう駅に向かう中、俺は空野と待ちあわせして、合流した。本来はニジケン全員での待ちあわせだったけど、俺は百合姫よりも先に、空野と話しておくべきことがあるから、今、こうして対たい峙じしている。

　百合姫の方は月島と雪村先輩が相手をしているから大だい丈じよう夫ぶなはず。

　時は一六時三〇分。りんかい線の国際展示場駅がある西の空の彼方かなたは、茜あかね色いろに染まっていた。センチメンタルな夕日はビッグサイトの建物をオレンジ色に彩いろどるけど、逆に、東の空はかすかにくすんだ蒼あおに広がっていて、よくよく目を凝こらすと、儚はかなく白い月が浮かんでいる。

　渋しぶ谷やのスクランブル交差点ですら比ひ較かく対象にならないぐらいの人の波に取り残されるように、俺と空野は、東京ビッグサイトの中央ターミナルの二階で、全てを始める。

「神園だけなん？　他のみんなは？」

「空野に、どうしても伝えたいことがあるから、別のところにいてもらっている」

「伝えたいこと？」

「ああ、空野に、ちゃんと聞いてほしい」

　大きく息を吸い、脱だつ力りよくするように肺からその空気を吐はく。

　目の前にいる空野の瞳ひとみは、わずかに不安に揺ゆれていた。

　目を見み据すえて、逸そらさないで、決して誤ご魔ま化かさない。

　周りには一〇〇〇人以上、ひょっとしたら一万人ぐらい観客がいるけど、知ったことか。

　空野にははた迷めい惑わくかもしれないけど、俺の勇気を、言葉を、本気を知ってもらうため、ここで始める。

　大声で、伝わるまで、全力で！

「空野！　改めて言うけど──俺は、っ、神園心路は……お前のことが好きだ！」

「うえ!?　こ、こんな衆しゆう人じん環かん視しの中でそんなこと言われても……っ」

　刹せつ那な、近くにいたオタクたちが、一斉にざわざわし始めて、瞬またたく間まに俺と空野は注目の的になる。コスプレイヤーのお姉さんなんて比較にならないぐらい、成り行きを見ていたいという意味で、俺と空野を中心に円を描えがくように人が集まってきた。

「空野は、俺がお前のことを好きかどうかが問題じゃなくて、自分で自分を俺のカノジョって認められるかどうかが問題、って言ったよな？」

「言ったけど──、っ、でも、そんなの当たり前だから」

　言うと、空野は切なそうに、苦しそうに胸の前に手を添そえて、俺のことを泣きそうな瞳で見つめてくる。

　そんなの当たり前だから、か。

　そんな当たり前、俺がこれから否定する。

「あたしは神園のカノジョなのに、花咲さんの方が、神園の心のスペースを取っているんだよ？　神園はなにも悪くないし、ただのあたしの被ひ害がい妄もう想そうだけど──気分的には奪うばわれたような気分になるんだから。神園はあたしのモノじゃないって、突つき付けられるようなモンだから。そして、その花咲さん本人に、継未ちゃんのカレシを好きでいるね、って言われたんだよ？　そして思ったから。どうして、神園はあたしを選んでくれたんだろう、って」

　確かに、俺は空野に、どうして空野を選んだのかを言っていない。けれど、理由がないわけないだろう……っ！　理由があって、好きに思えるところがあって、積み重ねてきた二人の毎日があって、それで──、それで──、俺は他の誰だれでもない自分の意思で、空野と恋人になりたいって思ったんだ！

　一いつ瞬しゆんだった。散々、うじうじウジウジ、特別と恋れん愛あい感情の狭はざ間まで折り合いが付けられずに悩なやんでいたのに、空野への好意を我が慢まんできなくなって、気持ちが飽ほう和わしたら、百合姫レベルで頭の中はラブラブ一直線だ。恋愛感情が特別を乗り越えた瞬間、その一瞬で、正直、特別に対する憧あこがれは霧む散さんしたと言ってもいい。

「自分でも、神園があたしを選んだ理由がわからなくなって──理由がわからないから、根こん拠きよがないから、証あかしがないから、そのせいであたしはあたしに、神園のカノジョとしての自信がなくなったんだから」

　切なそうに空野は言う。

　だから月島の言うとおり、空野は強引に、俺に、俺のカノジョとしての証を求めたのだろう。それが二日前の夜の、空野の本心だったのだろう。

　心のスペースの争そう奪だつ戦で、たとえ百合姫が圧あつ倒とう的で、空野が追い込まれていても、それでも神園はあたしのモノ、って言い張れるような安心がほしかったはずなんだ。

「あたしは神園と別れたくない……。でも……自信がなくなったら、実際は付きあっているって事実さえもなくなっちゃいそうな気がして、っっ、それが……っ、あたしと神園が別れるかもしれない、って可能性を突きつけてくるようだった……ッ」

　俺と空野は別れるかもしれない？　そんな可能性、仮に空野が折れてしまっても、俺が絶対に認めない。空野と別れたら、俺はきっと、これから先の人生で、空野よりも素す敵てきな女の子を見つけられない。趣しゆ味みも同じだし、性格だって相あい性しようがいいし、付きあっているから当たり前だけど、一いつ緒しよにいてすごく楽しい。

　そんなイイ女の子と、自ら進んで別れたいなんて、死んでも思うものか！

「どうして神園があたしを選んでくれたかもわからないし……、自信がなくなってあたしが本当に神園のカノジョとして相応ふさわしいかもわからなくなるし……、別れるかもしれない可能性を突きつけられて、今後のことも不安でわからなくなるし……、──ッッ、わからないことだらけで、とどめには自分の感情すらわからなくなった！」

　本人が言うには、空野はわからないことだらけらしい。そしてそれは全すべて、百合姫に起因している。具体的に言うならば、空野よりも百合姫の方が俺の心のスペースを多く占せん領りようしているという理由によって。

　でも、だとしたら、俺はそれに反論する──、

「だったら、これから俺と、一緒にたくさん思い出を作っていけばいいだろ？　──どうして俺が空野を選んだのかも、きちんと伝える。──自信がないのなら、自信がつくまで毎日空野のそばにいる。──これからのことが不安なら、これからのことを今ここで約束してもいい。自分で自分の感情がよくわからないっていうなら──、わかるまで、解決できるまで付きあってやる！」

「でもそれが、あたしが占しめている神園の心のスペースを広げることには、必ずしもつながらないから」

　今にも泣きそうな空野。

　認めたくないけど、それは空野の言うとおりだ。

　必ずしも、一緒にたくさん思い出を作ったからといって、心のスペースを広げることにはつながらない。必ずしも、毎日空野のそばにいたとしても、心のスペースを広げることにはつながらない。必ずしも、これからのことを約束したとしても、心のスペースを広げることにはつながらない。

　自分のことだからよくわかる。

　俺の中で空野が占める心のスペースを広げるには、きっと、二人で幸せになることが一番の近道だ。百合姫のように年単位でスペースを広げてきた女の子を、短期間で追い抜くには、それしかない。

　幸せというから、高校生のクセに、という感じだけど、そんなに難しいモノじゃなくてもいい。ありふれていて、どこにでもあって、誰にでも感じられて、いつでも見つけ出せるような、そういうモノでいいんだ。月島の言葉を借りるなら、ふとした瞬間に笑え顔がおになれるようなモノでいいんだよ。

　でも今の空野の場合、思い出を作っても、そばにいても、これからのことを約束しても、不安だから少ししか笑顔になってくれない。本当の意味で、心から微笑ほほえむような日は、少し遠い。

　だったら──、

　──もう別のやり方で、空野自身に、空野は俺のカノジョなんだって認めさせる。

「確かに、俺の心に、恋こい人びとである空野よりも、百合姫の方がスペースを取っている、っていうのはわかる。でも！　そんなの当然だろ！　あいつの方が空野よりも、長い時間、俺のことを考えてくれていて、より多く、子供の頃ころからイベントを重ねて、誰よりも大きく、俺に恋愛感情を抱いだいてくれていた！」

「……っっ」

　その発言だけで、空野はさらに涙なみだ目めになってしまう。顔を見る限り「もしかして、あたし振ふられるん……？」なんて思っているに違ちがいない。

　もうやり方を変える。空野本人に自信をつけさせることが難しいなら、どのぐらい俺が空野のカレシでいたいかを思いっきり伝えてやるんだ！

「けど！　俺は空野じゃないと幸せになれない！」

　不意に空野が目を見開く。目め尻じりに溜たまりかけていた涙が溢あふれるように弾はじけて、空野は呆ぼう然ぜんと俺のことを見つめる。

　文化祭の時と同じだ。空野は俺が言えばどこかしらで妥だ協きようしてくれる。

　けど！　文化祭の時と同じ轍てつは踏ふまない！　妥協してくれるからいろいろ言って、その末に罪悪感を覚えて、最終的にはまた無自覚のまま自殺未み遂すいなんて、死んでもゴメンだ。

　今回は、空野に妥協させるんじゃなくて、俺の理想を空野に認めてもらう。

　妥協案よりも俺の理想の方を選んでみたいと思わせるぐらい、俺は感情論を叫さけぶ。

　論理的な妥協点なんて、文化祭の時ので充じゆう分ぶんだ。

　今は、感情的でもいいから、空野に伝えたいことを全部伝えてみせる。

「俺とお前が本格的に付きあったら……俺は空野を、もしかしたら幸せにできないかもしれないけど！　でも！　空野は間違いなく、俺のことを世界で一番幸せにしてくれる！」

「────あ」

「高校生が軽々しく世界一幸せ、なんて言葉を使っちゃいけないかもしれないけど……幸せなんて主観的なモノなんだから、これでいいと思う！　他人が……っ、百合姫がどうこう言おうと、俺は空野とこれからも一緒にいたい！」

　俺が言葉を伝えるたびに、空野は再び涙目になる。

　俺が想おもいを伝えるたびに、空野の瞳から涙が零こぼれる。

　そして空野は、感情を爆ばく発はつさせて──、

「それ、情けなさすぎるから！　しかも間違っているから！」

「は？　間違い？」

「あたしだって……あたしだって！　神園をきちんと幸せにできるか不安だけど！　だけど！　神園は絶対にあたしのことを大切にしてくれて、幸せにしてくれるはずだから！」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、そ、空野だって情けないだろ！　俺を幸せにできるかどうかはわからないけど、俺と付きあえば、自分は一〇〇％幸せになれるって！」

「そんなこと、神園に言われたくないから！」

　お互たがい様だった。俺は空野を幸せにできないかもしれないけど、自分は幸せになれると言い張るし。空野は、俺を幸せにできないけど、自分は幸せになれると主張する。

　やり方を変えた結果がこれだ。

　空野に自分が俺のカノジョであることを認めさせるんじゃない。

　空野に俺と一緒にいれば幸せになれるかどうかを訊きいて、幸せになれるんだったら、恋人同士でいた方がいいと認めさせる。

　要するに──、

「ああっ、もう！」

「────あっ」

　衆人環視の中で、俺が強ごう引いんに空野を抱だきしめる。

「お願いだから……っ、自分で自分のことを、俺の恋人として認められないとか、そんなこと言わないでくれよ！」

「かみ、ぞの……？」

「俺は絶対に否定しないけど！　俺以外の、他ほかの人が認めないにしても……、空野自身が認めないにしても……、俺のヒロインはお前しかいないんだよ！」

　どんどん涙が溢れてくる空野。

「空野に一つ訊きたい」

「……ぐす、……なに？」

「自分で自分のことを認められない。──なら、それを理由に俺と別れたいか？」

「……そんなの、ぜっ、絶対に、っ、イヤっ」

「なら、もう、答えなんて、最初からわかっていただろ」

「……うんっ……うんっ」

　──要するに、空野が自分で自分をカノジョとして認められるか否いなかと、それは置いといて、ずっと、ずっと、俺の恋人でいたいか否かは、別の問題だからな。

　拍ひよう子し抜ぬけするぐらいシンプルなことだけど、シンプルだからこそ見落とすし、シンプルだからこそ心に響ひびく。

　難しい問題の方が、解決できたら頭がいい、とか。

　難しいロジックの方が、理解できたら正しい、とか。

　そういう気持ちもわかるけど、今だけは、それはいらない。

　そして周りのオタクたちがヒソヒソ小声で話す中、一部の悪ノリが好きな連中が、拍はく手しゆと「リア充じゆう、爆発しろ～っ！」「おめでとう！　末永く爆発しろ！」「未み来らい永えい劫ごう、幸せになれるように呪のろってやる！」「壁かべ殴なぐり代行を呼んでやる！　おめでとう！」「オタクなのにリア充、オタ充とはお前らのことだ！」──と、ヤジを飛ばす。

　だけどそんなの、全部、遠とお音ねだ。気にする必要なんてどこにもない。

　ただ今は、空野のことを強く抱きしめていたい。




「かみじょののばかぁ！　ずっとずっと、大好きだから！」




　ついさっき、心の声で──空野が自分で自分をカノジョとして認められるか否かと、それは置いといて、ずっと、ずっと、俺の恋人でいたいか否かは、別の問題──と、そう言った。
















　そして空野は、まだまだ認められないかもしれないけど、俺のカノジョでいてくれることを選んでくれた。

　冬コミ合宿、残すイベントは、ラスボスである百合姫とのイベント。
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　空野と仲直りした約一時間後、俺はとある橋の上で、百合姫と一緒にいた。

　昌しよう平へい橋ばし──、秋あき葉は原ばら駅と御お茶ちやノの水みず駅の中間にある、何度もなにかのアニメで舞ぶ台たい、聖地になった、オタクにはそこそこ有名な橋である。

　夕日は沈しずみ、あたり一帯の暗さは、街灯の光によって照らされる。

　橋の下を流れる神かん田だ川がわの音も、仙せん台だいでは味わえない、東京特有の高い建物の隙すき間まを縫ぬうような強い風も、歩道の隣となりの車道を走る車の音も、もう全部、俺と百合姫のイベントを盛り上げる演出のようにしか思えない。

　アーチ状で、横から見るとレンガ色、上から見ると瀟しよう洒しやな長方形のブロックを組みあわせた模様の外観も、ラストイベントのロケーションとして、これ以上ないぐらい似あっている。

「心路くん、なんでこの橋の上で決着をつけようとしたの？」

「まぁ、いろいろなアニメの舞台になった橋だし、ロケーションとしてはいいと思って」

「そっかぁ──、でもね？　だとしたら一つだけ、決着をつける前に心路くんに訊いておきたいことがあるの」

　ふと、百合姫は目を伏ふせる。きっと百合姫の頭の中では、今までの俺とのイベントの回想が流れているのだろう。数えきれないほど、俺と百合姫はイベントを積み重ねた。幼かった頃はもちろん、高校に入学した時からカウントしても、数えきれないイベントを。

　忘れられるわけがない。俺はもちろん、百合姫の方だって。

　だから百合姫は、一言一句、丁てい寧ねいに、心に刻むようにゆっくり訊く。




「なんで継未ちゃんなの？　どうしてヒメじゃないの？」




　ああ、そうだ。今この場所で百合姫に説明するのは当たり前だ。

　じゃないと、ここに立っている意味がない。

「──百合姫が俺のことを好きでいてくれることは、すごく嬉うれしい。これは、空野には申し訳ないけど本音だ。当たり前だ。異性にしても、同性にしても、好意的に接してくれて嬉しくない人間なんていない。まして百合姫は、異性だし、好きって気持ちだって、友達として好き、幼おさな馴な染じみとして好き、って、そういうんじゃなくて、恋れん愛あい的な意味で好きって何度も何度も、言葉にしてくれたし」

　それは俺の本心だ。百合姫のことをくっつきすぎ、と、感じたことはあるけど、それは行動に対して感じたのであって、気持ちに対してうっとうしいとか、少し迷めい惑わくとか、そういうふうに感じたことはない。

　百合姫が胸を押しつけてくるアピールにドキドキしなかったといえばウソになる。百合姫の裸はだかに性的な興奮をしなかったといえばウソになる。

　けれど──、

「──でも、百合姫は俺のことを好きでいてくれるけど、百合姫と恋こいをすることに惹ひかれなかった」

「……っ、ヒメの方が、幼馴染で……っ、特別な女の子なのに？」

「そうだ……ッ」

「ヒメ、心路くんを萌もえさせるために、頑がん張ばったのに？　心路くんが大好きな、アニメみたいな恋ができるように頑張ったのに？」

「百合姫……っ、恋っていうのは偶ぐう然ぜん生まれるようなモノなんだよ！　もっとロマンティックに言うなら、運命的なモノなんだよ！」

「ヒメのどこが運命的じゃないの？　特別じゃないの？　ヒメ、心路くんの幼馴染で、高校で再会して、再会したあとも、何回もイベントを積み重ねてきたんだよ!?」

「それは百合姫本人が特別なんであって、百合姫との恋が特別なんじゃない！」

「……っ」

「俺も今さら気付いたけど普ふ通つう逆なんだよ。現実では、三次元では、そしてもしかしたら一部の二次元でも、特別な女の子と普通の恋をしたいんじゃなくて、普通な女の子でもいいから特別な恋をしたいんだ……ッ」

　それはたとえ、周りから見て普通の恋だとしても、本人たちからしたら、特別な恋であるならば。

「ヒメは、特別な恋を、上手うまく演出したつもりなのに……」

「百合姫はもう、運命的な恋を、ラブコメを演出しているだろ？　運命を作ろうとしているだろ？　その時点で、俺と百合姫の恋物語は運命的じゃないんだよ！」

「だから──」

　もう、百合姫は気付きつつある。

「──ああ、もうわかると思うけど、俺の心は特別よりも恋愛感情に惹かれていた。百合姫よりも空野の方に惹かれていたんだ」

　ふいに百合姫は悲しそうにうつむいた。

　俺は百合姫の挙動の意味を知ってなお、最後に結論を伝える。

「だから俺は百合姫じゃなくて空野を選んだ。いくら俺が二次元を拗こじらせたオタクで、特別がどうとか散々悩なやんでいた痛々しいヤツでも、結局恋した気持ちにウソは吐つけない！」

　特別と恋愛感情は別物。

　それは以前、文化祭で陸りく畑はたに言ったとおりだ。理解はされなかったが。

　だが最終的に恋愛感情を大切にするように、人の心はできている。

「だとしても……っ、だとしても……ッ」

「百合姫……」

　恐おそらく、百合姫は俺の言い分を理解してくれた。

　現実というモノに目覚めつつある。

　男の子の幼馴染として生まれてしまったという、二次元的な鎖くさりから解かれつつある。

　でなければ悲しそうにうつむいたりしない。肩かたを震ふるわせて、白い手がほんのり赤くなるぐらい、手を握にぎりしめたりなんてしない。

　けれど俺だって理解している。百合姫はこの程度で諦あきらめたりなんてしない。

　それに俺の言い分には、一つだけ、抜ぬけ穴あながある。

　それに最初から気づいている百合姫は、涙なみだ目めになっていたけど、うつむいていた顔をあげる。

　すなわち──、

「だとしても、ヒメの答えは変わらないよ？　心路くんが継未ちゃんと付きあうことと、ヒメが心路くんを諦めることは、絶対に関係ない。選ばれなかったことは、諦める理由にはならないもん！」

「だとしても、俺の答えも変わらない。俺は空野継未が好きだ。加えて、文化祭の後夜祭で──百合姫を否定するかもしれないけど、二度と俺に好意を寄せるなとは絶対に言わない。って言ったが、きっと、ここにはいないが空野に至っては、それすらも認めないと断言できる」

　やはり百合姫は気づいていた。先ほど百合姫が質問して、俺が答えた内容は、あくまでも俺が百合姫ではなく空野を選んだ理由、だ。百合姫の例の価値観がある限り、俺の答えで百合姫が諦めるわけがない。

　これが、俺の言い分の抜け穴だ。

　だって俺には、百合姫を諦めさせる言葉は言えないように呪じゆ縛ばくがかかっている。

　言ってしまったんだ、文化祭三巻の後夜祭八章で。俺は百合姫を否定するかもしれないけど、二度と俺に好意を寄せるなとは絶対に言わない──って。

　さらに同じく文化祭の後夜祭で、百合姫も俺に返した。ヒメは何度心路くんに拒きよ絶ぜつされても、諦めないもんっ──って。

　九月の出来事なのに、もう遠い昔の出来事のようだ。

　今になってこのやり取りが呪縛になっている。

　だが──、

　──俺の方にも抜け穴がある。

　約束の解かい釈しやくを変えるという抜け穴が。

「ねぇ、心路くん」

「──なんだ？」

「継未ちゃんはヒメに、心路くんを諦めてほしいんだよね？」

「ああ」

「そんなの、継未ちゃんのワガママだもん……ッ！」

　刹せつ那な、百合姫は堰せきを切ったように言い始める。

「っっ、あのね？　ヒメは諦めないとは言ったけど、ショックを受けていないわけじゃないんだよ？　恋愛に傷つくことは不可欠だけど、進んで傷つきたいとは思わないし、傷ついても痛みを感じないわけじゃないんだよ？　ヒメの心路くんに対する想おもいが強いから、なんとか諦めない、って言えるような状態なのに……、……っっ、それでもまだ！　ヒメに損をしろって、失えって言うの!?」
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「そして心路くんも、継未ちゃんの言い分を肯こう定ていするの!?」

「なら逆に訊きくけど──空野じゃなくて百合姫が俺に選ばれたとして、俺は百合姫のカレシなのに、空野から、花咲さんのカレシを好きでいるから。いつか奪うばうから。って言われたらどうなんだ!?」

「…………っ」

「自分がされてイヤなことを、空野にもしていいのか!?」

「確かに心路くんの言うように、それをされたらイヤかもしれない。でも！　もしそうなったら、ヒメは略りやく奪だつ愛あいになんか負けないぐらい、徹てつ底てい抗こう戦せんする！　継未ちゃんのように、相手に諦めてください。奪わないでください。なんて……、絶対に言わない！」

　略奪愛。現実で、しかも高校生の揉もめ事で、そんな単語を初めて聞いた。

　理想と現実のギャップ。二次元と三次元の差異。オタクの感性とリアル的な価値観の埋うめることのできない溝みぞ。

　アニメやマンガやラノベでは、主人公をヒロインが奪いあうなんて日常茶さ飯はん事じだろう。

　そういう世界が俺は好きだった……っ。そういう展開が、オタクとして萌えた……っ。

　でも現実なんて、そういうふうになるわけがない。思いどおりにいかなくて、足搔あがいても叶かなわない願い事なんて山のようにあって、アニメのようなことを望んでも、望んだ分だけ三次元と二次元のギャップに苦しむことになる……っ！

　なんで……、なにゆえ……っ、現実はこうも理想のように上手くいかないんだ！

「心路くんもオタクならわかるよね!?　ヒメは心路くんと付きあいたい！　けどそれ以上に、もっと平和で、誰だれもが笑って終われるような恋愛がしたかった！　叶うことなら、恋のライバルである継未ちゃんにも祝福されるような、心路くんとのハッピーエンドに辿たどり着きたかった！」

「……っ、それでも俺は、空野とのハッピーエンドを譲ゆずれない！」

「そんなの……ヒメも本当は同じだよ！　本当は……っ、継未ちゃんに罪がないのは、なにも悪いところなんてないのは、っっ、初めからわかっているもん！　ただヒメは、フィクションと現実のギャップに苦しんでいるだけ！　だから言ったんだよ？　心路くんもオタクならわかるよね、って！　ヒメの気持ちをわかってよ！　なんで本物の恋愛って上手くいかないの？　ギャルゲーなら上手くいくのに！　どうして現実の恋愛ってこんなに苦しくて、重い展開になることがあるの？　アニメならもっと……もっとみんな笑いあって恋しているのに！」

　百合姫はまだその答えに気付かない。

　でも、その答えは、俺の中に確かにある。




「俺も最近ようやく気付いたけど、フィクションとリアルを一いつ緒しよにしちゃいけない！」




「……っ、よりにもよって、心路くんがそれを言うの!?」

「ああ、そうだ。月島には任されるべきことを任されて──、雪村先せん輩ぱいには文化祭の時点からお世話になりまくりで──、空野には夏休みの時点からそういうのを感じていて──、俺も百合姫のことを言える立場じゃないけど、ニジケンでの毎日が、それを気付かせてくれた！」

「心路くんは、二次元を、……ヒメのアイデンティティを裏切るの!?」

「勘かん違ちがいしないでほしいけど──俺は当然、オタクだから二次元が大好きだ。空野というカノジョができてリアルを大切に思い始めているけど、それは、リアルが大切になってきているというだけであって、二次元に飽あきてきたという意味じゃない」

「なら──っ！」

「だけど！　どっちが優すぐれているかとか、どっちが優やさしい世界とか、どっちが面おも白しろいとか、どっちが憧あこがれるとか、そういうのは関係なく、どっちにしたって、フィクションとリアルは違ちがうだろ!?」

「それは……その……っ」

　百合姫はそれを認めつつある。

　だから、上手く反論できないのかもしれない。

「逆に訊くが、フィクションとリアルのどこが同じなんだよ？」

「どこが、って、言われても……」

「それに、仮にフィクションの方が、優れていて、優しい世界で、面白くて、憧れていたとしても、俺と百合姫が、俺たちが、今、こうして呼吸をしているのはどこなんだよ？」

「────っ」

　前にも心の声で言った。百合姫は優しい女の子だって。

　だから本心では、俺とケンカなんてしたくないのだろう。アニメのように、平和で、誰も友情にヒビが入ることのない甘い恋こいに溺おぼれていたかったのだろう。現実の恋れん愛あいでは傷つくことも、傷つけられることもあると知っていたけど、可能な限り、ホットミルクのような、温かくて、優しくて、ほっこりして、誰もケンカせずに誰も泣かない恋をしたかったのだろう。

　だから、百合姫は優しい女の子という事実が、最後の最後で、ここに生きてくる。

　優しい女の子だから、きっとニジケンメンバーの中で誰よりも、俺よりも、現実とフィクションのギャップで苦しむことになるのか。

「────」

　ふと、俺は想いを巡めぐらせる。

　ずっと考えていた切り札を使う。

　覚かく悟ごはとっくに済ませている。

　本当なら、これを使わずに乗り切りたかったが、もうムリだ。

　切り札を、使う覚悟と、使わない覚悟。

　どっちも用意してここにきた。

　だから俺は──、

「百合姫──以前、百合姫を否定するかもしれないけど、二度と俺に好意を寄せるなとは絶対に言わない。って言ったが、アレ──」

「っっ、約束を、破るの？」

　俺は首を横に振ふる。

　いくらなんでもそんなことはできない。それだけは、しちゃいけない。

　でも、だがしかし、この約束には一つだけ欠けているモノがある。

　だからさっきも、約束の解釈を変える。そう、心の声で言った。

　即すなわち──、

「あの約束、逆を言えば、好意を寄せるなとはもちろん言わないが、だが否定はできる」

「心路くん、まさか──」

「たとえ百合姫が一〇回告白してきても全すべて断るし、たとえ、恋人同士でもないのに一〇〇回プロポーズしてきても全て断るし、たとえ、結けつ婚こんもしていないのに子供を作ろうと、二人で幸せになろうと一〇〇〇回誘さそってきても全て断る」

「それが、ヒメが心路くんを諦あきらめない限り、永遠に続くの？」

「──ッ、ああ」

　本当に、自分で自分を最低だと思う。後こう悔かいに塗まみれ、十じゆう字じ架かを背負い、贖しよく罪ざいの意識に溺れ、決して褒ほめられるようなことではないことに従い続ける。

　クズで、ゴミで、そして世界中の誰からも認められないとしても、空野と付きあえるなら、そして、百合姫が諦めてくれるなら、俺は良心がヒステリックな悲鳴を上げたとしても、このクズやゴミで済まないレベルの悪役を引き受ける。

　本心がしたくないか否いなかは、問題じゃない。

　本心がどうであれ、実行するか否かが問題なんだ。

「周りの人から、イヤな目で見られちゃうよ？」

「──それでも、だ」

「ニコ動だったら、コメント欄らんが赤に染まっちゃうよ？」

「──だとしても、だ」

「２ちゃんねるだったら、スレッドが荒あれちゃうよ？」

「──ああ、周りからバッシングを受けても、俺は百合姫とは付きあえない」

「……っっ」

「ただ否定するんじゃない。周りからなにを言われても否定し続ける覚悟を持って、百合姫に告白された場合、空野が好きだからって断らせてもらう！」

　そうして、百合姫は無言になってしまう。

　それから、何分ぐらい、静せい寂じやくが続いただろう？

　ふいに、百合姫は俺に向かって言った。

「そんなの……ヒメは認められない！　よくわからないし、理路整然と説明できないけど……とにかくイヤだもん！」

「[image: ～][image: ～]っ、好きな人と結ばれないからって現実を直視しないのは……、納なつ得とくできないから認められないなんて……っ、オタクとして底辺だ！」

「っっ、ヒメが……オタクとして、底辺……？」

「普ふ通つうなら現実を直視しないのは、オタクらしいことだと思う。むしろ、俺はそれを誇ほこらしいと思う！」

「なら──っ」

「でも百合姫は、二次元のキャラクターを好きになったんじゃなくて、現実の男の子を好きになったんだろ!?　オタクコンテンツに溺れているなら全然問題ないが、現実の男の子を好きになったのに現実を見なくてどうする!?」

「っっ、ッ」

　百合姫の顔が一気に青ざめる。絶望に突つき落とされたと言っても過言じゃない。

　百合姫にとってオタクであることは、オタサーの姫であることは、俺、神園心路とのつながりなのだろう。幼い頃ころ、俺からオタク布教を受けた事実を、幼おさな馴な染じみの強みとして昇しよう華かさせて、それゆえの、オタク系幼馴染である百合姫のアイデンティティ。それを否定されたんだ。絶望だってするはずである。

　そして──、

「俺は百合姫に、一つの答えを示した。だから次は俺が訊く番だ。百合姫は、どうして俺のことを諦められないんだ？」

「なっ……なにを当たり前な質問を──」

　百合姫は知らないだろうが、空野が俺を好きな理由は、激しく現実的だ。

　一方で百合姫は、子供の頃の思い出が俺のことを好きな理由に直結している。実に幼馴染らしい。でも、百合姫はそれに固こ執しつしていた。オタサーの姫という形式に拘こだわって、俺を好きになった理由まで、オタクチックという形式に押し込めた。

　形式だけ。つまり本質的じゃない。

　そのことを暗あん喩ゆ的に、俺にオタクとして底辺と言われる。

　酷ひどい矛む盾じゆんだ。百合姫にとって、オタクらしいことはオタクとして底辺なんて。

　一いつ般ぱんのオタクだったら、この理論は当てはまらない。

　一般のオタクだったら、オタクらしいことはオタクとして立派だ。

　ただ百合姫の場合、現実にオタクらしさを持ち込んでしまったから──。より具体的に言うならば、現実でアニメキャラの言動の一部を真似まねるなんて、控ひかえめに言って危あやうい。

「いいか、百合姫？　オタクであることは素す晴ばらしいことだ。現実を見下すのも、別に俺はかまわない。だけど──」

「だけど？」

「百合姫、別に俺は二次元のキャラクターじゃない」

「そんなの……本当は最初から……っっ」

　以前からそういうフシ、傾けい向こうはあった。

　俺が百合姫を特別～とか、唯ゆい一いつ性～とか、言う前に、百合姫の方がさらに、神園心路という男の子の幼馴染をなにかの主人公だと思い込んでいた。

　神園心路が主人公で、花咲百合姫、つまり自分がヒロイン。

　自分がヒロインだと、仮定して、見立てていたのだろう。

「アニメのキャラに恋したなら、それ相応のスタンスが必要で、現実の人に恋したなら、同じく、それ相応のスタンスが必要だ。恋した相手の次元によって、いろいろなモノが変わってくる」

　ただし、アニメキャラに恋をするな、ということでは断じてない。

「ヒメは……それが食い違っていた……？　現実の男の子に……、アニメキャラに恋した時のスタンスを……持ち込んで、いた……？」

「そうだ」

「……ヒメは、心路くんのメインヒロインになれなかった？」




「だから百合姫、俺は何度でも百合姫からの告白を断る。


お前がリアルな、本物の恋をできるようになるまで」






　嗚呼ああ──、これはどっちが正しくて、どっちが間ま違ちがっているとか、そういう話じゃないんだろうな。お互たがいがお互いを見て、相手が自分と同じぐらい正しいかもしれないし、同じぐらい間違っているかもしれなくて──。このケンカの勝ち負けは、理り屈くつっぽい正論じゃなくて、相手の感情論に、自分が正しくても、なにも言い返せなくなったら負けなんだ。

　だから花咲百合姫は──、

　空野継未よりも──、

　自分の方が神園心路を好き、ってわかっているのに──、

　──自分の失しつ恋れんを、認めた。

「……ぅ、っ……、……ぅぅ……、っっ、……ぐす、……すん、ぅ、ぅ……」

　けれど──、

　そこで終わらせたら、百合姫があまりにも報むくわれないだろ……っ！

　わかっている。

　俺のせいでこうなって、俺のせいで百合姫が傷ついて、俺のせいで泣いて、俺のせいで最終的に、百合姫は報われない。

　だから、百合姫があまりにも報われないだろ……っ！　って心の声で言うのは、控えめに言ってクズの言うことだ。お前、何様のつもりだ、って、俺のことを客観視している俺の一部分が軽けい蔑べつの眼まな差ざしを送ってくる。確か、メタ認にん知ちというモノだった気がする。

　だがッ、百合姫を泣かせたのが俺なら、俺は百合姫に謝るべきだ。

　泣かせてしまったら謝る、それは小学生でもわかることだ。

　謝っても許されることではないのは重々承知。

　だけどそれが、謝らなくていい理由にはならない。

　責任と原因の矛盾の狭はざ間まで、俺はここで百合姫になにも言わないのが正解なのかもしれないけど……っ！

　正解は正しいけど、必ずしも優やさしいわけじゃない！

「百合姫──っ」

「ぐす……っ、なぁに、心路くん？」

「俺はお前に、ゴメンって言えない……。言葉を伝えるだけで……っ、それだけでッッ、百合姫がさらに傷つくから……っ！　でも同じように……俺はお前に、ありがとう、って言えない……。こんな俺のことをずっと好きでいてくれたのは本当に嬉うれしいけど──でも！　失恋させた相手に、百合姫にそんなことを言うのは、百合姫の気持ちを考えていないことになる……っ！」

「──うん」

「だから一つだけ、確かに伝えられることがあるとするなら──」

　ただ一つ、俺には百合姫と再会してから、変わらない想おもいがあった。

　たとえ俺が空野を好きになっても、百合姫以外の他ほかの誰だれかを好きになっても、変わらない想い。

　いつか他の誰かを好きになっても、ずっと、ずっと、忘れないように心に刻んだ想いだ。




「──俺にとって百合姫が『特別』だってことは、きっと永遠に変わらない」




　…………。

　……、…………。

　パン、と、乾かわいた音がアキバの夜に響ひびいた。

　一いつ瞬しゆんだけ遅おくれてから気づく。

　百合姫が、俺の頰ほおを叩たたいたのである。

「心路くんは、優しいのに残ざん酷こくだね」

「──、俺のどこが優しいんだよ？　控えめに言っても、女の子を泣かせた最低野や郎ろうだと思うが？」

「ヒメは、心路くんが悪役を演じて、心路くんに都合の悪いことを全部押しつけて、自分は満足できないけど、ギリギリ納得はできる～、なんて失恋なんて許さないよ」

「────」

「心路くんがこういう時、意図的に最低な男の子を演じることぐらい、幼馴染のヒメにはわかるもん」

「そうか、幼馴染、だもんな」

　泣いているのに微笑ほほえむ。微笑んでいるのに泣いている。百合姫は切なそうな笑みを浮うかべながら、俺のことを残酷と言う。

　否定できない。一〇年以上も片想いをさせておいて、最後には振ふってしまったんだ。

　それが残酷でなくてなんだというのか。

「そう、だな」

「特別って言われて嬉しいけど、心路くんにとって特別ってことが恋れん愛あいに関係ないことだって、もう、ヒメは知っているから、同じぐらい悲しい」

「…………っっ」

　それは俺が一番よく知っていることだ。俺がそれについて何時間、悩なやみ、苦しみ、焦あせり、迷い、そして結論を出したと思っている。この仮定は成立しないけど、仮に成立するなら、そもそも、特別であることが恋愛に関係していたら、どれだけ楽だったことだろう。

　でも、そのことを一番知っているのは俺でも、それによって一番悲しい結末に行きついてしまったのは百合姫だ。

　だから俺は、それについて下した唇くちびるを嚙かみながら黙だまるしかない。

「確かこういうのを、二律背反って言うんだっけ？」

「百合姫……」

「でもきっと──、ヒメの今までの想いは無む駄だじゃないんだよね」

　その時、俺は百合姫がなにを思って無駄じゃないって答えに至ったのか、わからなかった。たぶん、ずっと、本当にずっとわからないままだろう。

　でも──、

　百合姫本人が無駄じゃないって思ってくれるなら、それがきっと、答えなんだ。

　そして泣きながら、涙なみだを零こぼしながら、一〇〇点満点の笑顔で百合姫は──、

「心路くん」

「──、なんだ？」

「ヒメにはできないぐらい、継未ちゃんに幸せにしてもらってね？」

「ああ」

「それと……」

「ぅん？」

「──ヒメは心路くんのこと、友達としても好きだから、これからもヒメのお友達でいてください」

「…………っ」

「恋こい人びとにはなれなくても、心路くんとは友達でいたい！　親友でいたい！」

「ああ、もちろんだ」








六章　オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。









　冬休み明けの登校初日の放課後──。

　学校のお金だから、という理由で暖だん房ぼうをガンガン入れていたニジケンの部室。

　そこに、ニジケンメンバー全員が揃そろっていた。

　百合ゆり姫ひめも、月つき島しまも、雪ゆき村むら先せん輩ぱいも、空そら野のも、そして俺も。

　ただ一ついつもと違ちがうことは、空野が席を移動して俺の隣となりに座っていること。……決して近くにいたいからという理由じゃないぞ？　マジで。

　席の並びは百合姫、俺、空野。その対面に雪村先輩と月島。

　ここまで言えば察する人も出てくると思うけど、俺たち三人は、ここで月島と雪村先輩に、大おお晦日みそかの夜の俺たちの答えをきちんと伝える。

「──、──、──と、いうわけで、俺と空野は正式に付きあうことになって、百合姫の方も、俺と友達じゃなくなる、なんて事態は回かい避ひしました」

「ふぅ[image: ～][image: ～]、よかったニャ[image: ～][image: ～]。口から魂たましいが抜ぬけるぐらい安心したニャ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「そう、よかったわ、心の底から。ところで月島さん、口から魂が抜ける、って、それってショックを受けた時に使う表現じゃないのかしら？」

「それぐらい気が抜けたってことだよ！　ニャフン！」

　慎つつましやかな胸を張る月島を、彼女に微笑みながら小こ突づく雪村先輩。

　そういえばこの二人組も中々、仲がいいよな。

「と、ところでつぐみん先輩、少しいいかニャン？」

「んっ？　どうしたん？」

　ふいに月島がもじもじし始めたけど、ああ、これはあれだな。

　月島は、視線を空野とあわせようとするも、すぐに逸そらしてしまうし。肩かたを揺ゆらして少しだけ居い心地ごこち悪そうにしているし、胸の前で両手の人差し指をモジモジさせているし。ああ、これは確定。早いところ謝ってしまった方がいいぞ？

「──っ、つ、つぐみん先輩！　あの時はゴメンなさい！」　と、頭を下げる月島。

「うえ!?　あ、あの時って！」

「冬コミ合宿の時、つぐみん先輩に、説教なんてしちゃって……っ」

「あっ、あの時のこと……」

　空野がなんのことを謝られているのかわかったところで、月島は、やはり頭を下げたまま、謝罪を続ける、が、ここは当然、俺は静かにしておいた方がいいな。百合姫と雪村先輩も。

「ツッキー、反省してる。ツッキーは……つぐみん先輩のことが、本当はとってもとっても大好きニャン。つぐみん先輩には、これからもずっとニジケンにいてほしい。ツッキーと友達でいてほしい。だから、この前は偉えらそうに説教しちゃったけど、許してほしいニャン！」

「月島ちゃん──」

「それと、気にしなくていいことを気にしすぎ、って言ったこともゴメンなさい！　正直に言うと、ツッキー、これに関しては自分でそこまで間ま違ちがったことを言っていないと思っている！　でも！　ツッキーが間違っていないからといって、つぐみん先輩が間違っているってわけじゃない、って、気づいたニャン！　みんながみんな、世界中の誰もが、ツッキーのような考え方をしているわけじゃないって気づいたから！　だから──重ね重ねゴメンなさい！」

「ううん……っ、あたしの方こそ月島ちゃんのことを考えてなかったよね？　あたし……、月島ちゃんがあたしのことを許してくれるなら、これからも月島ちゃんの先輩、友達でいたいから……っ」

「ぐす……つぐみんせんぱい[image: ～][image: ～]」

　鼻をすすって、月島は涙目だけど笑顔になる。

　月島本人が、大切にしたいと思っていた笑顔に。

「仲直りできてよかったな、月島」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、うんっ！」

　さて、月島と空野のペアが仲直りできたから、次は……、

「花はな咲さきさん、私もあなたに謝りたいことがある」

「うみゅ？　ヒメに？」

「結局、私はあなたが羨うらやましかったんだわ。話を聞く分に、花咲さんも最後は諦あきらめたそうだけれども、私はあなたほど、強くなかった。私から見たあなたは、少し眩まぶしかった」

「──うん」

「あの時、私はあなたになにかを言い負かしたというわけではないわ。むしろ私が言い負かされた。けど、当然、困こん惑わくさせただろうし、変に気を遣つかわせただろうし、いろいろ迷わせただろうし、他にも頭を悩ませただろうし、率直に言うなら、意味不明だったわよね」

「うみゅ!?　自分でそこまで言っちゃうの!?」

「ふふっ、ええ、そこまで言っちゃうわ。だから、ゴメンなさい。やっぱりあれは、私の自分勝手で自己中心的な暴走で、花咲さんはなにも悪くなかった。往おう生じよう際ぎわが悪かったのは事実でも、それを本来気に病やむのは空野さんだもの。私が苛いら立だつ道理はあっても、私が直接あなたにケンカを売るのは間違っていたわ」

「ううん、ヒメもゴメンなさい。自分の行動が、自分の知らないところで雫九しずく先輩を悲しませていたなんて、知らなかった。──でね、雫九先輩？」

「？　なにかしら？」

「天あま架かちゃんと継つぐ未みちゃんのやり取りと同じようなことだけど、これからも、ヒメは雫九先輩のお友達でいたいな♪」

「っっ、ええ。ええ！　もちろんよ。私の方こそ、花咲さんの友達でいたいわ」

　いい話だなー。

　当然だが俺の人生の中心人物は俺自身だ。だから俺は、ある程度は仕方ないけど、俺と百合姫、俺と月島、俺と雪村先輩、そして俺と空野、この四つの関係に意識を向けがちだ。

　でも百合姫と雪村先輩の間にも確かに絆きずなはあるし、月島と空野の間にも同様だし、百合姫と空野、月島と雪村先輩の間も同じく。

　なにが言いたいのかっていうと、やっぱりニジケンは、形あっての中身じゃないし、中身あっての形でもない。そのことを改めて確かく認にんできた気がする。ここにいる五人、もう誰だれが欠けてもニジケンじゃない。

　もしかしたら、転校や、特に雪村先輩なんかは卒業が控ひかえているけど、それでも、それがつながりを切ってしまうことと同義というわけではない。

　安っぽい言葉だし、少し前の俺なら小ばかにしただろうけど、実際はこうとしか言えないな。

　このつながりは永遠だ、って。

「って、ちょっと待ってほしいから！　話を聞く分にもしかして……」

「ええ、空野さんの想像どおり、実は私も神かみ園ぞのくんのことが好きだったのよ？」

「うえ!?　まさか今度は雪村さんとあたしで口論なんて展開──」

「クス、それはないから安心しなさい」

「その組みあわせで口論になったらつぐみん先輩に勝ち目ないニャンｗｗｗ」

「反はん撃げきする隙すきさえ与あたえなさそうだよね♪」

「よかったな、空野、負けるとわかっている口論に挑いどむ必要がなくて」

「ぐぬぬ……またみんなしてあたしをからかう……」

「でも、そういうのが好きなんだろ？」

「かみじょの[image: ～][image: ～]、みんながいる前でそういうこと言わないでほしいからぁ[image: ～][image: ～]」

　空野が空野らしい情けない涙なみだ声ごえを出すと、みんなで笑う。

　百合姫も、月島も、雪村先輩も、俺も。

　そしてみんなの雰ふん囲い気きが穏おだやかな優やさしい感じなのを知ると、空野本人も、にっ、と微笑ほほえむ。

　ああ、これがやっぱり、二次元文化研究愛好部らしい日常だよな。




　　　　◇　◆　◇　◆




　さて、部活が終わったあと、俺は冬休み前のように空野と一いつ緒しよに自転車で下校するけど──そうか、よくよく考えたら、空野と正式に恋人同士になって、初めて一緒に下校しているんだよな。感かん慨がい深い。

　一月の外は寒い。

　でもそれを理由に、俺と空野はベンチに座って、手を繫つないでいた。

　まぁ、前にも語ったかもしれないけど、俺と空野の自宅の近く、河か川せん敷しきのベンチだ。自転車は近くに停とめてある。

「明日も学校で、また会えるといっても……中々サヨナラしたくないな」

「──うん」

　今日は冬休み明け登校初日ということで、授業そのものも早く終わったし、ニジケンに限らず部活動だって、普ふ通つうよりも早く終わっているわけ。

　だからまだ一五時を少し過ぎたぐらいの時間なのに、俺と空野はここにいた。

「──んっ、神園」

　ふいに、空野が俺の身体からだに肩を寄せる。

「ねぇ、神園？」

「？　どうした？」

「今ここって、お外だけど、あたしたち以外誰もいないよね？」

「そ、そう、だな……」

　空野はここで無口になってしまい、それ以上なにも言わなくなってしまうけど……代わりに、俺の腕うでに抱だきついて意思を表明してくる。なにこの女の子、すごく可愛かわいい。

　乙女おとめ色に染まっている色白の頰ほお。

　花の蕾つぼみのような、桜色の唇くちびる。

　可愛くて可愛くて仕方がない、うるうるした、なにかを物ほしそうにしている瞳ひとみ。

「──空野」

「──ん」

　俺が空野に顔を近づけると、空野は目をギュ、とつむる。

　ああ、俺も空野のことを言えないけど、緊きん張ちようしているんだな。

　せめて、歯と歯がぶつからないようにしないと──。




「──ん、──ぅ──んっ」




　そして、俺と空野は、キス、してしまう。

　空野の唇、やわらかい。ふにふにしている。もっと、ずっとこうしていたい。

　可愛い。本当に可愛いと思う。

　わずかに震ふるえる、女の子らしい長い睫まつげも。

　怖こわいからつなぎ続ける、白く華きや奢しやな手も。

　俺の口づけに精せい一いつ杯ぱい、応こたえようとしてくれている仕草も。

　──本当に、全部。

「ふ、はぁ、──しちゃったね、キス」

「イヤだったか？」

「ううん、全然、イヤじゃないから」

　夢ゆめ見み心地ごこちで赤らんだ表情かおで、空野は自分の唇を人差し指でなぞる。

「まぁ、文化祭の時に一度したけどな」

「でも──、両りよう想おもいってわかったあとのキスは、これが初めてだから」

「なんか恥はずかしいな……」

「だね。──でもね、神園？」

「ぅん？」

「恥ずかしいけど、もっかい」

「──、──」

「──っん、ぅ──んっ」

　今度は舌を入れてみる。すると、最初、空野の唇はこわばっていて開いていなかったけど、徐じよ々じよに、唇を開き、おずおずと自分の舌を伸のばして、俺に応えてくれた。

　空野──、

　一いつ生しよう懸けん命めいに舌を伸ばして、お互たがいに慣れてないから少しだけ歯をぶつけてしまって、俺の左手をギュ、っと握にぎって、必死に、初うい々ういしく求めてくれる。

「──神園、もっかい」

「でも、ここ、誰もいないとはいえ外だぞ？」

「──でも、もっと」

「────」

「────んっ」

　さすがにもう一回ディープキスは恥ずかしかったので、小鳥と小鳥がくちばしをお互いにツンツンするような、バードキスでお茶を濁にごそうとする。

　ほんの少ししか口づけしていないのに、空野は息苦しそうに目をつむって、唇を離はなすと、ふはぁ、と、空気を吸った。

「──かっ、かみ、ぞの……」

　空野は俺のコートの、胸部のあたりに顔を埋うずめて、生き地じを両手でギュ、と握る。

　これじゃ、俺の視点からは空野の顔が見られないじゃん。

「あ、あのね？」

「ああ」

「お父さんは……当たり前だけど、今日、お仕事で。お母さんは、その、あの……、この時間はヨガの教室に通ってて、六時に終わって六時半ぐらいまで帰ってこない、から……」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

「せ、せっかく神園と付きあえたんだし……あ、あたしの、部屋で、二人きりに……」

　どんなに鈍どん感かんな男子でも、これに気付かないわけがない。

　だって、ただ自分の部屋に招待するだけなら、両親が留守にしている、なんて情報を付け足すというか、部屋にきてほしい理由として使わなくていいし。

「わ、わかった……」

「……ぅん」

「じゃ、じゃあ！　ゲームでもするか？　それとも他ほかにすることある？」

「うぅ～、察してよ！　バカ！」

「ゴメン、さすがに冗じよう談だんだ。でも──」

「う～、でも？」

「正直、あえて冗談言っちゃうぐらい、っていうかおちゃらけて誤ご魔ま化かすぐらい、まぁ、余よ裕ゆうないっていうか、初めて……だから緊張してる……」

「バカじょの……あたしだって初めてなんだから……」

　…………。

　……、…………。




　　　　◇　◆　◇　◆




「これはやったニャン」

「ええ、これはやったわね」

「「やってないです！」から！」

　翌日のニジケン。部室には百合姫以外の全員が揃そろっていた。──が！

　まさか俺と空野の間の空気から、昨日、俺と空野がイチャイチャしたことがバレてしまうとは……。

　やっていたのは、本当はゲームだからな？　ウソじゃないからな？　そういうことにしておこう、なっ、なっ？

　月島はいつものことだけど、雪村先せん輩ぱいまでニヤニヤしやがって……。

「まぁ、さすがにこれはデリケートなことだから、ここらへんでやめておきましょう」

「ふっふっふっ、ココロ先輩、つぐみん先輩、命拾いしたね」

「激しく不服だ」

「同感だから」

　しかしそれにしても──、

「百合姫、ずいぶん遅おそいな」

「なにかあったのかニャン？」

「誰だれか電話でもしてみた方がいいのかしら？」

「なら、あたしが電話してみるから」

　と、空野がスマホで百合姫に電話を入れてみると──、

『[image: ～][image: ～]♪　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪』

「ふぇ!?　こんな時に電話!?」

　あれ？　今、部室の外から百合姫の声が聞こえたんだけど……気のせいじゃないよな？

　とりあえず、俺が部室のドアを開けてみるか。どれどれ。

　部室のドアの先、部室棟とうの廊ろう下かに立っていたのは──、

「ゆ、百合姫!?　どうしたんだ、その髪かみ!?」

「あ、あははは、昨日の放課後、きれいサッパリ切っちゃった♪」

　本人が言うように、百合姫の髪は短くなっていた……えぇ……。

　別に似あっていないとか、切ったのがもったいないとか、そういうわけじゃないけど、まぁ、率そつ直ちよくに言うなら、驚おどろいた。

　意外性とか、見慣れていないから違い和わ感かんとか、そういうのもあるけど、オタサーの姫として、自らツーサイドアップを手放すなんて。

「別に変じゃないよね、わたしのふわふわセミロング？　ただ見慣れていないかもしれないけど」

「ヒメ先輩、可愛いニャン！」

「ええ、変じゃない。むしろ似あっているわよ」

「やった」

　確かに百合姫のふわふわウェーブがかかっているセミロングは似あっている。そりゃもちろん、短くしたといっても男子である俺よりは長い。印象論だけど、女の子の平均と比べて短い、って感じ。

　昨日までの百合姫、そして月島と雪村先輩と比べて短いというだけで、空野よりは少し長いように思える。

　そういえば、ふわふわウェーブがかかっている女の子って、ニジケン女子四人だと今の百合姫が初なのか。

「って、花咲さん!?　今、なんて言ったん!?」

「ぅん？　わたし、今、なにかおかしなこと言ったかな？」

「あっ」「ニャン!?」「あら？」「やっぱり！」

「？　なぁに？」

「百合姫！　お前、一いち人にん称しようがわたしになっているぞ!?」

　俺が代表してツッコムけど、百合姫はニコニコしながらいつもの自分の席に座るだけだし……明日は雪でも降るのか？　いや、ここ東北だし、一月だから雪が降ってもおかしくはないんだけど……。

「で、どうしたニャン、ヒメ先輩？　髪もそうだし、一人称も」

「アニメとかマンガとかラノベで、ヒロインの中でなにかが変わったら、髪を切っちゃうって、すごくありきたりだよね？」

「確かにそのとおりね」

「でもやっぱり、女の子が失しつ恋れんしちゃったら、髪を切るのが、なんとなくだけど前に進むための第一歩かなぁ、って」

「否定はしないけど、テンプレだから」

　と、ここで百合姫は俺に椅い子すごと向き直る。俺と百合姫の席は隣となり同どう士しだからな。少し幅はばが狭せまいけど、俺も向き直った方がいいよな？　なんか、きっと大切な話だろうし。

「心しん路じくん、一ついい？」
















「どうした？」

　優やさしく微笑ほほえむ百合姫。

　それこそまるで名前のとおり、白しら百合ゆりのように綺き麗れいで見み惚とれるような、純じゆん粋すいな微笑み。

　どこかの国のお姫様のように、優しい微笑み。

　百合姫のその笑みに、目の前にいる俺はもちろん、いつも元気な月島も、滅めつ多たなことでは冷静さを失わない雪村先輩も、そして空野も、声を失ってしまう。

「ヒメ、ううん、わたし、今までも属性だけオタサーの姫というだけで、本物のオタサーの姫じゃないとか言われてきたけど──」

「──ああ」

「今日をもって、オタサーの姫を卒業するね？」

　だから髪を切ったのか。

　だから一人称を改めたのか。

　なんとなく、そんな予感はしていた。

　だから突とつ然ぜんそんなことを言われたのに、すーっと心に澄すみ渡わたるように受け入れられる。

　たぶん、俺以外の三人も。

　驚くことはない。

　少し寂さびしく感じるけど、だからといって悲しいわけじゃない。

　きっとこれは、実際の学校の卒業のように、祝福するようなことなのだろう。

「これからは、新しいなにかを探していこうと思う」

「百合姫──」

「オタクをやめない範はん囲いで水泳とか陸上競技とか、スポーツやるのもいいと思うし」

「──ニャン」

「今まで手を出してこなかった、プラモデルとか鉄道とかも触ふれてみたいし」

「ええ、そうね」

「ひょっとしたら──今すぐにはムリで、すごくすごく、とっても長い時間をかけるかもしれないけど、新しい恋こいだって、始めてみようとも思う」

「はなさき、さん」

　そして百合姫は、一回、深呼吸すると──、

「あの日、わたしは心路くんとあんなに話しあって、結論を出したんだもん。継未ちゃんは友達であるわたしに、心路くんを奪うばわれるかもしれない。それが不安でしょうがない。そんなことを言われて──でも、最後には継未ちゃんに心路くんを譲ゆずった。ううん、譲ったんじゃなくて、任せられると思った。わたしよりも継未ちゃんの方が、心路くんを幸せにできると思った」

　百合姫は、清すが々すがしい声で、満足気な表情で、もっと続ける。

「それなのに、わたしが新しい恋に踏ふみ出せなかったら、意味がなくなっちゃうもん。あの時は、きちんと言葉にして、新しい恋に踏み出してみせる！　って言わなかったけど、結論のニュアンスとしては、そう答えを出したしね♪」

　だから百合姫は最後に──、

「だから心路くん」

「──、なんだ？」

「もしわたしが、本当に、昔みたいに、心路くんの時みたいに、誰かから影えい響きようを受けて、それに染まるんじゃなくて、自分が自分で探して見つけたモノに夢中になれた時は──」

　百合姫は、子供のように純粋で、大人のように決意した顔で、リアルの女の子らしくありのままの自分で、でも、アニメチックな女の子のように、自分を装よそおわないで、演技しないで、俺に、お願いする。




「一いつ緒しよに遊んでくれるかな？」




「────」

「幼おさな馴な染じみとしてじゃなく、恋人としてでもなく、わたしの親友として」

「ああ、もちろんだ」

　月島は、最後の最後に、みんなの笑顔が好きと明かした。

　雪村先輩は、失恋して一つを失ったからって、それを引きずって全すべてを失いたくなんてない、と言った。

　それは百合姫も同じなんだろう。

　みんなが笑顔なのが一番だし、誰もが、失恋してなにかを失うことになっても、それを引きずって他ほかのモノまで失いたくなんてない。

　それに俺も──、

　やっと、何年もかけてやっと、本当の百合姫と仲良くなれた気がする。

　幼馴染としての百合姫とか、オタサーの姫として百合姫が、百合姫の偽にせ物ものと言う気は全然ない。

　でも、なんか、俺は親友としての百合姫が、一番、百合姫らしい百合姫だと感じる。

　現実の女の子らしいし。

　年相応の、高校生らしいし。

　だから俺は、百合姫の親友になれて嬉うれしいんだ。

　嗚呼ああ、俺と百合姫の恋物語はここで終わり。

　ここから先は、俺と百合姫の友達としての日常と、それと、俺と空野の恋人同士としての毎日が待っている。

　そしてニジケンは、何回か壊こわれそうになったけど──、

　──最後まで、壊れることは、サークルクラッシュすることはなかった。

「ゆきむー先輩、ツッキー、なんだか満足だニャン」

「──あら、私もよ。ニジケンが壊れずにあの三人の恋が一件落着するなんて、本当によかったわ」

　月島はほっこりして、

　雪村先輩は微笑む。

　そして──、

「心路くん、継未ちゃんと幸せになってね？」

「──ああ。──、空野」

「なんなん、神園？」

「俺は空野に、俺を好きになったことを後こう悔かいさせない」

「[image: ～][image: ～]っ、っ！」

「俺が空野を、いつか幸せにしてみせる」

「ふふっ、早さつ速そくのろけてくれるのね」

「ニャフン、バカップル乙おつ、だニャン！」

「はいはい、二人ともお幸せに。応おう援えんしているからね？」

「[image: ～][image: ～]っ、うぅ、かみじょのの、ばかぁ！　みんなの前でそんなこと言われたら、恥はずかしいからぁ[image: ～][image: ～]っ！」








あとがき









　※　今回もネタバレ多めです。しかも最終巻ですので、致ち命めい的てきなネタバレが多いです。




　読者の皆みなさま、お久しぶりです。最終章で、こいびとどうしですることぜんぶ（意味深）を実際に書いたら、担当さんにＮＧを食らった佐さ倉くら唄うたです。実際に書いたのにお蔵入りなのは、本当に虚きよ無む感かんに包まれますね。

　さて、この度たびは『オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。４』をご愛読いただき、誠まことにありがとうございました。本シリーズはこれにて完結でございます。

　この物語、私個人としてはいろいろ見方があると思っていまして、心しん路じくん目線だとトゥルーエンド、百合ゆり姫ひめちゃん目線だとビターエンド、継つぐ未みちゃん目線だとハッピーエンドだと思います。ちなみに、個人ではなくニジケンという友達グループとしては、ハッピーエンドではないけどトゥルーエンドですかね？




　最後までご愛読くださった方ならわかると思いますが、最後の展開と、本作のタイトルがつうじております。本当にウソ偽いつわりないタイトルどおりのエンディングになりました。

　もともと、担当さんとは「百合姫を二次元の呪じゆ縛ばくから解放してあげよう！」というコンセプトで最終巻を作ってまいりました。お前ら作者と編集だろ、自分たちで呪縛をかけておいて自分たちで解放してあげようとか、なんというマッチポンプ──というツッコミはＮＧで……。

　ネットとかでもよく言われていましたが、百合姫ちゃんは最終的に、性格や価値観など、『変わる』べきかなぁ、と、考えておりまして、だからこそ、心路くんとは結ばれませんでしたが、答えは得た、ということでビターエンドです。

　失しつ恋れんしちゃったけど、清すが々すがしい気持ちでこれからの毎日を過ごしていける、的な。




　また、言わずもがな、この作品はメタ作品です。フィクション（アニメ、マンガ、ラノベ、ゲームなど）について語り、フィクションの中の人物なのにフィクションとリアルの違ちがいについて、ニジケンのみんなは悩なやんできました。特に心路くんと百合姫ちゃんは。

　三巻では主人公が、リアルで全員を選ぶなんて無理！　と嘆なげき、

　四巻ではヒロインが、友達の好きな人を好きでいるなんて、アニメでは普ふ通つうだけど、リアルではおかしい！　と、もがきます。

　そこを読者の皆さまが、少しでも面おも白しろい、と、感じていただけたならば、作者としてこれ以上の幸せはありません。




　最終巻ですので、キャラを振ふり返ってみましょうか（唐とう突とつ）。

　心路くんのコンセプトは作中でも何度も指し摘てきされているように『罪悪感』です。彼がやたら自分のことをクズだのゴミだの言うのは、自分に自信がないからなのかもしれません。彼のことを、少なくとも私は人間らしいと感じております。だいぶラノベのキャラとして表現を盛りましたが、現実で三巻や四巻みたいなことが起きましたら、たぶん、人が本当になにを考え、どう動くかなんて、想像もつきません。そんな中、心路くんは人間らしい行動をしたなぁ、と。あと彼はメタ認にん知ちがすごいですね。

　百合姫ちゃんのコンセプトは『幼おさな馴な染じみ×オタク×初はつ恋こい×運命＝ああいう感じ』です。次に振り返る天あま架かちゃんと雫九しずく先せん輩ぱいにもつうじますが、百合姫ちゃんは最後に『変わる』ところ以外、まったくブレませんでしたね。彼女の恋の一いち途ずさ（？）は、諦あきらめきれない！　もう後あと戻もどりできない！　というよりは、心路くん以外に対する恋を知らない。まったくの無知。ゼロ。という感じです。認識していないモノ、ヒトに興味を向けようって言ってもムリですからね。悪い意味よりは、イイ意味で幼い、無む垢くな感じがします。

　天架ちゃんのコンセプトは『後こう輩はい×元気×独特』です。百合姫ちゃんは最後のアレで、雫九先輩は百合姫ちゃんとの口論で変化が起きたのに、彼女だけ芯しんを貫つらぬいた感じですね。一巻と二巻ではテンプレな女の子でしたのに、三巻と四巻で独特って言いますか、月つき島しまオリジナル！　みたいな雰ふん囲い気きが出たはず。

　雫九先輩のコンセプトは『お姉さん×クール×人としての感情を大切に』です。二つ目と三つ目は相反していると思いますが、表面がクールなのに中身は優やさしい、という感じですね。ニジケンの中で一番優しくて、大切なモノを大切と思える人として立派な感性を持っています。個人的には（女の子としても、友達になれるなら友達としても）一番好きだし、一番共感できるし、一番幸せになってほしいし、一番結けつ婚こんしたいです。

　継未ちゃんのコンセプトは『現実』です。いや、本当に。友達と話したことがあるのですが、やはり継未ちゃんのような女の子は、心路くんのようなダメな男の子に惹ひかれる傾けい向こうがあるのかなぁ、と。非モテの偏へん見けんかもしれませんが……。作中では断言じみた表現になっていますが、現実でも、そういう要素があると「ハァ、あたしがいないと、しょうがないなぁ」的な反応が返ってくる──かも？




　最後に謝辞を──、

　担当編集のＡさま。オタひめ、最初から最後までありがとうございました！　Ａさまがいなかったら、この最終巻でここまで納なつ得とくのいく形にはならなかったと思います。

　新担当編集のＳさま。この巻からのお付きあいで、新作も一いつ緒しよに作ることになりますが、これからなにとぞよろしくお願いいたします。お世話になります！

　イラストレーターのあゆま紗さ由ゆさま。あゆま先生も、最初から最後までありがとうございました！　以前も少しお話ししましたが、もともと私はあゆま先生のファンでしたので、こうして自分の作品のイラストを担当していただけて、本当に光栄です！

　最後に読者の皆さま。本シリーズを完結までご愛読いただき、感謝してもしきれません。一回でも面白いと感じていただければ、作家冥みよう利りに尽つきるというものです。新作をただいま練っているのですが、複数アイディアがある中、私の中の第一候補は学園異能バトルモノです。実際にどうなるかはわかりませんが、新作は書くつもりですので、その時までお待ちいただければ幸いです。これからも頑がん張ばりますので、応おう援えん、よろしくお願いいたします！





二〇一七年三月　佐倉唄










佐倉唄

●さくらうた



第27回ファンタジア大賞にて『ノーパンツ・チラリズム』で銀賞を受賞。

今年３月に大学を卒業しました。在学中にカノジョもできなかったし、うぇーいｗ系のノリも肌にあいませんでした。しかしふと４年間を振り返ってみると、あぁ、意外と充実していたなぁ。そもそも学生のうちに作家になれたのは、私にとって最高の『充実』ですしね。

心路くんは１巻の時掲げた目標のように『オタ充』になれたのか？　オタサーの姫との恋物語、最終巻です。



















カバー・口絵・本文イラスト／あゆま紗由

カバーデザイン／伸童舎












オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。４








佐さ倉くら 唄うた
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